
『吾輩は猫である』対訳（于雷訳）
「から」「ので」を用いる日本語原文とその中国語対訳
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6
仕方がない＊から＊とにかく明るく
て暖かそうな方へ方へとあるいて行
く。

3
没法子，◆只得◆朝着亮堂些、暖和些
的地方走去。 Ｂ Ｂ-8

7
いやこれは駄目だと思った＊から＊
眼をねぶって運を天に任せていた。

3 咳，这下子没命喽！两眼一闭，一命交
天吧！

Ｃ Ｃ

8
これはあながち主人が好きという訳
ではないが別に構い手がなかった＊
から＊已を得んのである。

5
这倒不是由于咱家对主人格外钟情，而

是◆因为◆没人理睬，迫不得已嘛！ Ａ Ａ-1

8
吾輩は仕方がない＊から＊、出来得
る限り吾輩を入れてくれた主人の傍
に居る事をつとめた。

5
万般无奈，咱家◆只好◆尽量争取陪伴
在收留我的主人身旁。 Ｂ Ｂ-9

10
我儘で思い出した＊から＊一寸吾輩
の家の主人がこの我儘で失敗した話
をしよう。

6
　◆既然◆是任情而思，那◆就◆讲讲

我家主人由于任情而动的惨败故事吧。 Ａ Ａ-22

12
外に悪口の言い様を知らないのだ＊
から＊仕方がないが、

9 ◆因为◆除此之外他再也不知道还有

些什么骂人的脏话，有什么办法！
Ａ Ａ-1

12
眼らしい所さえ見えない＊から＊目
猫だか寐ている猫だか判然しないの
である。

9
连眼睛应该拥有的部位都没有，可◆就

◆弄不清是睡猫还是瞎猫了。 Ｂ Ｂ-1

12

早一分も猶予が出来ぬ仕儀となっ
た＊から＊不得已失敬して両足を前
へ存分のして、首を低く押し出して
あーあと大なる欠伸をした。

9

已经到了刻不容缓的地步。不得已，只
好失陪。咱家双腿用力朝前一伸，把脖
子低低一抻，“啊”的打了一个好大的呵
欠。

Ｃ Ｃ

12
尤もこれは寐ている所を写生したの
だ＊から＊無理もないが、

9 不错，这是一幅睡态写生画嘛，倒也没

的可说。
Ｃ Ｃ

12
どうぜ主人の予定は打ち壊したのだ
＊から＊序に裏へ行って用を足そう
と思ってのそのそ這い出した。

9
反正已经打乱主人的构思，索性趁机到
房后去方便一下吧！于是，咱家慢条斯
理地爬了出去。

Ｃ Ｃ

13

然し挨拶をしないと険呑だと思った
＊から＊「吾輩は猫である。名前は
まだない」となるべく平気を装って
冷然と答えた。

11

如不赔礼，可就小命难保，◆因而◆尽

力故作镇静，冷冷地回答说： “咱家是

猫。名字嘛……还没有。”
Ａ Ａ-35

13

大王にしては少々言葉が卑しいと
思ったが何しろその声の底に犬をも
挫しぐべき力が籠っている＊ので＊
吾輩は少なからず恐れを抱いた。

11

身为猫中大王，嘴里还不干不净的！怎

奈它语声里充满着力量，狗也会吓破胆

的。咱家很有点战战兢兢。
Ｃ Ｃ

14
然し車屋だけに強いばかりでちっと
も教育がない＊から＊あまり誰も交
際しない。

12
不过，◆正因为◆它住在车夫家，才光

有力气而毫无教养，◆因此◆，谁都不
和它交往

Ａ Ａ-47

15
「君などは年が年である＊から＊大
分とっただろう」

13 “老兄德高望重，一定捉过很多老鼠
吧？”

Ｃ Ｃ

15
けれども事実は事実で詐る訳には行
かない＊から＊、吾輩は「実はとろ
うとろうと思ってまだ捕らない」

13
不过，事实毕竟是事实，不该说谎，咱

家◆便◆回答说： “说真的，一直想抓，

可还没有动手哩！”

Ｂ Ｂ-2

15

吾輩は彼と近付になってから直ぐこ
の呼吸を飲み込んだ＊から＊この場
合にもなまじい己れを弁護して益々
形勢をわるくするのも愚である、

13

自从和他混熟以来，咱家立刻掌握了这

个诀窍。像现在这种场合，倘若硬是为

自己辩护，形势将越弄越僵，那可太
蠢

Ｃ Ｃ

16
「･･･君はあまり鼠を捕るのが名人で
鼠ばかり食うものだ＊から＊そんな
に肥って色つやが善いのだろう」

14
您捕鼠可是个大大的名家，◆就因为◆

净吃老鼠，◆才◆胖得那么满面红光的
吧？”

Ａ Ａ-51

16
「･･･交番じゃ誰が捕ったか分らねえ
＊から＊そのたんびに五銭ずつくれ
るじゃねえか。･･･」

14
警察哪里知道是谁抓的？不是说送一

只老鼠五分钱吗？ Ｃ Ｃ

16
吾輩は少々気味が悪くなった＊から
＊善い加減にその場を胡魔化して家
へ帰った。

14
◆由于◆心头不快，◆便◆见机行事，

应酬几句，回家去了。 Ａ Ａ-16

17

料理屋の酒を飲んだり待合へ這入る
＊から＊通人となり得るという論が
立つなら、吾輩も一廉の水彩画家に
なり得る理窟だ。

15

喝喝饭店的酒，或是逛逛艺妓茶馆，◆

就◆能够成为花柳行家吗？假如这个

理论站得住，那么，我也有理由说我能

够成为一名出人头地的画家喽！

Ｂ Ｂ-1

18
「いや時々冗談を言うと人が真に受
ける＊ので＊大に滑稽的美感を挑撥
するのは面白い。･･･」

17
“噢，常常是几句玩笑人们就当真，这

能极大地激发起滑稽的美感，很有意
思。

Ｃ Ｃ

20
吾輩は御馳走も食わない＊から＊別
段肥りもしないが

19 咱家◆因◆吃不到美味，没有怎么发
胖。

Ａ Ａ-10

20
欲をいっても際限がない＊から＊生
涯この教師の家で無名の猫で終る積
りだ

19
欲望无止境嘛！但愿住在这位教师的
家，以无名一猫而了此平生！ Ｃ Ｃ

20
吾輩は新年来多少有名になった＊の
で＊、猫ながら一寸鼻が高く感ぜら
れるのは難有い。

20
新春以来，咱家也有了点名气。别看

是猫，却也趾高气扬。可喜，可贺！ Ｃ Ｃ

21

既に一応感服したものだ＊から＊、
もうやめにするかと思うとやはり横
から見たり、竪から見たりしてい
る。

20

◆既◆已赞佩，以为他会就此罢休。不

料，他仍然在横看看竖瞧瞧； Ａ Ａ-29

21

然し人間というものは到底吾輩猫属
の言語を解し得る位に天の恵に浴し
ておらん動物である＊から＊、残念
ながらそのままにして置いた。

21

然而，人嘛，毕竟不是天赐灵犀的动

物，不懂我们猫族的语言。那◆就◆对
不起，不理算了。

Ｂ Ｂ-1

21

主人は絵端書の色には感服したが、
かいてある動物の正体が分らぬ＊の
で＊、先っきから苦心をしたものと
見える。

20

主人大概是尽管对那张彩绘明信片的

色彩大加赞扬，却还不清楚画面上那只

动物是个什么，◆因此◆，一直在凝思
苦想

Ａ Ａ-37

22

空ばかり見ているものだ＊から＊、
吾等の性質は無論相貌の末を識別す
る事すら到底出来ぬのは気の毒だ。 21

但据说，人类眼皮只顾往上翻，两眼望

苍空。◆那么◆，不要说对我们的性

格，就连对我们的相貌也始终辨认不

清 实在可怜！

Ａ Ａ-39

22
況んや実際をいうと彼等が自ら信じ
ている如くえらくも何ともないのだ
＊から＊猶更むずかしい。

22
何况，说实话，人类并不像他们自信的

那么了不起，这◆就◆更难上加难了。 Ｂ Ｂ-1

22

又況んや同情に乏しい吾輩の主人の
如きは、相互を残りなく解するとい
うが愛の第一義であるということす
ら分らない男なのだ＊から＊仕方が
ない。

22

更何况我家主人者流，连同情心都没

有，哪里还懂得“彼此深刻了解是爱的

前提”这些道理？还能指望他什么？ Ｃ Ｃ

22

達観しない證拠には現に吾輩の肖像
が目の前にあるのに少しも悟った様
子もなく今年は征露の第二年目だ＊
から＊大方熊の画だろうなどと気の
知れぬことをいって済しているので
もわかる。

22

其实，他并不达观，证据如下： 分明是

我的肖像摆在他的眼前，他却丝毫认不

出，还装模作样、胡诌八扯地说：“今年

是日俄战争的第二年，大约画的是一只
熊吧！”

Ｃ Ｃ

訳文原文

注：分類欄に記載されている記号は次の意味を表す。
　　　A＝「原因・理由を表すもの」、Ｂ＝「接続機能を持つもの」、Ｃ＝「無標」
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23

吾輩は肴屋の梅公がくる時の外は出
ない事に極めているのだ＊から＊、
平気で、もとの如く主人の膝に座っ
ておった。

23

按老规矩，除非鱼贩子梅公登门，咱家
是不必出迎的，◆因此◆，仍然泰然自
若地蹲在主人的膝盖上。

Ａ Ａ-37

24

「･･･。実は去年の暮から大に活動し
ているものです＊から＊出よう出よ
うと思っても、ついこの方角へ足が
向かないので」

24

“・・・说真的，从去年年末以来，一直大

忙特忙，几次想来，两只脚却终于没有

朝这个方向迈步。”
Ｃ Ｃ

25
どっちにしたって明治の歴史に関係
する程な人物でもないのだ＊から＊
構わない。

25
管他事出何因，反正算不上与明治史有

关的人物，也◆就◆无所谓了。 Ｂ Ｂ-1

25

「どうも好い天気ですな、御閑なら
御一所に散歩でもしましょうか、旅
順が落ちた＊ので＊市中は大変な景
色ですよ」

26

“多么好的天气呀！阁下如果有暇，何

妨一同出去遛遛。日军已经攻克旅顺，

街上可热闹哪！”
Ｃ Ｃ

26

主人の服装には師走も正月もない。
ふだん着も余所ゆきもない。出ると
きは懐手をしてぶらりと出る。外に
着る物がない＊から＊か、有っても
面倒だから着換えないのか、吾輩に
は分らぬ。

26

主人的服装，没有年末与岁初之分，也

没有便装与礼服之别。离家时，他袖起

手来，信步而去。他是没有外衣呢？还

是虽有却嫌麻烦，不肯换？咱家不得而
知。

Ｃ Ｃ

26

主人の服装には師走も正月もない。
ふだん着も余所ゆきもない。出ると
きは懐手をしてぶらりと出る。外に
着る物がないからか、有っても面倒
だ＊から＊着換えないのか、吾輩に
は分らぬ。

26

主人的服装，没有年末与岁初之分，也

没有便装与礼服之别。离家时，他袖起

手来，信步而去。他是没有外衣呢？还

是虽有却嫌麻烦，不肯换？咱家不得而
知。

Ｃ Ｃ

26

いつもの様に砂糖を分配してくれる
ものがない＊ので＊、大きい方がや
がて壺の中から一匙の砂糖をすくい
出して自分の皿の上へあけた。

27

◆因为◆没有人像往常那样给他俩分

糖，不多时，那个大个的就从糖罐里舀
出一匙糖来，撒在自己的碟里。

Ａ Ａ-1

27
「でもあなた澱粉質のものには大変
功能があるそうです＊から＊、召し
上ったらいいでしょう」

28
“不过，你吃淀粉质，似乎大见功效

呀！◆还是◆吃了吧！” Ｂ Ｂ-10

27
吾輩の言う事などは通じないのだ＊
から＊、気の毒ながら御櫃の上から
黙って見物していた。

27
咱家的话他们听不懂，虽然遗憾，也只

得蹲在饭桶上默默观赏了。 Ｃ Ｃ

28

こんなときに後からくっ付いて行っ
て膝の上へ乗ると、大変な目に逢わ
される＊から＊、そっと庭から廻っ
て書斎の縁側へ上って障子の隙から
覗いて見ると、主人はエピクテタス
とか云う人の本を披いて見ておっ
た。

29

这种场合，咱家如果跟进去，爬上主人
的膝盖，肯定要倒霉的。咱家◆便◆人

不知鬼不觉地从院内绕路爬进书房的

檐廊。从门缝往里一瞧，主人正打开爱

比克泰德的书在读哩！

Ｂ Ｂ-2

28
人間はこう自惚れている＊から＊困
る。

29 人类竟然如此自负，真没办法。 Ｃ Ｃ

29

但しその声は旅鴉の如く皺枯れて
おったので、切角の風采も大に下落
した様に感ぜられた＊から＊所謂源
ちゃんなるものの如何なる人なるか
を振り向いて見るも面倒になって、
懐手のまま御成道へ出た。

30

她的语声像乌鸦悲啼一般沙哑，使她那

难得一见的风韵大为减色。◆甚至◆叫

人懒得回头瞧瞧她所谓的源哥乃何许
人也。我依然袖着手，向官道①走去，

Ｃ Ｃ

29

我等猫属に至ると行住坐臥、行屎送
尿悉く真正の日記である＊から＊、
別段そんな面倒な手数をして、己れ
の真面目を保存するには及ばぬと思
う。

30

至于我们猫族，行走、坐卧、拉屎撒尿，

无不是真正的的日记，没有必要那么煞

费心机，掩盖自己的真面目。 Ｃ Ｃ

29

但しその声は旅鴉の如く皺枯れて
おった＊ので＊、切角の風采も大に
下落した様に感ぜられたから所謂源
ちゃんなるものの如何なる人なるか
を振り向いて見るも面倒になって、
懐手のまま御成道へ出た。

30

她的语声像乌鸦悲啼一般沙哑，◆使◆

她那难得一见的风韵大为减色。甚至叫

人懒得回头瞧瞧她所谓的源哥乃何许
人也。我依然袖着手，向官道①走去，

Ｂ Ｂ-5

30

美学者の迷亭がこの体を見て、産気
のついた男じゃあるまいし止すがい
いと冷かした＊から＊この頃は廃し
てしまった。

32

美学家迷亭见我这般模样，嘲笑地说：

你又不是临产的孕男，还是算了吧！◆

于是◆，近来已经作罢。
Ａ Ａ-38

30

先達て○○は朝飯を廃すると胃がよ
くなると云うた＊から＊二三日朝飯
をやめて見たがぐうぐう鳴るばかり
で功能はない。

31

前些时听人说，早饭断食，即可医胃，

我◆便◆免了早餐一试，直落得腹内咕
咕叫，却毫无功效。

Ｂ Ｂ-2

30
坂本竜馬の様な豪傑でも時々は治療
をうけたと云う＊から＊早速上根岸
まで出掛けて揉ましてみた。

31
据说连坂本龙马③那样的豪杰也常去

按摩。我◆便◆急忙去上根河畔求人试

试

Ｂ Ｂ-2

30
後で身体が綿のようになって昏睡病
にかかった様な心持ちがした＊ので
＊、一度で閉口してやめにした。

31
按摩后，身子像棉花团似的，仿佛患了
昏睡症。◆所以◆，只按摩一次就告

饶，不敢领教了。

Ａ Ａ-38

31
その上日記の上で胃病をこんなに心
配している癖に、表向は大に痩我慢
をする＊から＊可笑しい。

32
而且，他◆既然◆在日记里那么担心自

己的胃病，表面上却又打肿脸充胖子，

实在可笑

Ａ Ａ-21

31

「君の説は面白いが、あのカーライ
ルは胃弱だったぜ」とあたかもカー
ライルが胃弱だ＊から＊自分の胃弱
も名誉であると云った様な、見当違
いの挨拶をした。

32

你的说法倒很有趣。不过，那位卡莱尔

①也曾害过胃病哟！”这话仿佛在说：

◆既然◆卡莱尔害胃病，◆那么◆，我

害胃病自然也很体面。他回答得牛头不

对马嘴

Ａ Ａ-25

31

Ｃ先生は蕎麦を食ったらよかろうと
云う＊から＊、早速かけともりをか
わるがわる食ったが、これは腹が下
るばかりで何等の功能もなかった。

32

C先生说：吃荞面条也许会好。◆于是

◆，我便一碗接一碗地快速吃起清汤养

面条。然而，这使我总是拉肚，毫不见
效

Ａ Ａ-38

31

然し自分が胃病で苦しんでいる際だ
＊から＊、何とかかんとか弁解をし
て自分の面目を保とうと思った者と
見えて、

32

但他似乎觉得自己正害胃病，很遭罪，

◆总◆得诌上几句，辩解一番，以便保
全面子。

Ｂ Ｂ-15

31

すると友人は「カーライルが胃弱
だって、胃弱の病人が必ずカーライ
ルにはなれないさ」と極め付けた＊
ので＊主人は黙然としていた。

32

于是，那位朋友说：“虽然卡莱尔也害过
胃病，但害过胃病的，未必都能成为卡
莱尔。”
　　◆由于◆训斥得不容置辩，主人哑
口无言了。

Ａ Ａ-15

32

バルザックは兼ねて自分の苦心して
いる名を目付けようという考えだ＊
から＊往来へ出ると何もしないで店
先の看板ばかり見て歩行いている。

33

而巴尔扎克一直想发现一个自己搜索

枯肠也未曾觅得的人物名字。◆因此

◆，他走在大街上别无他事，一心观看

商店门口的招牌

Ａ Ａ-37

32
ところへ友人が遊びに来た＊ので＊
一所に散歩に出掛た。

33 赶巧朋友来玩，◆便◆一同出去散步。 Ｂ Ｂ-2
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33

だから今雑煮が食いたくなったのも
決して贅沢の結果ではない、何でも
食える時に食って置こうという考か
ら、主人の食い剰した雑煮がもしや
台所に残っていはすまいかと思い出
した＊から＊である。

34

因此，如今想吃年糕，绝非贪馋的结

果，而是从“能吃便吃”的观点出发。咱

家思忖，主人也许会有吃剩的年糕放在
厨房里，

Ｃ Ｃ

33
この位力を込めて食い付いたのだ＊
から＊、大抵なものなら噛み切れる
訳だが、

35
使出这么大的力气叼住，按理说，差不

多的东西都会被咬断的。 Ｃ Ｃ

34
要するに振り損の、立て損の、寐か
し損であると気が付いた＊から＊や
めにした。

36
想来，耳朵和尾巴都与年糕无关，摇尾

竖耳，也都枉然，◆所以◆干脆作罢算
了。

Ａ Ａ-36

34
餅がくっ付いてる＊ので＊毫も愉快
を感じない。

36 但◆因◆年糕粘住牙，一点也不高兴。 Ａ Ａ-10

35

倒れかかる度に後足で調子をとらな
くてはならなぬ＊から＊、一つ所に
居る訳にも行かんので台所中あち
ら、こちらと飛んで廻る。

36

必须用后爪调整姿势，◆又◆不能总站

在一个地方，只得在厨房里到处转着圈
儿跑。

Ｂ Ｂ-4

35
前足の運動が猛烈な＊ので＊稍とも
すると中心を失って倒れかかる。

36 ◆由于◆前爪用力过猛，常常失重，险
些跌倒。

Ａ Ａ-15

35

漸く笑いがやみそうになったら、五
つになる女の子が「御かあ様、猫も
随分ね」といった＊ので＊狂瀾を既
倒に何とかするという勢で又大変笑
われた。

37

总算大家都不再笑。可是，就怪那个五

岁的小女孩说什么：“妈呀，这猫也太不

成体统了。” ◆于是◆，势如挽狂澜于

既倒，又掀起一阵笑声。

Ａ Ａ-15

35

倒れかかる度に後足で調子をとらな
くてはならなぬから、一つ所に居る
訳にも行かん＊ので＊台所中あち
ら、こちらと飛んで廻る。

36

必须用后爪调整姿势，又不能总站在一

个地方，◆只得◆在厨房里到处转着圈
儿跑。

Ｂ Ｂ-8

36
三毛子は正月だ＊から＊、首輪の新
しいのをして行儀よく縁側に坐って
いる。

38
◆因为◆是正月，只见花子小姐戴着新

项链，在檐廊下端庄而坐。 Ａ Ａ-1

36

ことによく日の当る所に暖かそう
に、品よく控えているものだ＊から
＊、身体は静粛端正の態度を有する
にも関らず、天鵞毛を欺く程の滑ら
かな満身の毛は春の光りを反射して
風なきにむらむらと微動する如くに
思われる。

38

尤其她在阳光充足的地方暖煦煦地正

襟危坐，尽管身姿显得那么端庄肃穆，

而那光滑得赛过天鹅的一身绒毛，反射

着春日阳光，令人觉得无风也会自然地

颤动。

Ｃ Ｃ

36

どうも痛いの痛くないのって、餅の
中へ堅く食い込んでいる歯を情け容
赦もなく引張るのだ＊から＊堪らな
い。

38

若问疼不疼，这么说吧，已经坚坚实实

咬进年糕里的牙齿，竟被那么狠歹歹地
一拉，怎能受得住？

Ｃ Ｃ

36
細君は踊は見たいが、殺してまで見
る気はない＊ので＊黙っている。

37 女主人虽然还想瞧瞧猫舞的热闹，但并
不忍心叫猫跳死，◆便◆没有做声。

Ｂ Ｂ-2

37

吾輩は前回断わった通りまだ名はな
いのであるが、教師の家に居るもの
だ＊から＊三毛子だけは尊敬して先
生々々といってくれる。

39

前文已经声明，咱家还没有个名字，但

◆因◆住在教师家，总算有个花子小姐

表示敬重，口口声声称咱家为“先生”。
Ａ Ａ-10

37
吾輩も先生と云われて満更悪い気持
ちもしない＊から＊、はいはいと返
事をしている。

39
咱家也被尊一声“先生”，自然心情不

坏，◆便◆满口答应： Ｂ Ｂ-2

37
吾輩が笑うのは鼻の孔を三角にして
咽喉仏を震動させて笑うのだ＊から*
人間にはわからぬ筈である。

40
不过，猫笑是将鼻孔弄成三角形，声振

喉结而笑，人类自然不懂。 Ｃ Ｃ

38
「ええ」と仕方がない＊から＊降参
をした。

41
“是啊！” 有什么办法，◆只好◆服
气。

Ｂ Ｂ-9

38
六十二で生きている位だ＊から＊丈
夫と云わねばなるまい。

40 竟然活了六十二岁，不能不说硬朗。 Ｃ Ｃ

39
「あら御師匠さんが呼んでいらっ
しゃる＊から＊、私し帰るわ、よ
くって？」

41
“哟，师傅在叫我哪，我要回去了，行

吗？” Ｃ Ｃ

39
話しをされると面倒だ＊から＊知ら
ぬ顔をして行き過ぎようとした。

42 觉得搭讪起来太絮叨，◆便◆假装没看

见走过去。
Ｂ Ｂ-2

39

説明して遣りたいが到底分る奴では
ない＊から＊、先ず、一応の挨拶を
して出来得る限り早く御免蒙るに若
くはないと決心した。

42

想讲给他听，可他毕竟不是个懂事的家
伙，◆便◆决定客套几句之后，尽快地
溜之大吉。

Ｂ Ｂ-2

40

参考の為め一寸聞いて置きたいが、
聞いたって明瞭な答弁は得られぬに
極まっている＊から＊、面と対った
まま無言で立っておった。

43

本想问问，求他指教。又一想，即使问，

也不会得到明确答复的，◆便◆无言地

相对而立，显得十分尴尬。
Ｂ Ｂ-2

41
「･･･牛肉一斤が隣り近所へ自慢なん
だ＊から＊始末に終えねえ阿魔だ」 44

向左邻右舍炫耀一番――‘牛肉一斤

哟！’真他妈是个难缠的母夜叉！” Ｃ Ｃ

41
「それで面白い趣向がある＊から＊
是非一所に来いと仰しゃるので」

45 “迷亭先生说，一定会妙趣横生，一定
要我随他一同前往。所以……”

Ｃ Ｃ

41
主客の対話は途中からである＊から
＊前後がよく分らんが、

45 ◆因为◆半路才听，对宾主对话的来龙
去脉不大清楚；

Ａ Ａ-1

41

主人の手あぶりの角を見ると春慶塗
りの巻烟草入れと並んで越智東風君
を紹介致候水島寒月という名刺があ
る＊ので＊この客の名前も、寒月君
の友人であるという事も知れた。

44

主人的手炉旁和涂了春庆牌油漆的烟

盒并排放着一张名片，上写：“谨介绍越

智东风君，水岛寒月”。◆由此◆，咱家
知道了客人的名字，也知道了他是寒月
先生的朋友

Ａ Ａ-51

42
「･･･ボイは月並という意味が分らん
ものです＊から＊妙な顔をして黙っ
ていましたよ」

45
堂倌不解俗调为何意，做了个怪相，不
再吭声。” Ｃ Ｃ

43

「それから、とてもなめくじや蛙は
食おうって食えやしないから、まあ
トチメンボー位なところで負けとく
事にしようじゃないか君と御相談な
さるものです＊から＊、私はつい何
の気なしに、それがいいでしょう、
といってしまったので」

46

后来迷亭先生对我说：‘咱们商量一下，

煮蚰蜒啦，炖青蛙啦，再怎么馋，也吃
不到嘴里。那就掉点价，吃点橡面坊丸

子如何？’◆因为◆他说和我商量，我

◆便◆随声附和地说：‘那好吧！’”

Ａ Ａ-3

43

「それから、とてもなめくじや蛙は
食おうって食えやしない＊から＊、
まあトチメンボー位なところで負け
とく事にしようじゃないか君と御相
談なさるものですから、私はつい何
の気なしに、それがいいでしょう、
といってしまったので」

46

后来迷亭先生对我说：‘咱们商量一下，

煮蚰蜒啦，炖青蛙啦，再怎么馋，也吃
不到嘴里。那◆就◆掉点价，吃点橡面

坊丸子如何？’因为他说和我商量，我

便随声附和地说：‘那好吧！’”

Ｂ Ｂ-1

43

「さあ私も少し可笑しいとは思いま
したが如何にも先生が沈着である
し、その上あの通りの西洋通でい
らっしゃるし、ことにその時は洋行
なすったものと信じ切っていたもの
です＊から＊、私も口を添えてトチ
メンボーだトチメンボーだとボイに
教えてやりました」

47

当时我也觉得有点稀奇。可是迷亭先生

却十分沉着，何况又是那么一位西洋

通，更何况我当时完全相信他去过外

洋，◆便◆为他帮腔，告诉堂倌说：‘橡
面坊丸子就是橡面坊丸子！’”

Ｂ Ｂ-2
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43
「ええ全く妙なのですが、先生が余
り真面目だものです＊から＊、つい
気がつきませんでした」

46
“是啊，太绝啦！不过，迷亭先生说得

太认真，当时我还没有醒悟哩！” Ｃ Ｃ

43
「いえそれはほんの冒頭な＊ので
＊、本論はこれからなのです」

46 “哪里，这仅仅是个小帽，好戏还在后

头哩！”
Ｃ Ｃ

44

「･･･材料は日本派の俳人だろうと先
生が押し返して聞くとボイはへえ左
様で、それだものだ＊から＊近頃は
横浜へ行っても買われませんので、
まことに御気の毒様と云いました
よ」

48

迷亭追问道：‘材料是日本派的俳句诗

人吧？’堂倌说：‘嗳，是的。◆正因为

◆是那玩艺儿，◆所以◆，近来去横滨

也没有买到，实在对不起。’”
Ａ Ａ-46

44

「･･･先生はそりゃ困ったな、切角来
たのになあと私の方を御覧になって
頻りに切り返さるるので、私も黙っ
ている訳にも参りません＊から＊、
どうも遺憾ですな、遺憾極るですな
と調子を合わせたのです」

48

迷亭先生瞧着我，一再地说：‘多糟糕！

好不容易来的。’我也不该沉默，◆便

◆帮腔说：‘太遗憾啦！不胜遗憾之
至！’”

Ｂ Ｂ-2

44
「どうせ我々は正月でひまなんだ＊
から＊、少々待って食って行こう
じゃないか･･･」

47
‘反正是新正大月，闲着没事儿，那◆
就◆稍候片刻，吃了再走吧！’ Ｂ Ｂ-1

44

「どうせ我々は正月でひまなんだか
ら、少々待って食って行こうじゃな
いかと云いながらポッケッとから葉
巻を出してぷかりぷかり吹かし始ら
れたので、私しも仕方がない＊から
＊、懐から日本新聞を出して読み出
しました、…」

48

‘反正是新正大月，闲着没事儿，那就

稍候片刻，吃了再走吧！’他边说说边

从怀里取出香烟，咕嘟嘟喷起烟雾。没

办法，我从怀里掏出《日本新闻》来读。
Ｃ Ｃ

44

「するとボイが又出て来て、近頃は
トチメンボーの材料が払底で亀屋へ
行っても横浜の十五番へ行っても買
われません＊から＊当分の間は御生
憎様でと気の毒そうに云うと、･･･」

48

“后来，堂倌又走了出来，样子很可怜

地说：‘近来橡面坊丸子脱销，去过龟屋

商店和横滨山下町十五街外国食品店，

都没有买到。一时太不凑巧……’
Ｃ Ｃ

44

「･･･敬服の至りですと云って御別れ
した様なものの実は午飯の時刻が延
びた＊ので＊大変空腹になって弱り
ましたよ」

49

我说：‘佩服得五体投地。’说着，我要

告辞。其实，◆因为◆早已过了午饭时

间，肚子太饿，受不住了。”
Ａ Ａ-1

44

「どうせ我々は正月でひまなんだか
ら、少々待って食って行こうじゃな
いかと云いながらポッケッとから葉
巻を出してぷかりぷかり吹かし始ら
れた＊ので＊、私しも仕方がないか
ら、懐から日本新聞を出して読み出
しました、…」

47

‘反正是新正大月，闲着没事儿，那就

稍候片刻，吃了再走吧！’他边说说边

从怀里取出香烟，咕嘟嘟喷起烟雾。没

办法，我从怀里掏出《日本新闻》来读。
Ｃ Ｃ

44

「･･･先生はそりゃ困ったな、切角来
たのになあと私の方を御覧になって
頻りに切り返さるる＊ので＊、私も
黙っている訳にも参りませんから、
どうも遺憾ですな、遺憾極るですな
と調子を合わせたのです」

48

迷亭先生瞧着我，一再地说：‘多糟糕！

好不容易来的。’我也不该沉默，便帮

腔说：‘太遗憾啦！不胜遗憾之至！’” Ｃ Ｃ

44

「･･･材料は日本派の俳人だろうと先
生が押し返して聞くとボイはへえ左
様で、それだものだから近頃は横浜
へ行っても買われません＊ので＊、
まことに御気の毒様と云いました
よ」

48

迷亭追问道：‘材料是日本派的俳句诗

人吧？’堂倌说：‘嗳，是的。正因为是

那玩艺儿，所以，近来去横滨也没有买

到，实在对不起。’”
Ｃ Ｃ

44

アンドレア・デル・サルトに罹った
のは自分一人でないと云う事を知っ
た＊ので＊急に愉快になったものと
見える。

48

看来，主人是了解到深受安德利亚之灾

的不止他一人，◆所以◆突然变得开心
了。

Ａ Ａ-36

45

藪睨みから惚れられたと自認してい
る人間もある世の中だ＊から＊この
位の誤謬は決して驚くに足らんと撫
でらるるがままに済していた。

50

反正就是这种世道嘛。有人硬是以为斜

眼女人是在对他调情。◆那么◆，主人

这一星半点的误差，也就不足为怪了。

那就任他抚摸去吧

Ａ Ａ-39

45
「実は今日参りましたのは、少々先
生に御願があって参った＊ので＊」

49 “老实说，今日登门造访，是◆由于◆

对先生略有所求。”
Ａ Ａ-15

46

「色々おりました。花魁が法学士の
Ｋ君でしたが、口髯を生やして、女
の甘ったるいせりふを使かうのです
＊から＊一寸妙でした。･･･」

51

“各种人才都有。法学士K君扮窑姐，蓄

着小胡，说的都是女人娇滴滴的道白，

那◆才◆绝哪！
Ｂ Ｂ-6

46

「なあに、そんなに大変な事もない
んです、登場の人物は御客と、船頭
と、花魁と仲居と遣手と見番だけで
す＊から＊」

50

“不，场面也不太大。登场人物不过是

嫖客、船夫、窑姐、女侍、老鸨、总管。” Ｃ Ｃ

47

「･･･つまり身振りがあまり過ぎたの
でしょう、今まで耐らえていた女学
生が一度にわっと笑いだしたもので
す＊から＊･･･」

52

唉，大概是身段扭动得过火了吧，耐心

偷听的女学生们一下子哗然大笑。 Ｃ Ｃ

47

「･･･それで腰を折られてから、どう
しても後がつづけられない＊ので
＊、とうとうそれぎりで散会しまし
た」

52

台词一打断，就再也接不上了，◆只好

◆就此散场。” Ｂ Ｂ-9

47
「第二回からは、もっと奮発して盛
大にやる積もりな＊ので＊、今日出
ましたのも全くその為で、

52
“我们想从第二次起，更奋发图强，把

会开得更加盛大，今天正是为了这件事

才前来造访

Ｃ Ｃ

48

今までこんな事に出合った事のない
主人にとっては無上の光栄である＊
から＊返事の勢のあるのも無理はな
い。

53

何况在那么著名的学者珠联璧合的名

单上哪怕只列上自己的名字，这对于还

不曾有些殊遇的主人来说，真乃无上光

荣 难怪他回答得那么干脆

Ｃ Ｃ

49

迷亭先生の手紙に真面目なのは殆ん
どない＊ので＊、この間などは「そ
の後別に恋着せる婦人も無之、いず
方より艶書も参らず、先ず先ず無事
に消光罷り在り候間、乍憚り御休心
可被下候」と云うのが来た位であ
る。

54

他写信从来没有一封是严肃的。前些时

来信甚至写道： 其后并无新欢，更

无任何丽人投来艳笺，暂且安然度日，

敬请释念。
Ｃ Ｃ

52
あまり書き方が真面目だものだ＊か
ら＊つい仕舞まで本気にして読んで
いた。

58
“◆只因◆他写得似乎严肃，这◆才◆

正经地读完。 Ａ Ａ-33

53

「･･･腹が立った＊から＊それじゃ見
て戴かなくってもよう御座いますこ
れでも大事の猫なんですって･･･」 59

我生气说：‘那就不看也好吧！它可是

一只珍贵的猫呀！’ Ｃ Ｃ

54
「旧幕時代に無い者に碌な者はない
＊から＊御前も気をつけないといか
んよ」

59
“除了从前幕府时期有过的，当今就没

有好玩艺儿，◆所以◆你也要当心
点。”

Ａ Ａ-36

55
「あんな主人を持っている猫だ＊か
ら＊、どうせ野良猫さ、今度来たら
少し叩いて御遣り」

61
“猫有了那么个主人，难怪是一只野

猫。下次再来，揍它几下子！” Ｃ Ｃ
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55
「無名氏の作にも随分善いのがある
＊から＊中々馬鹿に出来ない。･･･」 61

无名氏的作品也有很好的佳作，可不能

小瞧哟！ Ｃ Ｃ

56

「･･･山陽が馬子の書いた借金の催促
状を示して近来の名文は先ずこれで
しょうと云ったという話がある＊か
ら＊、君の審美眼も存外慥かも知れ
ん。・・・」

62

山阳先生拿出马夫写的讨债单说：‘近
来妙文，当首推此篇。’◆所以◆我想，

说不定你的审美观还很准确呢。 Ａ Ａ-36

56
「･･･君は声が善い＊から*中々面白
い」

62
你的嗓音很好。听起来蛮有趣的。”

Ｃ Ｃ

57
「･･･実際うまい＊から＊訳してみた
のさ、･･･」

63 ◆因为◆真好，◆才◆想翻译过来。 Ａ Ａ-2

57
「･･･只面白い文章だと思った＊から
*訳してみたばかりさ」

63 ◆只是◆觉得文章有趣，◆才◆试译一

下罢了。”
Ａ Ａ-34

57
「･･･僕も近頃は水彩画をやめた＊か
ら＊、その代りに文章でもやろうと
思ってね」

63
我近来不再画水彩画了，想写写文
章。” Ｃ Ｃ

57

「･･･あの越智東風と云う男は至て正
直な男ですが少し変っているところ
がある＊ので＊あるいは御迷惑かと
思いましたが、･･･」

64

越智东风君是个非常正直的小伙子。不

过，有一点古怪。我想一定会给你添麻

烦的。
Ｃ Ｃ

58

「それが全く文学熱から来たので、
こちと読むと遠近と云う成語にな
る、のみならずその姓名が韻を踏ん
でいると云うのが得意なんです。そ
れだ＊から＊東風を音で読むと僕が
切角の苦心を人が買ってくれないと
いって不平を云うのです」

64

这完全来源于文学热。把东风读成

KOCHI，就成了‘远近’这一成语，而且
押上了韵，他非常得意。◆因此◆他

说：‘如果把东风二字用拼音方法来读，

我的一片苦心，就付之东流了。’他就

是这样发牢骚呢。”

Ａ Ａ-37

58

「･･･いえこの次はずっと新しい者を
撰んで金色夜叉にしましたと云う＊
から＊、君にゃ何の役が当ってるか
と聞いたら私は御宮ですといったの
さ。･･･」

65

‘不，下次要选个更新颖的剧本，叫《金

色夜叉》。’我问他扮演什么角色，他说

他扮演女主角阿宫。 Ｃ Ｃ

58
「然しあの男はどこまでも誠実で軽
薄なところがない＊から＊好
い。･･･」

65
不过，东风君不论到哪儿总是那么诚

恳，毫无轻薄之处，这很好， Ｃ Ｃ

58

「･･･さすが永年教師をして胡魔化し
つけているものだ＊から＊、こんな
時には教場の経験を社交上にも応用
するのである」

65

但他不愧为教师，已经惯于蒙混过关。

在这紧急关头，他将教坛上的经验运用
于社交了。

Ｃ Ｃ

58
何でも第二回には知名の文士を招待
して大会をやる積りだ＊から＊、先
生にも是非御臨席を願いたいって。

65
他说无论如何，第二次集会时也要邀请

知名的文人开一个大会。还说届时希望

先生务必光临

Ｃ Ｃ

58
吾輩は険呑になった＊から少し傍を
離れる。

65 咱家觉得危险，◆便◆稍微离开主人一
些。

Ｂ Ｂ-2

58

「それが全く文学熱から来た＊ので
＊、こちと読むと遠近と云う成語に
なる、のみならずその姓名が韻を踏
んでいると云うのが得意なんで
す。･･･」

64

这完全来源于文学热。把东风读成

KOCHI，就成了‘远近’这一成语，而且
押上了韵，他非常得意。 Ｃ Ｃ

59

「慥か暮の二十七日と記憶している
がね。例の東風から参堂の上是非文
芸上の御高話を伺いたい＊から*御在
宿を願うと云う先き触れがあったの
で、朝から心待ちに待っていると先
生中々来ないやね。･･･」

66

“没错，记得是去年年末二十七日。那

位东风君事前通知我：‘将趋府拜访，万

望能领教有关文学艺术方面的高论，并
希借宿一宵。’我从清早就殷切恭候，

而此公却迟迟未到。

Ｃ Ｃ

59

「･･･昼飯を食ってストーブの前でバ
リー・ペーンの滑稽物を読んでいる
ところへ静岡の母から手紙が来た＊
から*見ると、年寄だけにいつまでも
僕を子供の様に思ってね。

66

午饭后，我正在炉边读巴里•培恩①的

滑稽小说，住在静冈的家母来信了。”

“老人嘛，总拿我当孩子。‘ Ｃ Ｃ

59

「慥か暮の二十七日と記憶している
がね。例の東風から参堂の上是非文
芸上の御高話を伺いたいから御在宿
を願うと云う先き触れがあった＊の
で＊、朝から心待ちに待っていると
先生中々来ないやね。･･･」

66

“没错，记得是去年年末二十七日。那

位东风君事前通知我：‘将趋府拜访，万

望能领教有关文学艺术方面的高论，并
希借宿一宵。’我从清早就殷切恭候，

而此公却迟迟未到。

Ｃ Ｃ

60
「･･･その中とうとう晩飯になった＊
から＊、母へ返事でも書こうと思っ
て一寸十二三行かいた。･･･」

67
不久，终于吃晚饭。我想，给家母写封
回信吧。于是，只写了十二三行。 Ｃ Ｃ

60

「･･･母の手紙は六尺以上もあるのだ
が僕にはとてもそんな芸は出来ん＊
から＊、何時でも十行内外で御免蒙
る事に極めてあるのさ。･･･」

67

家母来信，长达六尺以上，而我无论如

何也没有那么大的本事，一向写十行左

右，肯定搁笔。
Ｃ Ｃ

60
「･･･すると一日動かずにおったもの
だ＊から＊、胃の具合が妙で苦し
い。･･･」

67
整天坐着不动，胃口十分难受。

Ｃ Ｃ

61 「･･･危ない＊から＊よそう･･･」 68 危险，别去！ Ｃ Ｃ

62

「･･･私などは自分でやはり似た様な
経験をつい近頃したものです＊から
＊、少しも疑がう気になりません」 69

我近来也有过类似的体验，◆所以◆，

丝毫也不怀疑。” Ａ Ａ-36

62

「晩餐も済み合奏も済んで四方の話
しが出て時刻も大分遅くなった＊か
ら＊、もう暇乞をして帰ろうかと
思っていますと、･･･」

70

晚餐已罢，演奏曲终，便天南海北地闲

聊起来，时间已经很晚了。我想告辞回
家，

Ｃ Ｃ

62

「･･某博士の夫人が私のそばへ来て
あなたは○○子さんの御病気を御承
知ですかと小声で聞きますので、実
はその両三日前逢った時は平常の
通り何所も悪い様には見受けません
でした＊から＊、私も驚ろいて精し
く様子を聞いてみますと、･･･」

70

一位博士夫人来到我身旁，小声问我是

否知道A姑娘病了。说实话，两三天前

我和她见面时，她还像往常一样，没有

害过病的征兆。我很吃惊，详细询问了
情况，

Ｃ Ｃ

62

「･･某博士の夫人が私のそばへ来て
あなたは○○子さんの御病気を御承
知ですかと小声で聞きます＊ので
＊、実はその両三日前逢った時は平
常の　通り何所も悪い様には見受け
ませんでしたから、私も驚ろいて精
しく様子を聞いてみますと、･･･」

70

一位博士夫人来到我身旁，小声问我是

否知道A姑娘病了。说实话，两三天前

我和她见面时，她还像往常一样，没有

害过病的征兆。我很吃惊，详细询问了
情况，

Ｃ Ｃ

63

「･･･何しろ熱が劇しいので脳を犯し
ている＊から＊、もし睡眠剤が思う
様に功を奏しないと危険であ
る･････」

70

说什么反正热度太高，伤了脑子。如果

安眠药不能如期奏效，那就危险。 Ｃ Ｃ

63
「冷笑なさってはいけません、極真
面目な話しなんです＊から＊････」

71 请不要嘲笑，这可是个非常严肃的故
事。

Ｃ Ｃ

63
「･･･何しろ熱が劇しい＊ので＊脳を
犯しているから、･･･」

70 说什么反正热度太高，伤了脑子。 Ｃ Ｃ
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64
その返事が大きかったものです*から
*静かな水に響いて、

71 声音太大，竟在静静的水面上发出回
响。

Ｃ Ｃ

64

○○子の声がまた苦しそうに、訴え
るように、救を求めるように私の耳
を刺し通した＊ので＊、今度は「今
直に行きます」と答えて欄干から半
身を出して黒い水を眺めました。

72

A姑娘的声音又响彻我的耳鼓，好像在

痛苦，好像在倾诉，好像在呼救。这回

我回答说：‘立刻就去！’我从栏杆上探
出半个身子，眺望着漆黑的河水，

Ｃ Ｃ

65
「･･･門の内で下女と羽根を突いてい
ました＊から＊病気は全快したもの
と見えます」

73
她正在门里和女仆打羽毛球哩！◆由

此可见◆，她的病是痊愈了。” Ａ Ａ-52

65
鰻谷は嫌いだ＊から＊今日はよそう
とその日はやめにした。

73 我不想看这出戏，那天◆就◆没去。 Ｂ Ｂ-1

65
つい間違って橋の真中へ飛び下りた
＊ので＊、その時は実に残念でし
た。

72
可是迷失了方向，竟然跳到桥中心。当

时真后悔。 Ｃ Ｃ

66
私に聞かせるのだ＊から＊いっしょ
に行って下すっても宜いでしょうと
手詰の談判をする。

74
◆既然◆是请我看戏，◆就◆陪我一同

去，总还可以吧？’这简直是刀下逼
供。

Ａ Ａ-22

66

細君が御歳暮の代りに摂津大掾を聞
かしてくれろと云う＊から＊、連れ
て行ってやらん事もないが今日の語
り物は何だと聞いたら、細君が新聞
を参考して鰻谷だと云うのさ。

73

内人说：‘今年不要压岁钱，但是，请我

去看摄津大椽表演的木偶戏吧！’带他

去，倒也无妨。便问她今天演的是哪一

出戏。内人查看了一下报纸说，演的是

《鳗谷》

Ｃ Ｃ

66
しかし一世一代と云うので大変な大
入だ＊から＊到底突懸けに行ったっ
て這入れる気遣はない。

74
不过，都说这是绝代名戏，一定座满，

纵使横冲直撞，也很难挤得进去的。 Ｃ Ｃ

66

元来ああ云う場所へ行くには茶屋と
云うものが在ってそれと交渉して相
当の席を予約するのが正当の手続き
だ＊から＊それを踏まないで常規を
脱した事をするのはよくない、、

74

想去那种场所，首先要和茶馆联系，定

好个座位，这才是正常手续。不履行这

道手续，做出越轨的事来就不好。 Ｃ Ｃ

66
私は女です＊から＊そんなむずかし
い手続きなんか知りませんが、

74 我一个女人家，哪里懂得那么复杂的手

续。
Ｃ Ｃ

66

堀川は三味線もので賑やかなばかり
で実がない＊から＊よそうと云う
と、細君は不平な顔をして引き下
がった。

73

《堀川》是三弦戏，只是热闹，没有内

容，算啦！内人满脸不高兴地走开。 Ｃ Ｃ

66

大原のお母あさんも、鈴木の君代さ
んも正当の手続きを踏まないで立派
に聞いて来たんです＊から＊、いく
らあなたが教師だからって、そう手
数のかかる見物をしないでもすみま
しょう、

74

不过，邻居大原的妈妈、铃木家的君

代、都没有办什么手续，也都舒舒服服

地听完戏回来啦。就算你是个教师呗，

也大可不必要那么烦琐的手续才看戏
吧！

Ｃ Ｃ

67
細君が年に一度の願だ＊から＊是非
叶えてやりたい。

75 内人一年才提这么一次要求，无论如何

也要使她如愿以偿的。
Ｃ Ｃ

68

早く有為転変、生者必滅の理を呑み
込ませようと少し急き込んだものだ
＊から＊、つい細君の英語を知らな
いと云う事を忘れて、何の気も付か
ずに使ってしまった訳さ。

76

我一直打冷战，两眼发黑，脑子也有点

乱。真是祸不单行。一时性急，竟过早

地对她灌输‘盛极必衰、生久必亡’之

理，◆以至◆忘记了她不懂英文，便信

口说句英语

Ａ Ａ-40

68
四時までにはきっと直って見せる＊
から＊安心しているがいい。

75 四点钟以前这病一定会好，放心好了 Ｃ Ｃ

68

そんな横文字なんか誰が知るもんで
すか、あなたは人が英語を知らない
のを御存じの癖にわざと英語を使っ
て人にからかうのだ＊から＊、宜
しゅうございます、どうせ英語なん
かは出来ないんですから、

76

那种横行文字哪个才懂？你明知我不
懂英文，却偏拿英文来耍笑我。好哇！
反正我不会英文。

Ｃ Ｃ

68
全く妻を愛する至情から出た＊ので
＊、それを妻のように解釈されては
僕も立つ瀬がない。

76
完全出于怜爱妻子的一片真情。可是内

人竟然理解为另一种含意，真叫我啼笑
皆非。

Ｃ Ｃ

69

細君は水薬を茶碗へ注いで僕の前へ
置いてくれた＊から＊、茶碗を取り
上げて飲もうとすると、胃の中から
げーと云う者が吶喊して出てくる

78

内人将汤药斟在碗里，放在我的面前。
我本想端起碗来喝下去，可是胃里咕的

一声，有个东西在呐喊。
Ｃ Ｃ

70

「行きたかったが四時を過ぎちゃ、
這入れないと云う細君の意見なんだ
＊から＊仕方がない、やめにした
さ。

78

“想去，可是已经过了四点钟。内人说

进不去门啦，没办法，◆只好◆作罢。 Ｂ Ｂ-9

71

ひっそりして人の気合もしない＊か
ら＊、泥足のまま椽側へ上って座蒲
団の真中へ寝転ろんで見るといい心
持ちだ。

80

院子里静悄无人。咱家◆就◆用这双泥

脚登上檐廊，在坐垫上一躺，真舒服。 Ｂ Ｂ-1

71
平常は言葉数を使わない＊ので＊何
だか了解しかねる点があるように思
われていた。

79
但是，◆只因◆他素日不多开口，有些

方面还未必了解。 Ａ Ａ-32

71

こう考えると急に三人の談話が面白
くなくなった＊ので＊、三毛子の様
子でも見て来ようかと二絃琴の御師
匠さんの庭口へ廻る。

80

想到这里，顿觉三人的对话毫无情趣，
不如去瞧看一下花子小姐。于是，我来

到二弦琴师傅家的门口。
Ｃ Ｃ

72
……それから猫誉信女の誉の字は崩
した方が恰好がいい＊から＊少し劃
を易えたと申しました」

80
说‘猫誉女居士之灵位’中的‘誉’字，还

是简化些好看，◆所以◆，改了笔划。” Ａ Ａ-36

72
ええ念を押しましたら上等を使った
＊から＊これなら人間の位牌よりも
持つと申しておりました。

80
他们说用的是上等材料，它比死人的灵

牌还耐用， Ｃ Ｃ

73
死ぬと云う事はどんなものか、まだ
経験した事がない＊から＊好きとも
嫌いとも云えないが、

82
死亡究竟是怎么回事，咱家还未曾体

验，爱不爱死◆也◆就无从说起。 Ｂ Ｂ-3

73

「しかし猫でも坊さんの御経を読ん
でもらったり、戒名をこしらえても
らったのだ＊から＊心残りはあるま
い」

82

不过，花子小姐虽说是猫，师傅却拿她

像亲生女儿一样，给她念了经，取了法

名，花子小姐◆也◆该死而瞑目了。”
Ｂ Ｂ-3

73

先日あまり寒い＊ので＊火消壺の中
へもぐり込んでいたら、下女が吾輩
がいるのも知らんで上から蓋をした
事があった。

82

不过，前些天太冷，咱家钻进了灭火

罐，女仆不知咱家在里边，给扣上了罐
盖。

Ｃ Ｃ

74

「少し短か過ぎたようだった＊から
＊、大変御早うございますねと御尋
ねをしたら、月桂寺さんは、ええ利
目のあるところをちょいとやってお
きました、

82

我也觉得太短，◆就◆问月桂寺的和

尚，他却说‘恰到好处。
Ｂ Ｂ-1

74
なに猫だ＊から＊あのくらいで充分
浄土へ行かれますとおっしゃった
よ」

82
怎么，一只猫嘛，念这些，足够送它上
西天了。’” Ｃ Ｃ

74
「罪が深いんです＊から＊、いくら
ありがたい御経だって浮かばれる事
はございませんよ」

82
他呀，罪孽深重！不论多么灵验的经

文，也不可能将他超度喽。” Ｃ Ｃ
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74

主人は吾輩の普通一般の猫でないと
云う事を知っているものだ＊から＊
吾輩はやはりのらくらしてこの家に
起臥している。

83

但◆因◆主人了解咱家不是一只凡猫，

咱家◆才◆依然悠哉悠哉，在这个家庭
里虚度晨昏。

Ａ Ａ-13

74
鼠はまだ取った事がない＊ので＊、
一時は御三から放逐論さえ呈出され
た事もあったが、

83
仍然不曾捕鼠。一时女仆甚至对咱家下
了逐客令， Ｃ Ｃ

75
幸い人間に知己が出来た＊ので＊さ
ほど退屈とも思わぬ。

84 幸而咱家在人类中交上了朋友，倒◆也

◆不觉得怎么烦闷。
Ｂ Ｂ-3

76
「鼻汁を垂らすのは、ちと酷だ＊か
ら＊消そう」

86 ‘流鼻涕’这词儿太尖刻，去掉！” Ｃ Ｃ

76

吾輩はどこまでも人間になりすまし
ているのだ＊から＊、交際をせぬ猫
の動作は、どうしてもちょいと筆に
上りにくい。

85

咱家◆由于◆处处装人，对于已经隔绝

的猫胞动态，无论如何也难能描绘。 Ａ Ａ-15

77
肉が付いている＊ので＊ぴんと針を
立てたごとくに立つ。

86 ◆由于◆沾了鼻涕，那鼻毛像针似地站
得笔直。

Ａ Ａ-15

77
粘着力が強い＊ので＊決して飛ばな
い。

87 但◆由于◆鼻涕太粘，那鼻毛竟动也不

动。“
Ａ Ａ-15

78
「香一（　？）もあまり唐突だ＊か
ら＊已めろ」

87 ‘香一炷’？太突然，见鬼去吧！” Ｃ Ｃ

79

計らずも迷亭先生の接待掛りを命ぜ
られて無愛想な顔もしていられない*
から*、ニャーニャーと愛嬌を振り蒔
いて膝の上へ這い上って見た。

89

　想不到咱家奉命陪伴迷亭先生。总不

该板着面孔的，◆便◆笑容可掬地咪咪

叫，跳上他的膝头。
Ｂ Ｂ-2

80

「どこへ参るにも断わって行った事
の無い男です*から*分りかねます
が、大方御医者へでも行ったんで
しょう」

90

“他这个人，不论去哪儿，从来都不临
走前告知一声，◆所以◆，不得而知

呀！大约找医生去了吧！”
Ａ Ａ-36

82
「あんなに本を買ってやたらに詰め
込むものだ＊から＊人から少しは学
者だとか何とか云われるんですよ。

93
◆就因为◆他那样胡乱地买书，胡乱地

往肚子里硬塞，人们◆才◆称他一声学
者。

Ａ Ａ-51

82

「王様がいくらなら売るといって聞
いたら大変な高い事を云うんですっ
て、あまり高いもんだ*から*少し負
けないかと云うとその女がいきなり
九冊の内の三冊を火にくべて 焚いて
しまったそうです」

92

“皇帝问她要多少钱，她要了很高的价

码。皇帝说太贵，能不能少算点儿？那

女人突然从九本书里抽出三本，扔到火

里烧掉。”
Ｃ Ｃ

82

それを引かせようとすると、残って
る三冊も火にくべるかも知れない*の
で*、王様はとうとう高い御金を出し
て焚け余りの三冊を買ったんですっ
て……

93

如果再讲价，那女人说不定会把剩下的

三本书也扔进火堆里呢。终于，皇帝花

了大价钱，把幸免付炬的三本书买下…
…

Ｃ Ｃ

83

「せんだってなどは学校から帰って
すぐわきへ出るのに着物を着換える
のが面倒だものです＊から＊、あな
た外套も脱がないで、机へ腰を掛け
て御飯を食べるのです。

94

“前些天从学校回来，说是立刻还要出

门，换衣服太麻烦。我的好兄弟！他连

外套也不脱，坐在饭桌旁就吃饭。 Ｃ Ｃ

84
「まるで犬に芸を仕込む気でいる＊
から＊残酷だ。

96 “简直像教小狗练功，大残酷。 Ｃ Ｃ

84
それ以来、坊や辛いのはどこと聞く
ときっと舌を出す＊から＊妙だ」 96

自从给她们吃了萝卜泥，如果问她：‘好

宝宝，哪儿辣？’她准把舌头伸出来。

多新鲜！”

Ｃ Ｃ

84
細君は分らんものだ＊から＊好加減
な挨拶をする。

95 女主人对此外行，◆只好◆不轻不重地

问了一句；
Ｂ Ｂ-9

85
首縊りの力学と云う脱俗超凡な演題
なのだ＊から＊傾聴する価値がある
さ」

96
是个超凡脱俗的题目――《关于吊颈的

力学》，◆因此◆，值得一听啊！” Ａ Ａ-37

85
「君は首を縊り損くなった男だ＊か
ら＊傾聴するが好いが僕なんざあ…
…」

96
“你是上过吊的人，听听◆也◆好。可
我……” Ｂ Ｂ-3

85
なあに君はひま人だ＊から＊ちょう
どいいやね

96 怎么？你是个闲人，这样不是正合适

吗？
Ｃ Ｃ

85
「稽古です＊から＊、御遠慮なく御
批評を願います」

97 “这是演习，希望毫不客气地多多批

评！”
Ｃ Ｃ

85
「歌舞伎座で悪寒がするくらいの人
間だ＊から＊聞かれないと云う結論
は出そうもないぜ」

96
“总不至于作出这样的结论吧――‘连

看戏都打冷颤的人不许听！’ Ｃ Ｃ

85
今日は晩に演舌をするという＊ので
＊例になく立派なフロックを着て

97 ◆因为◆晚上要去讲演，他破例穿起漂
亮的服装，

Ａ Ａ-1

86
「これから本論に這入るところです
＊から＊、少々御辛防を願います。

98 “立刻转入正题，请再耐心些…… Ｃ Ｃ

87

希臘語で本文を朗読しても宜しゅう
ございますが、ちと衒うような気味
にもなります＊から＊やめに致しま
す。

99

我本想用希腊语朗诵原文，但是难免有

卖弄学识之嫌，◆因此◆作罢。 Ａ Ａ-37

87
「提灯玉と云う玉は見た事がない＊
から＊何とも申されませんが、

99 “彩色灯泡？不曾见过，◆因此◆，无
可奉告。

Ａ Ａ-37

88

「それから英国へ移って論じます
と、ベオウルフの中に絞首架即ちガ
ルガと申す字が見えます＊から＊絞
罪の刑はこの時代から行われたもの
に違ないと思われます。

101

“接下来话题转到英国方面进行论述。

在《裴欧沃夫》①这部史诗里见有‘绞首

台’一词，◆可见◆从这个时代起就动

用了绞刑。

Ａ Ａ-41

88
「何そんな遠慮はいらん＊から＊、
ずんずん略すさ……」

100 “唉，何须多虑，刷刷往下删就是嘛。” Ｃ Ｃ

88
但しこの大抵と云う度合は両人が勝
手に作ったのだ＊から＊他人の場合
には応用が出来ないかも知れない。

100
但是，“大致”这个字眼儿，◆因◆是二

人信口编造，说不定换个人就用不上。 Ａ Ａ-10

89
・・・これはたしかに医者が計って
見たのだ＊から＊間違はありませ
ん」

101
这确实是医生亲自量过的，没错！”

Ｃ Ｃ

89
遠方で起った出来事の事だ＊から＊
吾輩には知れよう訳がない。

102 ◆因◆是远方发生的故事，咱家不得而
知。

Ａ Ａ-10

89
またやり直すと今度は縄が長過ぎて
足が地面へ着いた＊ので＊やはり死
ねなかったのです。

101
又吊第二次。但是这一次◆因◆绞绳太

长，双脚着地，◆又◆没有致死， Ａ Ａ-11

89

迷亭が無暗に風来坊のような珍語を
挟むのと、主人が時々遠慮なく欠伸
をする＊ので＊、ついに中途でやめ
て帰ってしまった。

102

但◆因◆迷亭胡乱插言，说些不着边际

的奇谈怪论，而且主人又不时毫无顾忌

地打呵欠，寒月◆遂◆中止演讲，回家
去了

Ａ Ａ-14

90 「知らん、近頃は合わん＊から＊」 102 “不知道，◆因为◆ 近没见面。” Ａ Ａ-1

90
日本人は清廉の君子ばかりだ＊から
＊到底駄目だと云ったんだとさ。

103 日本全是清廉的君子，毕竟不会卖的。 Ｃ Ｃ

91
相手が西洋人だ＊から＊調和を計る
ためにさいならにしたんだって、

104 ◆只因◆谈话对象是西洋人，为与西方

发音调和一下，才念成了贼见。’
Ａ Ａ-32

91
早口で無暗に問い掛けるものだ＊か
ら＊少しも要領を得ないのさ

104 那德国人说话像放机关枪似的，突突突

乱问一气，简直不知所云。
Ｃ Ｃ
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91
西洋の鳶口や掛矢は先生何と翻訳し
て善いのか習った事が無いんだ＊か
ら＊弱わらあね」

104
东风先生没学过这两个名词，不知应该

怎样翻译， Ｃ Ｃ

92

かく著しい鼻だ＊から＊、この女が
物を言うときは口が物を言うと云わ
んより、鼻が口をきいているとしか
思われない。

105

◆只因◆拥有如此显赫的鼻子，这女人

说话时，不能不令人以为她不是口里在

发音，而是鼻孔在宣讲。
Ａ Ａ-32

94

「実は方々からくれくれと申し込は
ございますが、こちらの身分もある
ものでございます＊から＊、滅多な
所へも片付けられません＊ので＊…
…」

107

“说真的，四面八方，纷纷求婚。不过，
◆由于◆我家是有身份的人，不三不四

的不能许给，所以……” Ａ Ａ-15

94
「ほかにもだんだん口が有るんです
＊から＊、無理に貰っていただかな
いだって困りゃしません」

108
“ 除了寒月，说亲的人多得很哩。即使

寒月先生不肯俯就，也不发愁的。” Ｃ Ｃ

96
もう隠したってしようがない＊から
＊白状しようじゃないか」

110 这事瞒也瞒不住，还是如实说了的好。 Ｃ Ｃ

97

「ええ。引き受けて貰うたって、た
だじゃ出来ませんやね、それやこれ
やでいろいろ物を使っているんです
＊から＊」

112

“是的。虽说答应了，也不能叫她白干。

左一样右一样，送给她好多礼物哪！” Ｃ Ｃ

98
「博士になるかならんかは僕等も保
証する事が出来ん＊から＊、ほかの
事を聞いていただく事にしよう」

113
“寒月能否当上博士，我们也无法保

证。◆所以◆，请问下一个问题吧！” Ａ Ａ-36

98
不幸にしてその意味が鼻子には分ら
んものだ＊から＊「へえー」とは
云ったが怪訝な顔をしている。

112
不幸的是，鼻子夫人对于这话一窍不

通，虽然“啊”的一声，却仍然大惑不
解

Ｃ Ｃ

98
悲しい事に力学と云う意味がわから
ん＊ので＊落ちつきかねている。

113 可悲的是，她不懂什么是力学，◆因此
◆放心不下。

Ａ Ａ-37

99

「さあ僕も素人だ＊から＊よく分ら
んが、何しろ、寒月君がやるくらい
なんだ＊から＊、研究する価値があ
ると見えますな」

13

“这，我也是个外行，不大清楚。不过，

◆既然◆寒月研究它，◆可见◆有值得

研究的价值嘛。”
Ａ Ａ-27

99

「あらいやだ、狸だよ。何だって撰
りに撰って狸なんぞかくんでしょう
ね――それでも狸と見える＊から＊
不思議だよ」

115

“哟，烦人，画的是山狸子呀！画什么

不好，干么偏画山狸子？”忽而又赞许

地说：“可他居然画得叫人能够认得出
是山狸子 了不起！”

Ｃ Ｃ

99

「さあ僕も素人だ＊から＊よく分ら
んが、何しろ、寒月君がやるくらい
なんだから、研究する価値があると
見えますな」

113

“这，我也是个外行，不大清楚。不过，

既然寒月研究它，可见有值得研究的价

值嘛。”
Ｃ Ｃ

99
「何も永く前歯欠成を名乗る訳でも
ないでしょう＊から＊御安心なさい
よ」

114
“反正他不会总这么自报‘缺个门牙’

的。请放心。” Ｃ Ｃ

99

「歯を填める小遣がない＊ので＊欠
けなりにしておくんですか、または
物好きで欠けなりにしておくんで
しょうか」

114

“他是◆因为◆没有钱补牙◆才◆留下

那个窟窿呢？还是由于喜欢这样？” Ａ Ａ-2

100

「いえ、もうこれだけ拝見すれば、
ほかのは沢山で、そんなに野暮でな
いんだと云う事は分りました＊から
＊」

116

免了吧！拜读这几张足够了。已经了解

清楚，此人并不那么胡闹。” Ｃ Ｃ

100

空に美しい天女が現われ、この世で
は聞かれぬほどの微妙な音楽を奏し
出した＊ので＊、天文学者は身に沁
む寒さも忘れて聞き惚れてしまいま
した。

115

这时，天空闪现一位美丽仙女，奏起举

世罕闻的优美音乐。天文学家竟忘记了

寒风刺骨，听得入迷 Ｃ Ｃ

101

元来御前がこんな皺苦茶な黒木綿の
羽織や、つぎだらけの着物を着せて
おく＊から＊、あんな女に馬鹿にさ
れるんだ。

118

原来就怪你让我穿这身绉绉巴巴的黑

布长袍和补丁摞补丁的破衣烂裳，◆才

◆被那种女人耍笑了一通呢。
Ｂ Ｂ-6

101
さあ遠慮はいらん＊から＊、存分御
笑いなさい」

116
好吧，不必客气，尽情地笑吧！”

Ｃ Ｃ

101

「しかし顔の讒訴などをなさるの
は、あまり下等ですわ、誰だって好
んであんな鼻を持ってる訳でもあり
ません＊から＊――

117

“不过，私下贬斥别人的相貌，那可太

下流。任何人也不高兴有那么一只鼻子
的。

Ｃ Ｃ

101
あしたから迷亭の着ているような奴
を着る＊から＊出しておけ」

118 从明天起要穿迷亭穿的那样衣服，给我
拿出来！”

Ｃ Ｃ

102

「静岡に生きてますがね、それがた
だ生きてるんじゃ無いです。頭に
ちょん髷を頂いて生きてるんだ＊か
ら＊恐縮しまさあ。

118

“住在静冈。他的生活可不寻常。头顶

挽了个发髻，◆令◆人肃然起敬。 Ｂ Ｂ-7

103
「仕方がない＊から＊見計らって
送ってやった」

120 “没办法，◆就◆估量着做一身寄去
了。”

Ｂ Ｂ-1

103
ちょっと驚ろいた＊から＊、郵便で
問い返したところが老人自身が着る
と云う返事が来ました。

119
我有点吃惊，写信问他，他回信说，是
他老人家自己穿。 Ｃ Ｃ

103
二十三日に静岡で祝捷会がある＊か
ら＊それまでに間に合うように、至
急調達しろと云う命令なんです。

119
他下令说：速速寄来，要赶得上二十三

日在静冈举行的祝捷大会。 Ｃ Ｃ

103
寒い＊から＊、もっと寝ていらっ
しゃい

119 告诉他天太冷。再多睡一会儿吧， Ｃ Ｃ

104
「どうするったって仕方がない＊か
ら＊僕が頂戴して被っていらあ」

120 “怎么样？没办法，◆只好◆归我把它
戴上！”

Ｂ Ｂ-9

104
しばらくして国から小包が届いた＊
から＊、何か礼でもくれた事と思っ
て開けて見たら例の山高帽子さ、

120
但是不久，收到一个小包，还以为是送

给我的礼品哪。打开一看，原来是大礼
帽

Ｃ Ｃ

104

「なあに漢学者でさあ、若い時聖堂
で朱子学か、何かにこり固まったも
のだ＊から＊、電気灯の下で恭しく
ちょん髷を頂いているんです。仕方
がありません」

121

“哪里！他是汉学家。自幼在孔庙里潜

心于朱子学什么学的，即使在灯光下，

也还毕恭毕敬地头顶一个发髻呢。真没

办法。”

Ｃ Ｃ

105
あんな偶然童子だ＊から＊、寒月に
援けを与える便宜は尠かろう。

122 但他◆既然◆是那么一位‘偶然童子’，
支援寒月的可能性◆也◆很小吧！

Ａ Ａ-23

105
ああ云う偉大な鼻を顔の中に安置し
ている女の事だ＊から＊、滅多な者
では寄り付ける訳の者ではない。

122
对手是个脸心安了一棵伟大鼻子的女

人家，不是随便什么人都能接近的。 Ｃ Ｃ

105

主人の家で実業家が話頭に上った事
は一返もない＊ので＊、主人の飯を
食う吾輩までがこの方面には単に無
関係なるのみならず、はなはだ冷淡
であった。

121

主人家从未谈起过实业家。◆就◆连咱

家这个在主人家混饭吃的猫，也不仅与

实业家不沾一点边儿，甚至十分冷淡。 Ｂ Ｂ-1

108

「しかしこっちの姿を見せちゃあ面
白くねえ＊から＊、声だけ聞かし
て、勉強の邪魔をした上に、出来る
だけじらしてやれって、さっき奥様
が言い付けておいでなすったぜ」

125

“但是，如果我们被他发现，那就扫兴

了。刚才金田太太不是吩咐过吗？只给

他听见叫骂声，干扰他读书，尽可能叫
他干着急上火。”

Ｃ Ｃ
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108

自分の面あ今戸焼の狸見たような癖
に――あれで一人前だと思っている
んだ＊から＊やれ切れないじゃない
か」

125

他自己那副尊容活像个丑八怪！可还

硬觉得自己蛮有人样儿呢。真要命！” Ｃ Ｃ

109
どうもあんな教員がある＊から＊、
ほかのものの、迷惑になって困りま
すと云ったが、

127
有了这么个教员，搞得众人不安。’

Ｃ Ｃ

109
「津木ピン助や福地キシャゴがいる
＊から＊、頼んでからかわしてやろ
う」

127
“有津木乒助，福地细螺。可以托他们

去挖苦那个穷教员一通！” Ｃ Ｃ

109
尻尾を環る事七度び半にして草臥れ
た＊から＊やめにした。

126 追逐尾巴七圈零半，力竭身虚，这◆才

◆作罢。
Ｂ Ｂ-6

110
明日ね、行くんだ＊から＊ね、鶉の
三を取っておいておくれ、

128 明天，我去看戏。给我预订三排座… Ｃ Ｃ

111
今までのがあまり汚れました＊から
＊かけ易えました」

129 ◆因为◆旧衬领全都穿脏，我这◆才◆

找出来换上。”
Ａ Ａ-2

111
「ちょっと用がある＊から＊嬢を呼
んで来いとおっしゃいました」

129 “老爷和太太说有点事，叫我来请小姐
去。”

Ｃ Ｃ

111

「へえ、せんだって御嬢様からいた
だきました＊ので＊、結構過ぎて勿
体ないと思って行李の中へしまって
おきましたが、

129

“是的。前些天小姐赏给了我，可是，我

觉得太漂亮，不好意思戴，就放在箱子
里。

Ｃ Ｃ

112
妾しには地味過ぎていやだ＊から＊
御前に上げようとおっしゃった、あ
れでございます」

130
您说‘嫌它太素气，送给你吧！’

Ｃ Ｃ

112

奇麗な家から急に汚ない所へ移った
＊ので＊、何だか日当りの善い山の
上から薄黒い洞窟の中へ入り込んだ
ような心持ちがする。

130

◆因为◆是从漂亮的公馆突然回到肮

脏的寒舍，那心情，宛如从阳光明媚的

秀丽山峰突然掉进漆黑的洞窟。
Ａ Ａ-1

114

「吾輩は年来美学上の見地からこの
鼻について研究した事がございます
＊から＊、その一斑を披瀝して、御
両君の清聴を煩わしたいと思いま
す」

133

“敝人年来从美学见地对鼻子进行过研

究。现各抒己见，有劳二位侧耳静听。”
Ｃ Ｃ

115
誤解を生ずるに至るかも計られませ
ん＊から＊、予め御注意をしておき
ます。

134
说不定会产生误解的。◆因此◆，首先

提请注意…… Ａ Ａ-37

115
「いや御不審はごもっともですが論
より証拠この通り骨がある＊から＊
仕方がありません。

134
“噢，您有疑问，这也难怪。不过事实胜

于雄辩，确有这样的骨头，有什么办
法！

Ｃ Ｃ

115
「演者自身の局部は回護の恐れがあ
ります＊から＊、わざと論じませ
ん。

135
“关于演说人鼻子的局部构造，为了回

避自我辩护之嫌，有意识地避而不谈。 Ｃ Ｃ

116
「先生弁じましたは少し講釈師のよ
うで下品です＊から＊、よしていた
だきましょう」

135
“先生！‘道罢’有点像说书人的用语，

太俗气，请您免了吧！” Ｃ Ｃ

117
君は理学士だ＊から＊分るだろうと
思ったのに。

137
而你，是个理学土嘛。

Ｃ Ｃ

117

この式が演説の首脳なんだ＊から＊
これを略しては今までやった甲斐が
ないのだが――まあ仕方がない。公
式は略して結論だけ話そう」

137

这条公式是我这场演说中的灵魂，如果

删掉，讲过的就全都毫无意义了……

啊，没办法，略去公式，只谈结论吧！”
Ｃ Ｃ

117

これからは少々力学上の問題に立ち
入ります＊ので＊、勢御婦人方には
御分りにくいかも知れません、どう
か御辛防を願います」

136

但◆因◆下文涉及力学问题，自然，女

士小姐们说不定会听不懂的。那就请多
多包涵了。”

Ａ Ａ-10

118

寒月君などは、まだ年が御若い＊か
ら＊金田令嬢の鼻の構造において特
別の異状を認められんかも知れませ
んが、

137

寒月君还年轻，也许不认为金田小姐的

鼻子构造有什么异常之处； Ｃ Ｃ

118

かかる遺伝は潜伏期の長いものであ
ります＊から＊、いつ何時気候の劇
変と共に、急に発達して御母堂のそ
れのごとく、咄嗟 の間に膨脹するか
も知れません、

138

但是，这种性质的遗传潜伏期很长，一

旦气候突变，就会迅猛发展，说不定刹

那间膨胀起来，鼻子像她的高堂老母一
般大呢。

Ｃ Ｃ

121

――その金田君が鮪の刺身を食って
自分で自分の禿頭をぴちゃぴちゃ叩
く事や、それから顔が低いばかりで
なく背が低い＊ので＊、無暗に高い
帽子と高い下駄を穿く事や、それを
車夫がおかしがって書生に話す事
や、書生がなるほど君の観察は機敏
だと感心する事や、――一々数え切
れない。

142

就是这位金田老板，他吃金枪鱼的生鱼

片时，总是啪啪的拍打自己的秃头。他

不仅脸是扁的，而且个子也矮。不管什

么场合，总戴一顶高帽，穿一双高齿木

屐。车夫觉得滑稽，将此情此景说给了

寄食门下的学生，学生赞赏地说：“不

错，你的观察力很敏锐……”诸如此

类，不胜枚举。

Ｃ Ｃ

122
悪い事をした覚はない＊から＊何も
隠れる事も、恐れる事もないのだ
が、

143
咱家没干过坏事，用不着要躲躲闪闪或
是怕人， Ｃ Ｃ

122
金田君は幸い横顔を向けて客と相対
している＊から＊例の平坦な部分は
半分かくれて見えぬが、

143
金田先生正转过脸去面对着客人。那张

扁脸被遮住一半，看也看不见； Ｃ Ｃ

122
金田君は堂々たる実業家である＊か
ら＊固より熊坂長範のように五尺三
寸を振り廻す気遣はあるまいが、

143
金田老板乃一堂堂实业家，不必担心他

会像熊坂长范那样，抡起五尺三寸的大
刀。

Ｃ Ｃ

122

ただ胡麻塩色の口髯が好い加減な所
から乱雑に茂生している＊ので＊、
あの上に孔が二つあるはずだと結論
だけは苦もなく出来る。

144

不过，◆只因◆花白胡须在咱家看得见

的方位蓬乱丛生，不费劲儿，就可以得

出结论：胡须的上端应该有两个窟窿才

对

Ａ Ａ-32

122

しかしその油断の出来ぬところが吾
輩にはちょっと面白い＊ので＊、吾
輩がかくまでに金田家の門を出入す
るのも、ただこの危険が冒して見た
いばかりかも知れぬ。

143

然而，正是“不可掉以轻心”这一点，咱

家很感兴趣。◆所以◆如此频繁地出入

于金田家，说不定纯粹是为了想冒这份

风险哩！

Ａ Ａ-36

124

「いや、まことに言語同断で、ああ
云うのは必竟世間見ずの我儘から起
るのだ＊から＊、ちっと懲らしめの
ためにいじめてやるが好かろうと
思って、少し当ってやったよ」

145

“唉，简直是荒谬绝伦！◆所以◆如

此，全怪他没见过世面，太任性。为了

稍微教训一下，觉得应该给他点苦头

吃，所以，轻轻治了他一下……”

Ａ Ａ-36

124
――まるで彼等の財産でも捲き上げ
たような気分です＊から＊驚きます
よ、

145
仿佛别人的财产是从他们手里夺了去

似的，多新鲜哪。 Ｃ Ｃ

124
「なるほどそれでは大分答えました
ろう、全く本人のためにもなる事で
す＊から＊」

145
“言之有理。他们大概知道厉害了吧？

这也完全是为了他们好嘛！” Ｃ Ｃ

125

――それでも義理は義理でさあ、人
のうちへ物を聞きに行って知らん顔
の半兵衛もあんまりです＊から＊、
後で車夫にビールを一ダース持たせ
てやったんです。

147

可是，人情毕竟还是人情。既然到别人

家去了解情况，如果对这份人情假装不

懂，那是说不过去的。◆所以◆，其后

我打发车夫送去一箱啤酒。

Ａ Ａ-36
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125
あれも昔し自炊の仲間でしたがあん
まり人を馬鹿にするものです＊から
＊能く喧嘩をしましたよ」

146
他也是从前和我一同起伙的伙伴。他总

爱捉弄人，我常和他干架。” Ｃ Ｃ

125
「ごもっともで、全く道楽からくる
嘘だ＊から＊困ります」

146 “说得太对了。撒谎成了他的嗜好，难

缠哪！”
Ｃ Ｃ

125
しかしあの男のは吐かなくってすむ
のに矢鱈たらに吐くんだ＊から＊始
末に了えないじゃありませんか。

146
可那家伙，本来只要不吭声就会平安无

事，可他偏要胡诌八扯，岂不太难缠了

吗？

Ｃ Ｃ

125

もっとも吾輩は椽の下にいる＊から
＊実際叩いたか叩かないか見えよう
はずがないが、この禿頭の音は近来
大分聞馴れている。

147

当然，咱家◆因为◆在檐廊的地板下，

他到底真的拍了秃头没有，按理说是看

不见的。但是近来，他那拍打秃头的声

音已经听得耳熟

Ａ Ａ-1

126

「あの苦沙弥と云う変物が、どう云
う訳か水島に入れ智慧をする＊ので
＊、あの金田の娘を貰っては行かん
などとほのめかすそうだ――なあ鼻
子そうだな」

148

“苦沙弥这个怪物，不知为什么给水岛

出谋划策，挑唆他不要娶金田小姐……
是吧？鼻子！” Ｃ Ｃ

126

いやだんだん事件が面白く発展して
くるな、今日はあまり天気が宜い＊
ので＊、来る気もなしに来たのであ
るが、こう云う好材料を得ようとは
全く思い掛けなんだ。

148

噢，事情越来越要热闹喽！咱家◆只因
◆今天天气很好，本不想来，却又来

了。万万想不到会有这么好的材料到
手，

Ａ Ａ-32

127

「それでの、君は学生時代から苦沙
弥と同宿をしていて、今はとにか
く、昔は親密な間柄であったそうだ*
から*御依頼するのだが

148

你◆既然◆学生时期曾和苦沙弥住在

一起，不管现在怎样，从前总还相处得

亲密无间，◆所以◆才拜托你。
Ａ Ａ-26

127

なにそりゃ何も水島に限る訳では無
論ないのだ＊から＊苦沙弥が何と
云って邪魔をしようと、わしの方は
別に差支えもせんが……」

149

唉，倒不是我女儿非水岛不嫁，◆所以

◆，不管苦沙弥说些什么，捣些什么

鬼，对于我方来说，全不在乎……”
Ａ Ａ-36

127
「それから娘はいろいろと申し込も
ある事だ＊から＊、必ず水島にやる
と極める訳にも行かんが、

149
“其次，我家小姐求婚的人多得很，不

一定非嫁给水岛先生不可。 Ｃ Ｃ

127

だんだん聞いて見ると学問も人物も
悪くもないようだ＊から＊、もし当
人が勉強して近い内に博士にでも
なったらあるいはもらう事が出来る
かも知れんくらいはそれとなくほの
めかしても構わん」

149

不过，逐渐了解，此人似乎学识和品格

还都不错；如果他用用功，不久能考上

博士，或许有成亲的希望也未可知。这

番心意，可以自然些透露给他才好。”
Ｃ Ｃ

127
あの変物の苦沙弥を先生先生と云っ
て苦沙弥の云う事は大抵聞く様子だ
＊から＊困る。

149
但是，他却口口声声称苦沙弥为老师。

苦沙弥说的话，他好像差不多都听，这

很麻烦

Ｃ Ｃ

127
何か怒っているかも知れんが、怒る
のは向が悪るい*から*で、

149 行吗？也许他会发火，但，那是他的过

错。
Ｃ Ｃ

127

「ええ全くおっしゃる通り愚な抵抗
をするのは本人の損になるばかりで
何の益もない事です＊から＊、善く
申し聞けましょう」

149

“是的，您说得千真万确，顽固反抗，吃

亏的只有他自己，没有任何好处。我好

好劝说劝说他吧！”
Ｃ Ｃ

128

「ああ、どうか、御面倒でも、一つ
願いたい。それから実は水島の事も
苦沙弥が一番詳しいのだがせんだっ
て妻が行った時は今の始末で碌々聞
く事も出来なかった訳だ＊から＊、
君から今一応本人の性行学才等をよ
く聞いて貰いたいて」

150

“啊，那就给你添麻烦，求你费心啦。还

有，实际上水岛的情况苦沙弥 了解。

上次内人前去，◆由于◆出现了刚才说

过的那些乱事，没能很好地打听。◆所

以◆，希望你这一次去，能把他的德才

各方面情况都仔细了解一下。”

Ａ Ａ-18

128
「かしこまりました。今日は土曜で
す＊から＊これから廻ったら、もう
帰っておりましょう。

150
“知道啦！今天是星期六，我如果回头

就去，他大概已经回到家里。 Ｃ Ｃ

129
「ええあんな汚ないうちは町内に一
軒しかない＊から＊、すぐ分ります
よ。

151
“对，这条街上没有第二家那么脏，很
容易找得到的。 Ｃ Ｃ

129

――何しろ十二三年以前の事だ＊か
ら＊白の時代はとくに通り越してた
だ今は濃灰色なる変色の時期に遭遇
しつつある。

151

怎奈，那已经是十二三年前的事。白色

的年代早已逝去，如今，恰值深灰色变

色时期。
Ｃ Ｃ

129

今でもすでに万遍なく擦り切れて、
竪横の筋は明かに読まれるくらいだ
＊から＊、毛布と称するのはもはや
僭上の沙汰であって、毛の字は省い
て単にットとでも申すのが適当であ
る。

151

即使现在，那毛毯已经百孔千疮；横纹

竖线，历历可数，称之为毛毯，已经名

不副实。莫如去掉个“毛”字，干脆叫
“毯子”，倒也恰如其分。

Ｃ Ｃ

130

しかしながら煙は固より一所停まる
ものではない、その性質として上へ
上へと立ち登るのだ＊から＊主人の
眼もこの煙りの髪毛と縺れ合う奇観
を落ちなく見ようとすれば、是非共
眼を動かさなければならない。

153

然而，烟云本就在一处停留，按其性

质，必然不断地向高处袅袅升腾。假如

主人想饱览青烟与乌丝缠绵不已的壮

观，就必须转动眼珠。
Ｃ Ｃ

132
「鼻の中の白髪は見えん＊から＊害
はないが、

155 鼻孔里的白发看不见，◆所以◆无害； Ａ Ａ-36

132
「自分の頭だ＊から＊、どうだって
宜いんだわ」

154 “◆正因为◆是我自己的脑袋，◆才◆
随它的便呢。”

Ａ Ａ-49

132
「女は髷に結うと、ここが釣れます
＊から＊誰でも禿げるんですわ」

155 “女人一挽发髻，那个地方就被吊了起

来，搁谁也要秃的。”
Ｃ Ｃ

133
「それは承知さ、承知には相違ない
がまだ延びるかと思った＊から＊
貰ったのさ」

156
“同意倒是同意了的不过，满以为还会

长高些，◆因此◆才娶的呀！” Ａ Ａ-37

135
「ついまだ忙がしいものだ＊から＊
報知もしなかったが、

158
“一直忙乱，也没有打个招呼。

Ｃ Ｃ

135
吾輩は鈴木君の不平な顔を拝見する
のが面白い＊から＊滑稽の念を抑え
てなるべく何喰わぬ顔をしている。

158
而我，却很有兴趣欣赏铃木先生那张气

愤的脸，◆便◆抑制着滑稽感，尽量装
作若无其事。

Ｂ Ｂ-2

135

しかし忍ばねばならぬだけそれだけ
猫に対する憎悪の念は増す訳である
＊から＊、鈴木君は時々吾輩の顔を
見ては苦い顔をする。

158

然而，正因为受了点委屈，他对猫的憎

恶也正比例地增加。铃木一再哭丧着脸
瞧着我；

Ｃ Ｃ

136

なにその後時々東京へは出て来る事
もあるんだが、つい用事が多いもん
だ＊から＊、いつでも失敬するよう
な訳さ。

159

唉，其后常常到东京来，但是，一直公

务繁忙，始终没来拜访， Ｃ Ｃ

139

あの迷亭君がおったもんだ＊から
＊、そう立ち入った事を聞く訳にも
行かなかったので残念だったから、
もう一遍僕に行ってよく聞いて来て
くれないかって頼まれたものだから
ね。

163

上次◆只因◆迷亭在场，不便过细地打

听，觉得遗憾，托我再来一次详细问

问。 Ａ Ａ-32

139
「あんな鼻をつけて来る＊から＊悪
るいや」

163 “就怪她带来那么大个鼻子。” Ｃ Ｃ
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139

あの迷亭君がおったもんだから、そ
う立ち入った事を聞く訳にも行かな
かったので残念だった＊から＊、も
う一遍僕に行ってよく聞いて来てく
れないかって頼まれたものだから
ね。

163

上次只因迷亭在场，不便过细地打听，

觉得遗憾，托我再来一次详细问问。

Ｃ Ｃ

139

あの迷亭君がおったもんだから、そ
う立ち入った事を聞く訳にも行かな
かった＊ので＊残念だったから、も
う一遍僕に行ってよく聞いて来てく
れないかって頼まれたものだから
ね。

163

上次只因迷亭在场，不便过细地打听，

觉得遗憾，托我再来一次详细问问。

Ｃ Ｃ

140

実業家は嫌いだ＊から＊、実業家の
片割れなる金田某も嫌に相違ないが
これも娘その人とは没交渉の沙汰と
云わねばならぬ。

163

他◆由于◆讨厌实业家，◆因而◆无疑

也要讨厌实业家一份子的金田， Ａ Ａ-19

140
先日鼻と喧嘩をしたのは鼻が気に食
わぬ＊から＊で鼻の娘には何の罪も
ない話しである。

163
前些天他◆之所以◆和鼻子吵架，◆是

因为◆对那只鼻子看不惯，对于鼻子夫

人的令媛却没有得罪什么。

Ａ Ａ-44

141
「その愚な奴が随分世の中にゃある
＊から＊仕方がない。

164 “世上那种糊涂虫多得很，有什么办
法。

Ｃ Ｃ

141

戸惑いをした糸瓜のようだなんて、
時々寒月さんの悪口を云います＊か
ら＊、よっぽど心の中では思ってる
に相違ありませんと」

165

小姐时常骂寒月先生是个稀里糊涂的

窝囊废，这正说明小姐心里一定是非常
思念着寒月呀！’”

Ｃ Ｃ

141

それを僕がわざわざ出張するくらい
両親が気を揉んでるのは本人が寒月
君に意がある＊から＊の事じゃあな
いか」

165

尽管如此，二位老人仍是费尽心机，为

了这事，特地派我来走一趟，这不说明

小姐对寒月有意吗？”
Ｃ Ｃ

141

主人はこの不可思議な解釈を聞い
て、あまり思い掛けないものだ＊か
ら＊、眼を丸くして、返答もせず、
鈴木君の顔を、大道易者のように眤
と見つめている。

165

主人听了这番离奇的解释，感到十分意

外，◆便◆瞪起眼睛，并不搭话，像卦

摊上的算命先生似的，盯住铃木的脸。 Ｂ Ｂ-2

142

こんなところにまごまごしていると
また吶喊を喰う危険がある＊から
＊、早く話しの歩を進めて、一刻も
早く使命を完うする方が万全の策と
心付いた。

165

但他明白在这关键时刻如果徘徊不前，

仍有遭到奇袭的危险，莫如加速步伐，
尽快地完成使命，才是万全之策。 Ｃ Ｃ

142
今度は主人にも納得が出来たらしい
＊ので＊ようやく安心したが、

165 这下子主人似乎恍然大悟，铃木总算稳
下心来，

Ｃ Ｃ

144

「相変らず口が悪るい。しかし冗談
は冗談として、ああ云う株は持って
て損はないよ、年々高くなるばかり
だ＊から＊」

168

“还是那么刻薄。不过笑谈归笑谈。手

里有那种股票是不会吃亏的，股票年年

涨价的呀。”
Ｃ Ｃ

144
そこへ行くと苦沙弥などは憐れなも
のだ。株と云えば大根の兄弟分くら
いに考えているんだ＊から＊」

168
不过，谈起这些，苦沙弥之流就可怜

了。你说‘股’，他说不定以为是骨头的
‘骨’――‘肉’的老大哥哪。”

Ｃ Ｃ

145
実を云うと苦沙弥の方が汁粉の数を
余計食ってる＊から＊曾呂崎より先
へ死んで宜い訳なんだ」

169
说实在的，苦沙弥过多地吃了小豆汤，

按理说，要比曾吕崎早死才是啊！” Ｃ Ｃ

145
御負けに御菜に必ず豆腐をなまで食
わせるんだ＊から＊、冷たくて食わ
れやせん」

169
况且不炒菜，光是给你吃生拌豆腐，冰

凉，怎么吃得下？” Ｃ Ｃ

145
「アハハハそうそう坊主が仏様の頭
を叩いては安眠の妨害になる＊から
＊よしてくれって言ったっけ。

169
“啊，哈哈……对呀，对呀！和尚说：

‘你敲死人的头，会妨害他们安眠的。
住手吧！’

Ｃ Ｃ

146

――吾輩は美学を専攻するつもりだ
＊から＊天地間の面白い出来事はな
るべく写生しておいて将来の参考に
供さなければならん、

170

‘我是搞美学专业，◆所以◆，必须把

天地间一切有趣的事物尽可能地全都
描述下来，以供将来参考，

Ａ Ａ-36

146
僕もあんまりな不人情な男だと思っ
た＊から＊泥だらけの手で君の写生
帖を引き裂いてしまった」

170
‘我心想：此人太不通情理，◆便◆用泥

乎乎的脏手把你的写生册扯碎了。” Ｃ Ｃ

146
「それを君がすました顔で写生する
んだ＊から＊苛い。

170 “你还装模作样地给我画什么素描，真

不像话！
Ｃ Ｃ

147

きっと書物なんか書く気遣はないと
思った＊から＊賭をしたようなもの
の内心は少々恐ろしかった。僕に西
洋料理なんか奢る金はないんだ＊か
ら＊な。

171

我虽然料到他一定写不出什么著作◆

才◆打赌，但是内心里还是十五个吊桶

七上八下，因为我怀里并不拥有一顿西

餐的钱。

Ｂ Ｂ-6

147

あの寺の境内に百日紅が咲いていた
時分、この百日紅が散るまでに美学
原論と云う著述をすると云う＊から
＊、駄目だ、到底出来る気遣はない
と云ったのさ。

171

当寺院里紫薇花开放时，迷亭说：他要

在紫薇花飘零以前，写出一部有关美学

理论的著作。我说办不到，你不会写成
的。

Ｃ Ｃ

147

そんなに疑うなら賭をしようと云う
＊から＊僕は真面目に受けて何でも
神田の西洋料理を奢りっこかなにか
に極めた。

171

迷亭说：别看我这个样，但人不可貌

相，我可是个硬汉子，若不相信，打个

赌！我信以为真便打赌谁输谁请客，到
神田区去吃西餐

Ｃ Ｃ

147

いよいよ百日紅が散って一輪の花も
なくなっても当人平気でいる＊から
＊、いよいよ西洋料理に有りついた
なと思って契約履行を逼ると迷亭す
まして取り合わない」

171

紫薇花逐渐飘零，终于连一朵残红都不

见。可他仍未动笔。我心想：这顿西餐

算是吃定了，便催他践约。不料他竟装

疯卖傻地不理那个楂！”

Ｃ Ｃ

148

美学原論を著わそうとする意志は充
分あったのだがその意志を君に発表
した翌日から忘れてしまった。それ
だ＊から＊百日紅の散るまでに著書
が出来なかったのは記憶の罪で意志
の罪ではない。

172

我想写美学原理的意志很坚定，可这意

志对你发表后的第二天就已经忘得一

干二净。◆因此◆，没能在紫薇花飘零

以前完成我的著作，这是记忆力的罪

孽，而不是意志的过错。

Ａ Ａ-37

148
寒月はあんな妙に見識張った男だ＊
から＊博士論文なんて無趣味な労力
はやるまいと思ったら、

172
寒月这个人◆既然◆那么大肆夸耀自

己满腹经纶，怎么会花费冤枉力气，写

什么博士论文呢？

Ａ Ａ-21

148
「君はくるたびに珍報を齎らす男だ
＊から＊油断が出来ん」

172 “你这个家伙，每次来都说有奇闻。别
上当！”

Ｃ Ｃ

148
あれでやっぱり色気がある＊から＊
おかしいじゃないか。

172 看起来，他依然春心未泯。多么滑稽！ Ｃ Ｃ

149
とにかく寒月の事だ＊から＊鼻の恐
縮するようなものに違いない」

173 总之，这是寒月的事，一定会◆使◆
‘鼻子’大吃一惊的。”

Ｂ Ｂ-5

149
迷亭は少しも気が付かない＊から＊
平気なものである。

173 而迷亭却毫未察觉，表现得心安理得。 Ｃ Ｃ

150
ねえ鈴木、君も実業家の末席を汚す
一人だ＊から＊参考のために言って
聞かせるがね。

174
喂，铃木！你也算忝列末流实业家之

一，为供参考，谨进一言。 Ｃ Ｃ

150
君は十年前と容子が少しも変ってい
ない＊から＊えらい」

174 老兄和十年前一点都没变样，了不起 Ｃ Ｃ

11



ページ 会話文 地の文 ページ 会話文 地の文 対訳 接続語No

訳文原文

150

しかるに不思議な事には学者の智識
に対してのみは何等の褒美も与えた
と云う記録がなかった＊ので＊、今
日まで実は大に怪しんでいたところ
さ」

175

然而，怪的是推独对学者的知识却毫无

褒奖的记录，实际上，至今◆也◆还是

一个极大的谜。” Ｂ Ｂ-3

152
それだ＊から＊寒月には、あんな釣
り合わない女性は駄目だ。

177 ◆因此◆对于寒月来说，那么不般配的
女人要不得的。

Ａ Ａ-37

153

「君は何にも知らん＊から＊そうで
もなかろうなどと澄し返って、例に

�なく言葉寡 rなに上品に控え込む
が、

178

“◆因为◆你一无所知，才装模作样他

说：‘不至于这样吧！’你破例地寡言少

语，摆出一副斯文的架势。
Ａ Ａ-1

153
「大変な見識だな。しかし懐剣を
もって歩行くだけはあぶない＊から
＊真似ない方がいいよ。

178
噢，好大的学问呀！不过，走路时袖里

藏剑可不安全，还是不要模仿的好。 Ｃ Ｃ

154
何を云うにも気をおかなくちゃなら
ん＊から＊心配で窮屈で実に苦しい
よ。

179
不论说些什么，都必须提防着点儿。担

心呀，紧张呀，真是苦恼哟！ Ｃ Ｃ

154
僕はちと用事がある＊から＊これで
失敬する」

179
我有点事，就此告辞。”

Ｃ Ｃ

154

しかしそれにしても刃物は剣呑だ＊
から＊仲見世へ行っておもちゃの空
気銃を買って来て背負ってあるくが
よかろう。愛嬌があっていい。

178

话是这么说，带凶器还是危险的，莫如

到摊床去买个孩子们玩的气枪背上走

路倒还好些，怪招人喜欢的。
Ｃ Ｃ

154

「僕もいこう、僕はこれから日本橋
の演芸矯風会に行かなくっちゃなら
ん＊から＊、そこまでいっしょに行
こう」

179

“我也走。我必须立刻到表演矫风会去
一趟，陪你走一段路吧！” Ｃ Ｃ

155

三角主義の張本金田君の令嬢阿倍川
の富子さえ寒月君に恋慕したと云う
噂である。それだ＊から＊千金の春
宵を心も空に満天下の雌猫雄猫が狂
い廻るのを煩悩の迷のと軽蔑する念
は毛頭ないのであるが、

181

“三绝主义”的创始人金田老板的千金，
就是那位大吃甜年糕的富子小姐，也有

过思恋寒月的艳闻。◆因此◆，普天下
的雄猫雌猫，在那一刻千金的春宵里意

惹情牵、如痴若狂，咱家从不把这些视

为自寻烦恼而予以轻蔑

Ａ Ａ-37

155

上は在天の神ジュピターより下は土
中に鳴く蚯蚓、おけらに至るまでこ
の道にかけて浮身を窶すのが万物の
習いである＊から＊、吾輩どもが朧
うれしと、物騒な風流気を出すのも
無理のない話しである。

181

就此道而言，上自天神宙斯，下至上里

啾鸣的蚯蚓、蝼蛄，无不为之心神憔

悴，此乃万物之常情。◆那么◆，吾侪

猫辈，一旦春心萌动，流露出不羁之

情，也就不算什么非份之想了。

Ａ Ａ-39

155
いかんせん誘われてもそんな心が出
ない＊から＊仕方がない。

181 怎奈，纵然勾引咱家，也并不动情，有

什么办法！
Ｃ Ｃ

157
これは自分が罪がないと自信してい
るのだ＊から＊無邪気で結構ではあ
るが、

183
这种人◆由于◆自信无罪，倒◆也◆天
真可取。 Ａ Ａ-17

157
しかし事実は覚がなくても存在する
事がある＊から＊困る。

183 但是，有些时候，你不知道，事实也依

然存在，这◆就◆麻烦了。
Ｂ Ｂ-1

157
大方例の鼠だろう、鼠なら捕らん事
に極めている＊から＊勝手にあばれ
るが宜しい。

183
十有八九是那些老鼠。假如是老鼠，咱

家已经决心不捉，随便他们闹腾去吧。 Ｃ Ｃ

157
なるほど寝ていてする芸だ＊から＊
覚はないに違ない。

183
的确，熟睡中的事嘛，本人肯定不会知
道的。

Ｃ Ｃ

158
此度は仕方がない＊から＊にゃー
にゃーと二返ばかり鳴いて起こそう
としたが、

185
别无他策，◆便◆瞄瞄地叫了两声，想

唤起他们。 Ｂ Ｂ-2

158

主人の内の鼠は、主人の出る学校の
生徒のごとく日中でも夜中でも乱暴
狼藉の練修に余念なく、憫然なる主
人の夢を驚破するのを天職のごとく
心得ている連中だ＊から＊、かくの
ごとく遠慮する訳がない。

183

主人家的老鼠，全都像主人任教那所学

校的学生，不论白天黑夜，一心操练行
凶撒野，仿佛把惊破可怜的主人的幽梦

奉为天职。他们绝不会像叩窗人那么客
气的。

Ｃ Ｃ

159

もう我慢出来ん＊から＊行李の影か
ら飛出そうと決心した時、寝室の障
子がスーと明いて待ち兼ねた陰士が
ついに眼前にあらわれた。

186

忍无可忍，决心从柳条包后窜出，可就

在这时，卧室的门哗的一声开了，恭候

多时的梁上君子终于出场。
Ｃ Ｃ

160

到底人間社会において目撃し得ざる
底の伎倆である＊から＊、これを全
能的伎倆と云っても差支えないだろ
う。

187

这毕竟是尘寰中无缘目睹的绝技，◆因

而◆称之为“全能”也无妨吧！ Ａ Ａ-35

160

しかるにこのパラドックスを道破し
た者は天地開闢以来吾輩のみであろ
うと考えると、自分ながら満更な猫
でもないと云う虚栄心も出る＊から
＊、是非共ここにその理由を申し上
げて、猫も馬鹿に出来ないと云う事
を、高慢なる人間諸君の脳裏に叩き
込みたいと考える。

186

而开天辟地以来道破这一逆说者，恐怕

独有咱家这只猫了！想到这里，咱家也

有了虚荣心，自己也觉得咱家并不单纯

是一只猫，必须就此阐明理由，将“猫

也不可小瞧”这一观念，灌输到高傲人

类的头脑中去！

Ｃ Ｃ

161
本人逆せ上がって、神に呑まれてい
る＊から＊悟りようがない。

187 然而，当事者却头昏眼花，慑于神威，

◆因而◆难得清醒。
Ａ Ａ-35

161

彼等人間の眼は平面の上に二つ並ん
でいるので左右を一時に見る事が出
来ん＊から＊事物の半面だけしか視
線内に這入らんのは気の毒な次第で
ある。

187

因为人类的两只眼睛并列在一个平面

上，不能同时顾盼左右，◆所以◆，只

有事物的片面映入眼帘，够可怜的了。 Ａ Ａ-36

161

彼等人間の眼は平面の上に二つ並ん
でいる＊ので＊左右を一時に見る事
が出来んから事物の半面だけしか視
線内に這入らんのは気の毒な次第で
ある。

187

◆因为◆人类的两只眼睛并列在一个

平面上，不能同时顾盼左右，所以，只

有事物的片面映入眼帘，够可怜的了。 Ａ Ａ-1

162
本を忘却するのは人間にさえありが
ちの事である＊から＊猫には当然の
事さと大目に見て貰いたい。

188
不过，“忘本”，连在人类当中都已经是

家常便饭，猫也自然难免，那就请大人

不见小人怪吧！

Ｃ Ｃ

162

吾輩の眼前に悠然とあらわれた陰士
の顔を見るとその顔が――平常神の
製作についてその出来栄をあるいは
無能の結果ではあるまいかと疑って
いたのに、それを一時に打ち消すに
足るほどな特徴を有していた＊から
＊である。

189

平时咱家就怀疑上帝造人的作品，也许

其成功之处，恰是无能的结果。然而，

当咱家看到梁上君子悠然出现在眼前

时，但见他的面部特征，完全足以推翻

咱家的立论

Ｃ Ｃ

163

ああ云う才気のある、何でも早分り
のする性質だ＊から＊この位の事は
人から聞かんでもきっと分るであろ
う。

190

像金田小姐那么既有才华又很机灵的

女子，如此区区小事，即使不向别人请
教，也肯定会一清二楚的！

Ｃ Ｃ

164
しかし滅多に声を立てると危険であ
る＊から＊じっと怺えている。

191 但是胡乱出声是危险的，◆只得◆忍住
不笑。

Ｂ Ｂ-8
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164

この細君は煮物に使う三盆を用箪笥
へ入れるくらい場所の適不適と云う
観念に乏しい女である＊から＊、細
君にとれば、山の芋は愚か、沢庵が
寝室に在っても平気かも知れん。

191

头脑中缺乏“适材适所”这种观念。在她

看来，别说是山药，说不定把咸萝卜放

在卧室里也满不在乎。 Ｃ Ｃ

164

陰士はちょっと山の芋の箱を上げて
見たがその重さが陰士の予期と合し
て大分目方が懸りそうな＊ので＊す
こぶる満足の体である。

191

君子举起箱来一掂量，不出所料，很有

分量，◆于是◆，显得十分惬意。 Ａ Ａ-38

166
主人夫婦が要領を得ない問答をして
いるものだ＊から＊少々焦れたく
なったと見えて

194
而主人夫妇却在没头没脑地互相问答，

巡警似乎有些不耐烦， Ｃ Ｃ

166
巡査はただ形式的に聞いたのである
＊から＊、いつ這入ったところが一
向痛痒を感じないのである。

193
但是，巡警不过是走走形式，问问而

已，至于那贼几时闯入，压根儿就无关
痛痒。

Ｃ Ｃ

167

「じゃあね、明治三十八年何月何日
戸締りをして寝たところが盗賊が、
どこそこの雨戸を外してどこそこに
忍び込んで品物を何点盗んで行った
＊から＊ 右 告 訴 及 候 也みぎこ
くそにおよびそうろうなりという書
面をお出しなさい。

194

那么，请你交一份失盗申报书。上写：

‘明治三十八年某月某日，闭门就寝

后，盗贼择下某某套窗，闯进某某室

内，盗走某某物品。以上属实，特此申

诉。’

Ｃ Ｃ

167
「これから盗難告訴をかく＊から
＊、盗られたものを一々云え。さあ
云え」

194
“立刻写失盗申诉书。你把被盗物品一

件件地快说！喂，说呀！” Ｃ Ｃ

170
告訴はあなたが御自分でなさるんで
す＊から＊、私は書いていただかな
いでも困りません」

197
申诉书是你自己要写的。你不写，与我
何干！” Ｃ Ｃ

171
「わたしに言っても駄目だ＊から
＊、あなたが先生にそうおっしゃ
い」

198
“跟我说也没用，去对老师当面说说
吧！” Ｃ Ｃ

171

「どうです、喰べて見なすったか、
折れんように箱を誂らえて堅くつめ
て来た＊から＊、長いままでありま
したろう」

199

“怎么样？尝过了吗？我订做了个木

箱，牢牢地包装，免得山药折断。大概

还保持原来那么长吧？”
Ｃ Ｃ

172

「泥棒が這入って――そうして――
泥棒が這入って――どんな顔をして
這入ったの？」と今度は妹が聞く。
この奇問には細君も何と答えてよい
か分らん＊ので＊「 恐い顔をして這
入りました」と返事をして多々良君
の方を見る。

199

“小偷来……小偷来……来的时候是一

张什么样的脸？”对于这奇怪的发问，

女主人也不知怎样回答才好，她说：

“进门时是一张吓人的脸。”说着，看了
看多多良。

Ｃ Ｃ

172

あまり煩わしくて話も何も出来ぬ＊
ので＊「さあさあ御前さん達は少し
御庭へ出て御遊びなさい。今に御母
あさまが好い御菓子を上げる＊から
＊」と細君はようやく子供を追い
やって

200

孩子们太闹，说个话什么的都不便。

“喂，喂，你们到院子里去玩一会儿，妈

妈立刻给你们做好吃的。”女主人好歹

把孩子们撵了出去，
Ｃ Ｃ

173
「先生はどうしても教えて下さらな
い＊から＊、あなたに聞くんです」

201 “你的老师说什么也不告诉我，◆所以

◆才问你哪！”
Ａ Ａ-36

173
「やだわ、虫が食うなんて、そりゃ
髷で釣るところは女だ＊から＊少し
は禿げますさ」

200
乱弹琴，哪里是虫子咬的！女人嘛，发

髻往下坠的地方都会稍有点秃的。” Ｃ Ｃ

175

いわんや同君はすでに書生ではな
い、卒業の日は浅きにも係わらず
堂々たる一個の法学士で、六井物産
会社の役員であるのだ＊から＊吾輩
の驚愕もまた一と通りではない。

203

何况，此公已不再是寄人篱下的穷学

生。虽然出校时日尚浅，却是一名堂堂

的法学士，在六井物产公司供职，◆那

么◆，令人惊讶的程度，就更非同小可
了

Ａ Ａ-39

176
「先生は実業家は嫌だ＊から＊、そ
んな事を言ったって駄目よ」

204 “老师讨厌实业家，即使说那番话也等

于白说。”
Ｃ Ｃ

176

昨日までは綿入を二枚重ねていたの
に今日は袷に半袖のシャツだけで、
朝から運動もせず枯坐したぎりであ
る＊から＊、不充分な血液はことご
とく胃のために働いて手足の方へは
少しも巡回して来ない。

204

以前，主人身穿两件棉衣，而今天只穿

了件夹褂和半截袖的衬衫，从清早就一

动不动，一直闷坐斗室，本已不足的血
液全力支持他的胃，至于手脚，可就滴

血不进了。

Ｃ Ｃ

176
着物をとられた＊ので＊寒くていか
ん」

204
可衣物失盗，冷得受不住呢。”

Ｃ Ｃ

176

主人は猛烈なるこの一言を聞いて、
うふと気味の悪い胃弱性の笑を洩ら
したが、別段の返事もしない＊ので
＊、多々良君も是非食いたいとも云
わなかったのは吾輩にとって望外の
幸福である。

204

主人听了这句恶狠狠的话，立刻隐隐作

呕，流露出胃病患者的病态笑容，但却

并未作任何明确答复，多多良◆也◆就

没有表示一定要吃，这在咱家来说，真
是万幸。

Ｂ Ｂ-3

177
細君はちょっと分りかねたものだ＊
から＊返事をしない。

205
女主人却不懂，◆因此◆默不作声。

Ａ Ａ-37

178
「月給が二百五十円で盆暮に配当が
つきます＊から＊、何でも平均四五
百円になりますばい。

207
“月薪二百五十圆。年中年末还分红，

平均起来要挣四五百元哪。 Ｃ Ｃ

178

多々良君は充分実業家の利益を吹聴
してもう云う事が無くなったものだ
＊から＊「奥さん、先生のところへ
水島寒月と云う人が来ますか」

207

多多良为实业家的利益大肆吹捧了一

通，再也没什么好讲，◆便◆说： “师

母！有个叫水岛寒月的人到老师这儿

来过吗？”

Ｂ Ｂ-2

179
「博士になったら、だれとかの娘を
やるとかやらんとか云うていました
＊から＊、そんな馬鹿があろうか、

208
“有人说什么：只要当上博士，哪家姑娘

就嫁他等等。岂有此理！ Ｃ Ｃ

180

主人と多々良君が上野公園でどんな
真似をして、芋坂で団子を幾皿食っ
たかその辺の逸事は探偵の必要もな
し、また尾行する勇気もない＊から
＊ずっと略してその間休養せんけれ
ばならん。

209

至于主人和多多良在上野公园干些什

么，在芋坂吃了几盘饭团，这类轶闻，

咱家既无侦察的必要，又无跟踪的勇

气，◆便◆一概略去，要趁机休养了。
Ｂ Ｂ-2

180

先刻から袷一枚であまり寒い＊ので
＊少し運動でもしたら暖かになるだ
ろうと云う考から主人はこの先例の
ない動議を呈出したのである。

209

他一直只穿着一件夹袍，太冷了。他

想，稍微活动一下也许会暖和些，于

是，便破天荒第一次提出了这么个建

议

Ｃ Ｃ

181

ただ外見上は至極沈静端粛の態であ
る＊から＊、天下の凡眼はこれらの
知識巨匠をもって昏睡仮死の庸人と
見做して無用の長物とか穀潰しとか
入らざる誹謗の声を立てるのであ
る。

210

◆只因◆外观上貌似极其沉静与端庄，

天下的泥胎凡眼才把这知识巨匠视为

昏睡假死的庸人，以至发出不应有的诽

谤，说是什么废物、饭桶等等。
Ａ Ａ-32

181

これらの凡眼は皆形を見て心を見ざ
る不具なる視覚を有して生れついた
者で、――しかも彼の多々良三平君
のごときは形を見て心を見ざる第一
流の人物である＊から＊、この三平
君が吾輩を目して乾屎　同等に心得
るのももっともだが、

210

这类凡人，都是生就一双只见其貌而不

识其心的瞎窟窿，而且，多多良三平者

流，正是这类人中的头等货色，◆因此

◆，他把我这猫看成干屎渣也就不足为
奇了。

Ａ Ａ-37
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181

とかく物象にのみ使役せらるる俗人
は、五感の刺激以外に何等の活動も
ない＊ので＊、他を評価するのでも
形骸以外に渉らんのは厄介である。

209

总之，万象奴役下的俗子凡夫，除了寻

求感官刺激便无所作为；◆因此◆，他

们评价他人时，也就形骸之外，概不涉

及 令人生厌

Ａ Ａ-37

182

かくまでに元気旺盛な吾輩の事であ
る＊から＊鼠の一疋や二疋はとろう
とする意志さえあれば、寝ていても
訳なく捕れる。

211

◆既然◆是这么精力充沛的猫，捉那么

一两只老鼠嘛，只要想捉、闭上眼睛也

不费吹灰之力便可以捉住的。
Ａ Ａ-21

182
吾輩は日本の猫だ＊から＊無論日本
贔負である。

211
自家是日本猫，自然偏袒日本。

Ｃ Ｃ

183
今まで捕らんのは、捕りたくない＊
から＊の事さ。

212 ◆之所以◆至今没有捉到，◆是因为◆
没想捉呀！

Ａ Ａ-44

184
鼠と戦争をするのは覚悟の前だ＊か
ら＊何疋来ても恐くはないが、

213 与鼠作战，本是计划中事，不论来多少
只老鼠也并不可怕。

Ｃ Ｃ

185
まさかあんな高い処から落ちてくる
事もなかろう＊から＊とこの方面だ
けは警戒を解く事にする。

214
量它老鼠也不可能从那么高的地方跳

下，◆那么◆，这条线路就暂且撤防。 Ａ Ａ-39

185
それでもまだ心配が取れぬ＊から
＊、どう云うものかとだんだん考え
て見るとようやく分った。

214
尽管如此，还是有点放心不下，这是怎

么回事？左思右想才通。 Ｃ Ｃ

185
心配せんのは、心配する価値がない
＊から＊ではない。

214 面无忧色，并不等于不值得担心， Ｃ Ｃ

187

始めは勇気もあり敵愾心もあり悲壮
と云う崇高な美感さえあったがつい
には面倒と馬鹿気ているのと眠いの
と疲れた＊ので＊台所の真中へ坐っ
たなり動かない事になった。

217

一开始，既有勇气，也有杀敌观念，甚

至还有所谓悲壮的崇高美感，而终于感

到麻烦、懊丧、睏倦和疲乏，◆便◆一

直蹲在厨房中心，一动不动。

Ｂ Ｂ-2

188
しかし動かんでも八方睨みを極め込
んでいれば敵は小人だ＊から＊大し
た事は出来んのである。

217
虽然不动，却装作眼观八方，以为小人

之敌，成不了大患。 Ｃ Ｃ

188

これではならぬと左の前足を抜き易
える拍子に、爪を見事に懸け損じた
＊ので＊吾輩は右の爪一本で棚から
ぶら下った

218

咱家倒换左脚的工夫，◆由于◆没有抓

牢，只右爪搭在架子上，全身悬空起
来。

Ａ Ａ-15

189
月が西に傾いた＊ので＊、白い光り
の一帯は半切ほどに細くなった。

219 月儿栽西，银光如练，但已瘦削，宛如

半裁信纸。
Ｃ Ｃ

190

第一頭の毛などと云うものは自然に
生えるものだ＊から＊、放っておく
方がもっとも簡便で当人のためにな
るだろうと思うのに、

221

首先，头发是自然长起的，◆所以◆，

咱家认为任其生长，大约是 简便而又

对本人 有利的办法；
Ａ Ａ-36

190

何しろこの毛衣の上から湯を使った
日には乾かすのが容易な事でない＊
から＊汗臭いの我慢してこの年にな
るまで洗湯の暖簾を潜った事はな
い。

220

可是，怎奈这身皮毛一旦用水来洗，想

晒干可就不容易，这◆才◆忍受着一身

的汗腥味儿，长这么大，还没进过澡塘

子的门。

Ｂ Ｂ-6

190

折々は団扇でも使って見ようと云う
気も起らんではないが、とにかく握
る事が出来ないのだ＊から＊仕方が
ない。

220

有时，不是不想扇扇扇子，可是握不住

扇把，有什么办法！ Ｃ Ｃ

191
丸い頭へ四角な枠をはめている＊か
ら＊、植木屋を入れた杉垣根の写生
としか受け取れない。

221
◆因为◆圆圆的头上好像扣上个方盘，

只能看成是一幅花匠栽植的杉木篱芭
的写生画。

Ａ Ａ-1

191

永らく人間社会の観察を怠った＊か
ら＊、今日は久し振りで彼等が酔興
に齷齪する様子を拝見しようかと考
えて見たが、

222

咱家怠于观察人世久矣。本想今天久违

之后再去领略一番人们想入非非、奔波

劳碌的样子，
Ｃ Ｃ

191

このほか五分刈、三分刈、一分刈さ
えあると云う話だ＊から＊、しまい
には頭の裏まで刈り込んでマイナス
一分刈、マイナス三分刈などと云う
新奇な奴が流行するかも知れない。

221

另外，听说还有留五分发，三分发、一

分发的。到头来，说不定会流行起更新

式的款式，往脑瓜骨里倒剃一分至三分
哩。

Ｃ Ｃ

192

昼寝は吾輩に劣らぬくらいやるし、
ことに暑中休暇後になってからは何
一つ人間らしい仕事をせん＊ので
＊、いくら観察をしても一向観察す
る張合がない。

222

他贪于午睡不比咱家差，尤其放暑假以

后，有点人样的事他一点都不做，◆所

以◆，再怎么观察，也总要扫兴的。 Ａ Ａ-36

192

細君は隣座敷で針箱の側へ突っ伏し
て好い心持ちに寝ている 中にワン
ワンと何だか鼓膜へ答えるほどの響
がした＊ので＊はっと驚ろいて、

223

女主人在隔壁，伏在针线盒旁睡得正

香，忽听哇啦啦一阵吵嚷，几乎震破耳
鼓。她大吃一惊，

Ｃ Ｃ

193

なかなか半熟にならないから、下へ
おりて新聞を読んでいると客が来た
もんだ＊から＊つい忘れてしまっ
て、

224

连个半熟也煎不成。我从房顶下来，正

在看报，有客人来，◆就◆把房瓦煎鸡

蛋的事给忘了。
Ｂ Ｂ-1

193
「屋根の瓦があまり見事に焼けてい
ました＊から＊、ただ置くのも勿体
ないと思ってね。

224
“我看房瓦上大火烧得格外地旺，觉得

白白浪费掉太可惜， Ｃ Ｃ

193

なかなか半熟にならない＊から＊、
下へおりて新聞を読んでいると客が
来たもんだからつい忘れてしまっ
て、

224

连个半熟也煎不成。我从房顶下来，正

在看报，有客人来，就把房瓦煎鸡蛋的

事给忘了。
Ｃ Ｃ

193
「奥さんなんざ首の上へまだ載っけ
ておくものがあるんだ＊から＊、
坐っちゃいられないはずだ。

224
像嫂夫人，头上还顶着个东西，是要坐
不住的。 Ｃ Ｃ

194

牛の尻尾を持ってぐいぐい引いて
行ったもんだ＊から＊ハーキュリス
が眼を覚まして牛やーい牛やーいと
尋ねてあるいても分らないんです。

226

◆因为◆这小子是扯着牛尾巴往后拖

的，赫拉克利斯睡醒之后，到处寻找：
‘我的牛啊，我的牛啊’，就是找不到，

Ａ Ａ-1

194

しかし 前の倒行して逆施すで少々
懲りている＊から＊、今度はただ
「へえー」と云ったのみで問い返さ
なかった。

225

◆只因◆刚被“倒行逆施”那句话弄得

尴尬，她这回才只“咦”的一声，不再反

问。
Ａ Ａ-32

194
細君もそれには及びませんとも言い
兼ねたものだ＊から＊「ええ」と
云った。

225
嫂夫人碍难拒绝，◆便◆“嗳”的一声。

Ｂ Ｂ-2

195

「いえ御茶漬でも御湯漬でも御免蒙
るんです。今途中で御馳走を誂らえ
て来ました＊から＊、そいつを一つ
ここでいただきますよ」

227

“不，茶水泡饭也罢，开水泡饭也罢，全

免。刚才路上，我顺便在饭馆叫了些饭

菜，◆就◆在这儿享用了吧！”
Ｂ Ｂ-1

196

「せっかく見事な帽子をもし壊わし
でもしちゃあ大変です＊から＊、も
う好い加減になすったら宜うござん
しょう」

228

“好容易买一顶出奇的帽子，若是弄

坏，那还了得！我看你还是见好就收
吧！”

Ｃ Ｃ

196

ところへ主人が、いつになくあまり
やかましい＊ので＊、寝つき掛った
眠をさかに扱かれたような心持で、
ふらふらと書斎から出て来る。

227

然而，◆由于◆过分吵闹，主人的睡意

似乎一扫而光。不知什么工夫，他踉踉

跄跄地走出书房。
Ａ Ａ-15

197
「ところが壊われない＊から＊妙で
しょう」

228 “要知道，◆就因为◆不会弄坏，它◆
才◆出奇哪！”

Ａ Ａ-50
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197
「今一々説明します＊から＊聞いて
いらっしゃい。

230 “现在，我来一一加以说明，请听我说
下去。

Ｃ Ｃ

197

「だから今度はあなたのような丈夫
で奇麗なのを買ったら善かろうと思
いますんで」と細君はパナマの価段
を知らないものだ＊から＊「これに
なさいよ、ねえ、あなた」としきり
に主人に勧告している。

229

“因此才想，再买一顶像您那顶结实的

帽子就好啦！”女主人不了解巴拿马草

帽的价钱，再三劝丈夫： 就买这样的
吧！嗯？喂！”

Ｃ Ｃ

198
また刃の裏には度盛がしてある＊か
ら＊物指の代用も出来る。

230
刀背上有刻度表，可以当作格尺用

Ｃ Ｃ

199

真面目なような巫山戯たような動作
だ＊から＊細君も応対に窮したと見
えて「さあどうぞ」と軽く返事をし
たぎり拝見している。

231

听起来，又像真事儿，又像开玩笑，弄

得女主人无言以对，只低声说：“噢，您

请！”然后眼看着他吃。
Ｃ Ｃ

200
喰い掛けたものだ＊から＊ちょっと
失敬しますよ」

233 我正在用餐，暂且失陪！” Ｃ Ｃ

200
「金田令嬢がお待ちかねだ＊から＊
早々呈出したまえ」

233 “金田小姐已经等急了，快些交卷吧！” Ｃ Ｃ

200

ところが茶碗の中には元からツユが
八分目這入っている＊から＊迷亭の
箸にかかった蕎麦の四半分も浸らな
い先に茶碗はツユで一杯になってし
まった。、

232

然而，碗里原本就装了八分，还不等迷

亭手里的面条放进四分之一，碗里的汁

已经满了。 Ｃ Ｃ

201
「そうさ問題が問題だ＊から＊、そ
う鼻の言う通りにもならないね。

234 “是呀，问题总归是问题，事情不能以

‘鼻子’的意志为转移。
Ｃ Ｃ

201
「罪です＊から＊なるべく早く出し
て安心させてやりたいのですが、

234 罪过！我也想早些交稿，叫她安心。 Ｃ Ｃ

202

なに本を読みに来たんじゃない、今
門前を通り掛ったらちょっと小用よ
うがしたくなった＊から＊拝借に立
ち寄ったんだ

236

哪里，我不是来看书的。刚才从门前路

过，突然想小解，这◆才◆进来借地方
方便一下。’

Ｂ Ｂ-6

204
さぞ御腹が御減りでしょうと云いま
す＊から＊、何でも善いから早く食
わせ給えと請求したんです。

239
他们问我：‘喂，大概饿了吧？’我◆就

◆恳求说：‘什么都行，请快些给我点东
西吃吧！’

Ｂ Ｂ-1

204
――面倒だ＊から＊ほぼ十五六年前
としておこう」

238 真麻烦，那◆就◆姑且定为十五六年前
吧！”

Ｂ Ｂ-1

204
惜しい事に先生は永眠された＊から
＊、実のところ話す張合もないんだ
が、

237
遗憾的是先生已经长眠了。老实说，我

已经没有兴致讲它。 Ｃ Ｃ

204

「ところが日は暮れる、路は分ら
ず、腹は減る、仕方がない＊から＊
峠の真中にある一軒屋を敲いて、こ
れこれかようかようしかじかの次第
だから、どうか留めてくれと云う
と、

238

“这时，天黑了，路不熟，肚子又饿，没

办法，去敲了山腰一户人家的门，说明

情况如此这般，这般如此，请求借宿一
宵。

Ｃ Ｃ

204

「そりゃ僕の艶聞などは、いくら
有ってもみんな七十五日以上経過し
ている＊から＊、君方の記憶には
残っていないかも知れないが

237

唉，我的风流史嘛，不管有多少，无奈

都已经是旧闻，也许在你们的记忆中已

经荡然弗存了……
Ｃ Ｃ

204

「ところが日は暮れる、路は分ら
ず、腹は減る、仕方がないから峠の
真中にある一軒屋を敲いて、これこ
れかようかようしかじかの次第だ＊
から＊、どうか留めてくれと云う
と、

238

“这时，天黑了，路不熟，肚子又饿，没

办法，去敲了山腰一户人家的门，说明

情况如此这般，这般如此，请求借宿一
宵。

Ｃ Ｃ

205

「その時分の僕は随分悪もの食いの
隊長で、蝗、なめくじ、赤蛙などは
食い厭きていたくらいなところだ＊
から＊、蛇飯は乙だ。

239

“当时，我是个什么都敢吃的大王。什

么蝗虫啦，蚰蜒啦，蛤什蚂啦，刚好都

已经吃腻，吃顿蛇饭，倒也别有风味。
Ｃ Ｃ

205
その穴から湯気がぷうぷう吹く＊か
ら＊、旨い工夫をしたものだ、

239 从窟窿眼里呼呼地冒出热气来。窍门真
棒！

Ｃ Ｃ

205

爺さんふと立って、どこかへ出て
行ったがしばらくすると、大きな笊
を小脇に抱い込んで帰って来た。何
気なくこれを囲炉裏の傍へ置いた＊
から＊、その中を覗いて見ると――
いたね。

239

老人家忽然起身，不知去到哪里。过了

一会儿他回来，腋下挟着个竹篓。他把

竹篓随手搁在炉旁。我往里这么一瞧

哇，有货！
Ｃ Ｃ

205
長い奴が、寒いもんだ＊から＊御互
にとぐろの捲きくらをやって塊まっ
ていましたね」

239
那些长长的家伙，大概是太冷，扭成一

堆，滚成一团哟！” Ｃ Ｃ

205
さあこれからがいよいよ失恋に取り
掛るところだ＊から＊しっかりして
聴きたまえ」

239
喂，眼看到失恋的时候了，可要竖耳细

听哟！” Ｃ Ｃ

205
「どうしてこれが失恋の大源因にな
るんだ＊から＊なかなか廃せません
や。

239
“为什么？这可是促成我失恋的 大原
因，万万免不得的。 Ｃ Ｃ

206
「鍋の中が熱い＊から＊、苦しまぎ
れに這い出そうとするのさ。

240 “◆因为◆锅里热，万般无奈想钻出去
呀！不

Ａ Ａ-1

206

「そこで充分御饌も頂戴し、寒さも
忘れるし、娘の顔も遠慮なく見る
し、もう思いおく事はないと考えて
いると、御休みなさいましと云うの
で、旅の労れもある事だ＊から＊、
仰に従って、ごろりと横になると、
すまん訳だが前後を忘却して寝てし
まった」

241

“于是，我吃得饱饱的，不觉得冷了，又

不客气地欣赏姑娘的芳容，已经没有任

何遗憾。这时，忽听：‘请安歇吧！’只

好客随主便。也许◆由于◆旅途劳累，

对不起，我一头倒下，便睡得死死的。”

Ａ Ａ-15

206
「もう少しで失恋になる＊から＊し
ばらく辛抱していらっしゃい。

240
眼看就到失恋那一段了，再忍着点儿。

Ｃ Ｃ

207

「くだらない失恋もあったもんだ。
ねえ、寒月君、それだ＊から＊、失
恋でも、こんなに陽気で元気がいい
んだよ」

242

“竟有这样无聊的失恋。是吧？寒月

君！◆正因为◆无聊，他◆才◆虽然失

恋，也依然这么兴高采烈、精力饱满
哪！”

Ａ Ａ-48

207
「あの鬘はどこで買ったのか、拾っ
たのかどう考えても未だに分らない
＊から＊そこが神秘さ」

242
那顶发套是从哪儿买来的？还是拣来

的？我百思莫解，这一点◆就◆很神秘
呀！

Ｂ Ｂ-1

207

「それがさ、僕にも識別しにくかっ
た＊から＊、しばらく拝見してい
て、その薬缶がこちらを向く段に
なって驚ろいたね。

241

“当时嘛，我也分辨不清。瞧了一阵子，

待到秃头扭过脸来面向我时，不禁大吃
一惊，

Ｃ Ｃ

207
「僕も不思議の極内心少々怖くなっ
た＊から＊、なお余所ながら容子を
窺っていると、

241
“当时，我太意外，内心里有点害怕。但

我还是从旁观察。 Ｃ Ｃ

207
迷亭の駄弁もこれで一段落を告げた
＊から＊、もうやめるかと思いのほ
か、

242
迷亭的胡诌八扯，到此告一段落。你以

为他会住口吗？ Ｃ Ｃ
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208

結婚なんかは、いざと云う間際に
なって、飛んだところに傷口が隠れ
ているのを見出す事がある者だ＊か
ら＊。寒月君などもそんなに憧憬し
たり 　 　 しょうきょうしたり独り
でむずかしがらないで、篤と気を落
ちつけて珠を磨るがいいよ」

243

结婚这档子事，到了关键时刻，常常会

发现在意料不到的地方隐藏着伤口。◆

因此◆，我奉劝寒月君不要那么朝思暮

想、神魂颠倒地折磨自己，还是赶快收
心，磨你的玻璃球吧。”

Ａ Ａ-37

208

もっともその時分には、あの宿屋に
御夏さんと云う有名な別嬪がいて老
梅君の座敷へ出たのがちょうどその
御夏さんなのだ＊から＊無理はない
がね」

243

是啊。那时候，旅馆里有个出名的美女

叫阿夏。到老梅的房间来侍候的，恰好

正是她。这◆就◆难怪了。” Ｂ Ｂ-1

208
あの時あの薬缶を知らずに貰ったが
後生涯の目障りになるんだ＊から

＊、よく考えないと険呑だよ。
243

假如当时不知道她是个秃子就娶到家

来，终究要成为一生碍眼的婆娘。不慎

重考虑 那可危险哟！

Ｃ Ｃ

208
向うでそうさせないんだ＊から＊弱
り切ります」

243 可是对方不答应，真是糟透了。” Ｃ Ｃ

209

うーんうーんと唸ったが少しも利目
がない＊から＊また御夏さんを呼ん
で今度は静岡に医者はあるまいかと
聞いたら、

244

痛得哼呀呀地直叫喊，一点也不见好，

◆便◆又叫来阿夏，问她静冈有没有医
生？

Ｂ Ｂ-2

210

そうして二十年もいっしょになって
いるうちに寺参りよりほかに外へ出
た事がないと云うんだ＊から＊情け
ないじゃないか。

245

并且，老两口共同生活了二十年，据说

除了参拜神社，不曾一同跨出大门一

步，岂不太惨了吗？
Ｃ Ｃ

211
「そうですとも、出鱈目じゃない、
ちゃんと証拠がある＊から＊仕方が
ありませんや。

246
“是呀！我不是胡说。证据确凿，有什

么办法。 Ｃ Ｃ

211

「どうしてこれが二十世紀の今日と
明治初年頃の女子の品性の比較につ
いて大なる参考になる材料だ＊から
＊、そんなに容易くやめられるもの
か――

247

为什么？这对于二十世纪的今天和明

治初年女人人格的对比研究，可是大有

价值的参考资料，怎么能轻易就不讲呢
……

Ｃ Ｃ

211
ええ前の奴は始終見ている＊から＊
間違はありませんがね

247 ‘地道！前边那个我始终看在眼里，不

会有问题。
Ｃ Ｃ

212
何しろ眼がないんです＊から＊、こ
とによるとひびが入ってるかも知れ
ません。

247
挑在后边那个，◆因为◆我没长后眼，
往坏处想，也许有点毛病。 Ａ Ａ-1

212

「この頃の女は学校の行き帰りや、
合奏会や、慈善会や、園遊会で、
ちょいと買って頂戴な、あらおい
や？　などと自分で自分を売りにあ
るいています＊から＊、そんな八百
屋のお余りを雇って、女の子はよし
か、なんて下品な依托販売をやる必
要はないですよ。

248

“现代女性，在往返学校的途中，在音

乐会、慈善会或逰园会上喊：‘请买下我

吧！’‘啊？不喜欢？’……她们自己拍

卖自己，再也没有必要雇那些难缠的商

贩干那种下贱的寄售营生，喊什么‘谁

买女孩喽！’

Ｃ Ｃ

212
実際を云うとこれが文明の趨勢です
＊から＊、私などは大rに喜ばしい現
象だと、

248
然而老实说，这是文明发展的趋势，是

我们万分高兴的好现象， Ｃ Ｃ

212

買う方だって頭を敲いて品物は確か
かなんて聞くような野暮は一人もい
ないんです＊から＊その辺は安心な
ものでさあ。

248

像从前那样，买主敲敲脑壳，问问货色

地道吗？再也没有人说这种蠢话，尽管
放心。

Ｃ Ｃ

213
それがみんな Agnodice の世話なん
だ＊から＊大変儲かった。

250
全都是托阿古娜底斯的福降生的。◆因

此◆她发了一笔大财。
Ａ Ａ-37

213
�筒袖 rつつそでを穿いて鉄棒へぶら

下がる＊から＊感心だ。
249 穿件短袖和服，吊在铁杠上，我算服

啦。
Ｃ Ｃ

213
「どうも美な感じのするものは大抵
希臘から源を発している＊から＊仕
方がない。

249
“凡是给人以美感的，大抵都起源于希

腊，有什么办法！ Ｃ Ｃ

214

ところが亜典の女連が一同連署して
嘆願に及んだ＊から＊、時の御奉行
もそう木で鼻を括ったような挨拶も
出来ず、

250

不过，雅典的妇女们联名请愿，官长们

又不便敷衍了事，才把这名女产婆无罪

释放，
Ｃ Ｃ

215

近頃は旧劇とか新劇とか大部やかま
しい＊から＊、僕も一つ新機軸を出
して俳劇と云うのを作って見たの
さ」

252

近来旧剧呀，新剧呀，好不热闹！我也

想出个新花样，写了一出俳剧。” Ｃ Ｃ

215

幸にして苦沙弥先生門下の猫児と
なって朝夕虎皮の前に侍べる＊ので
＊先生は無論の事迷亭、寒月乃至東
風などと云う広い東京にさえあまり
例のない一騎当千の豪傑連の挙止動
作を寝ながら拝見するのは吾輩に
とって千載一遇の光栄である。

251

幸而我成为苦沙弥先生门下的猫，朝夕

服侍左右，◆因而◆不要说苦沙弥，就

连偌大东京绝无仅有的迷亭、寒月乃至

东风，都躺着就能够欣赏这些以一当十

的英雄豪杰们的举止言谈，这在猫儿我

来说，实乃三生有幸！

Ａ Ａ-35

216

「根が俳句趣味からくるのだ＊から
＊、あまり長たらしくって、毒悪な
のはよくないと思って一幕物にして
おいた」

252

“◆因为◆源于俳风，如果冗长无聊就

不好，◆所以◆，写成了独幕剧。” Ａ Ａ-7

216
「しかしあれは稽古のためだ＊から
＊、ただ見ているのとは少し違う
よ」

253
“然而，那是为了教学呀！那可不同于

专供人们观赏哟！” Ｃ Ｃ

217

着付けは陸軍の御用達見たようだけ
れども俳人だ＊から＊なるべく悠々
として腹の中では句案に余念のない
体であるかなくっちゃいけない。

253

看他的衣着，很像个陆军的军需商人。

然而，◆因为◆他是个俳坛诗人，必须

尽可能表现出从容不迫、一心推敲诗句

的神态

Ａ Ａ-1

218

さあ自分が惚れた眼で烏が枝の上で
動きもしないで下を見つめているの
を見たものだ＊から＊、ははあ、あ
いつも俺と同じく参ってるなと癇違
いをしたのです。

255

是啊，◆只因◆他以钟情的眼睛观看停

在枝头正在俯视的乌鸦，这◆才◆使他

产生了错觉：‘哈哈哈，乌鸦竟也和我一

样倾心了。’

Ａ Ａ-33

219

「先生御分りにならんのはごもっと
もで、十年前の詩界と今日の詩界と
は見違えるほど発達しております＊
から＊。

257

“先生，您不懂这首诗是不奇怪的，◆

因为◆今天的诗坛比起十年前，已经发
展得面目一新了。

Ａ Ａ-1

219

主人はちょっと神秘的な顔をしてし
ばらく一頁を無言のまま眺めている
＊ので＊、迷亭は横合から「何だい
新体詩かね」と云いながら覗き込ん
で

256

主人流露出神秘的表情，把第一页默默

地看了多时。迷亭从旁说： “什么？是

新体诗吗？”说着，他把诗稿扫了一
眼，

Ｃ Ｃ

220
全くインスピレーションで書く＊の
で＊詩人はその他には何等の責任も
ないのです。

257
◆因为◆是全凭灵感而写，此外，诗人

不负任何责任。 Ａ Ａ-1

220

誰が読んでも朦朧として取り留めが
つかない＊ので＊、当人に逢って篤
と主意のあるところを糺して見たの
ですが、

257

谁看都稀里糊涂，不得要领，◆便◆去

见作者，盘问《一夜》的主题思想是什

么。
Ｂ Ｂ-2
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220

この頃の詩は寝転んで読んだり、停
車場で読んではとうてい分りようが
ない＊ので＊、作った本人ですら質
問を受けると返答に窮する事がよく
あります。

257

现在的诗，毕竟不是躺在床上或是蹲在

车站就可以读得懂的。就连作者，如果

受到质问，也常常穷于答辩。 Ｃ Ｃ

221
魂である＊から＊常にふらふらして
いる」

259 ◆因为◆是魂，◆才◆常常恍恍惚惚
的。

Ａ Ａ-2

221
「東風君の御作も拝見した＊から
＊、今度は僕が短文を読んで諸君の
御批評を願おう」

258
“诸位已经看过东风君的大作。现在我

来读一段短文，请诸位指正。”他说得
煞有介事。

Ｃ Ｃ

222

この集中にも恋の詩が多いのは全く
ああ云う異性の朋友からインスピ
レーションを受ける＊から＊だろう
と思う。

260

这本诗集◆之所以◆爱情诗居多，我
想，可能就◆是由于◆从异性朋友那里
得到灵感。

Ａ Ａ-45

222

それで僕はあの令嬢に対しては切実
に感謝の意を表しなければならん＊
から＊この機を利用して、わが集を
捧げる事にしたのさ

260

因此，我必须对那位小姐诚诚恳恳地表

示谢意，◆便◆借此机会，献上我的诗
集。

Ｂ Ｂ-2

222

さすがの名文もあまり短か過ぎるの
と、主意がどこにあるのか分りかね
る＊ので＊、三人はまだあとがある
事と思って待っている。

259

但◆因◆这奇文妙笔太短，主题何在也

不清楚，三人◆便◆以为还有下文，等

待主人读下去。
Ａ Ａ-12

222

いくら待っていても、うんとも、す
んとも、云わない＊ので＊、 後に
寒月が「それぎりですか」と聞くと
主人は軽く「うん」と答えた。

259

可是干等，主人也不说个青红皂白，

后寒月问道： “就这些？”“嗯。”主人低

声说，说得过于轻松。
Ｃ Ｃ

223

もっとも吾輩は去年生れたばかり
で、当年とって一歳だ＊から＊人間
がこんな病気に罹り出した当時の有
様は記憶に存しておらん、

261

　的确，咱家去年才降生，今年才一周

岁。◆因此◆，记忆中并不存在当年人

类染上这种疾病时是什么样子。
Ａ Ａ-37

223
吾輩も彼等の変化なき雑談を終日聞
かねばならぬ義務もない＊から＊、
失敬して庭へ蟷螂を探しに出た。

260
咱家可没有义务必须逐天每日倾听他

们那些老生常谈，◆便◆暗自失陪，到
院子里找螳螂去了。

Ｂ Ｂ-2

224
――呼吸ではいかん、魚の事だ＊か
ら＊潮を引き取ったと云わなければ
ならん――

262
不，呼吸二字，用词不当。鱼嘛，应该说

停止“吞吐”， Ｃ Ｃ

226

――これはすこぶる興味のある運動
の一だが滅多にやるとひどい目に逢
う＊から＊、高々月に三度くらいし
か試みない。

265

这些倒是饶有风趣的运动；但是，常干

就要倒霉。◆因此◆，顶多一个月玩那

么两三回。
Ａ Ａ-37

226
次には金がない＊から＊買う訳に行
かない。

264 其次◆因为◆没钱，◆也◆就不可能去

买。
Ａ Ａ-5

226
さて吾輩の運動はいかなる種類の運
動かと不審を抱く者があるかも知れ
ん＊から＊一応説明しようと思う

264
却说，也许有人纳闷儿：咱家的运动属

于哪一类？那◆就◆交待一下吧！ Ｂ Ｂ-1

227
ことに人間の相手がおらんと成功し
ない＊から＊駄目。

265
尤其没有一个人搭伴就不可能成功，◆
所以◆，不行。

Ａ Ａ-36

227
振り上げた首は軟かい＊から＊ぐ
にゃり横へ曲る。この時の蟷螂君の
表情がすこぶる興味を添える。

265
那昂起的镰刀头稀软，◆所以◆一弹就

软瘫瘫地向旁弯了下去。这时，螳螂仁
兄的表情非常逗人。

Ａ Ａ-36

227
先方がいつまでもこの態度でいては
運動にならん＊から＊、あまり長く
なるとまたちょいと一本参る。

266
假如对方一直坚持这种态度，那就构不

成运动。◆所以◆又延长了一段时间，
咱家又用爪扑了它一下

Ａ Ａ-36

227

しかし敵がおとなしく背面に前進す
ると、こっちは気の毒だ＊から＊庭
の立木を二三度飛鳥のごとく廻って
くる。

266

但是，对方竟文文静静地倒退。我觉得

它怪可怜的，◆便◆在院里的树上像鸟

飞似地跑了两三圈，
Ｂ Ｂ-2

227
もう吾輩の力量を知った＊から＊手
向いをする勇気はない。ただ右往左
往へ逃げ惑うのみである。

266
它已经知道咱家的厉害，◆便◆没有勇

气再较量，只是东一头、西一头的，不
知逃向哪里才好。

Ｂ Ｂ-2

227
蟷螂でもなかなか 健気なもので、相
手の力量を知らんうちは抵抗するつ
もりでいる＊から＊面白い。

265
别看是螳螂，却非常勇敢，也不掂量一

下对方的力气就想反扑，真有意思 Ｃ Ｃ

228
こうなると少々気の毒な感はあるが
運動のためだ＊から＊仕方がない。

267 这一来，咱家虽然有点觉得它怪可怜

的；但为了运动，◆也◆就顾不上这许
Ｂ Ｂ-3

228

今度は地面の上へ寝たぎり動かない
＊から＊、こっちの手で突っ付い
て、その勢で飛び上がるところをま
た抑えつける。

267

这下子它躺在地面上不能动了，咱家◆

才◆用另一只爪推它，趁它往上一窜的
工夫再把它按住。

Ｂ Ｂ-6

228
君は惰性で急廻転が出来ない＊から
＊やはりやむを得ず前進してくる。

267 由于惰性原理，螳螂不能急转弯，不得
已◆只好◆依然向前。

Ｂ Ｂ-9

228

しかし吾輩も右往左往へ追っかける
＊から＊、君はしまいには苦しがっ
て羽根を振って一大活躍を試みる事
がある。

266

然而，咱家也左冲右撞地跟踪追击。仁

兄终于受不住，扇动着翅膀，试图大战

一场。
Ｃ Ｃ

229
吾輩は四本の足を有している＊から
＊大地を行く事においてはあえて他
の動物には劣るとは思わない。

268
我有四条腿，敢说在大地上奔跑比起其

它动物毫不逊色。 Ｃ Ｃ

229
元来が引力に逆らっての無理な事業
だ＊から＊出来なくても別段の恥辱
とは思わんけれども、

268
本来爬树是违反地心引力的蛮干行为，

就算是不会爬树，也不觉得耻辱， Ｃ Ｃ

229

人間の自ら誇る点もまたかような点
にあるのだ＊から＊、今即答が出来
ないならよく考えておいたらよかろ
う。

268

人类自豪之处，也正是这一点。假如不

能立刻回答，那就仔细想想好了。 Ｃ Ｃ

229
幸に爪と云う利器がある＊ので＊、
どうかこうか登りはするものの、は
たで見るほど楽ではござらん。

268
幸而咱家有利器猫爪，好好歹歹总算能

爬得上去；不过，这可不像旁观者那么

轻松

Ｃ Ｃ

230
吾輩は仕方がない＊から＊ただ声を
知るべに行く。

269 没办法，◆只好◆把蝉叫声当作目标， Ｂ Ｂ-9

230
それは余事だ＊から＊、そのくらい
にしてまた本題に帰る。

269 这是闲话，还是书归正传。 Ｃ Ｃ

230
集合は陳腐だ＊から＊やはり集注に
する。

269 “集合”二字又过于陈腐，还是叫“集结”
吧！

Ｃ Ｃ

230

しかもその葉は皆団扇くらいな大さ
である＊から＊、彼等が生い重なる
と枝がまるで見えないくらい茂って
いる。

269

而且都像团扇那么大，如果长得里三层

外三层的，就会茂密得几乎看不见树
枝，

Ｃ Ｃ

230

下から一間ばかりのところで梧桐は
注文通り二叉になっている＊から
＊、ここで一休息して葉裏から蝉の
所在地を探偵する。

269

从树下往上爬五六尺远。于是梧桐树很

可心，枝分两杈。在这儿聊以小栖，从

树叶下侦察蝉在什么地方。
Ｃ Ｃ

230
逃げるのは仕方がない＊から＊、ど
うか小便ばかりは垂れんように致し
たい。

269
逃掉就逃掉，但愿蝉兄千万不要撒尿。

Ｃ Ｃ
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230

どこをどう見廻わしても、耳をどう
振っても蝉気がない＊ので＊、出直
すのも面倒だからしばらく休息しよ
うと、 叉の上に陣取って第二の機会
を待ち合せていたら、

270

咱家曾经爬到此处，不论怎么东张西

望，任你怎么晃动耳朵，也不见个蝉

影。再爬一次吧，又嫌麻烦，因而想歇

息片刻，便在树杈上安营扎寨，等待第

二次机遇的来临

Ｃ Ｃ

231
人間のあさはかな了見では、どうせ
降りるのだ＊から＊ 下向に馳け下り
る方が楽だと思うだろう。

271
按人们肤浅的见识，一定认为◆既然◆

是往下爬，还是头朝下舒服吧？ Ａ Ａ-21

231

どこをどう見廻わしても、耳をどう
振っても蝉気がないので、出気がな
いので、出直すのも面倒だ＊から＊
しばらく休息しようと、 叉の上に陣
取って第二の機会を待ち合せていた
ら、

270

咱家曾经爬到此处，不论怎么东张西

望，任你怎么晃动耳朵，也不见个蝉

影。再爬一次吧，又嫌麻烦，◆因而◆

想歇息片刻，便在树杈上安营扎寨，等

待第二次机遇的来临。

Ａ Ａ-35

232

猫の爪はどっちへ向いて生えている
と思う。みんな後ろへ折れている。
それだ＊から＊鳶口のように物をか
けて引き寄せる事は出来るが、逆に
押し出す力はない。

271

你猜猫爪是冲哪边长的？都是口朝后。

◆因此◆，像鹰嘴钩一样，钩住什么东
西便于往身前拽，往后推就使不上力
气。

Ａ Ａ-37

232
吾輩は松の木の上から落ちるのはい
やだ＊から＊、落ちるのを緩めて降
りなければならない。

271
咱家不喜欢从松树上往下落，◆因此

◆，定要减缓落下的速度以便降下来。 Ａ Ａ-37

232

すると吾輩は元来地上の者である＊
から＊、自然の傾向から云えば吾輩
が長く松樹の巓に留まるを許さんに
相違ない、

271

◆由于◆咱家是地上的动物，按理，肯

定不可能在松树之巅久留。 Ａ Ａ-15

232

君等は義経が 鵯 越を落としたこと
だけを心得て、義経でさえ下を向い
て下りるのだ＊から＊猫なんぞは無
論下た向きでたくさんだと思うのだ
ろう。

271

这些人恐怕只记得源义经翻下鹎越古

栈②的故事，以为◆既然◆源义经部头

朝下下山，◆那么◆，猫嘛，自然充其

量不过是头朝下爬树罢了。

Ａ Ａ-25

232

吾輩の爪は前申す通り皆後ろ向きで
ある＊から＊、もし頭を上にして爪
を立てればこの爪の力は悉く、落ち
る勢に逆って利用出来る訳である。

272

咱家的爪如上所述，都是口朝外的。假

如头部在上，爪在下，那么就能够利用

脚爪的力量顶住下落的力量；
Ｃ Ｃ

233
先方は羽根のある身分である＊から
＊、こんな所へはとまりつけてい
る。

273
而对方◆因为◆有翅膀，在这种地方是

站得惯的，◆因而◆愿意逗留多久都可
以。

Ａ Ａ-8

233
吾輩は仕方がない＊から＊、そろそ
ろ歩き出した。

273 没办法，我◆只得◆慢慢走去。 Ｂ Ｂ-8

233
ことに所々に根を焼いた丸太が立っ
ている＊から＊、ちょっと休息に便
宜がある。

272
尤其到处立着烧断根的松木杆，这便于

咱家随处歇气儿。 Ｃ Ｃ

233

これは推参な奴だ。人の運動の妨を
する、ことにどこの烏だか籍もない
分在で、人の塀へとまるという法が
あるもんかと思った＊から＊、通る
んだおい除きたまえと声をかけた。

272

这是些冒失鬼，妨碍别人运动！尤其这

些乌鸦家居何处？还来历不明，身份不

清，怎能随便落在别人家的墙上？想着

想着喊道：“咱家要过去！喂，闪开！”

Ｃ Ｃ

233
今日は出来がよかった＊ので＊朝か
ら昼までに三返やって見たが、やる
たびにうまくなる。

272
今天成绩很不错，从早到晚跑了三圈，

越跑越熟练，越熟练就越有趣 Ｃ Ｃ

234
面倒だ＊から＊、いっそさよう仕ろ
うか、

273 一定难缠，索性◆就◆这么办吧！ Ｂ Ｂ-1

234
名前はまだない＊から＊係わりよう
がなかろうと云うなら体面に係わる

274 如果说咱家还没名没姓，谈不上与名声

有关，那么就说与颜面有关吧！
Ｃ Ｃ

235
機を見るに敏なる吾輩はとうてい駄
目と見て取った＊から＊、奇麗さっ
ぱりと椽側へ引き上げた。

275
咱家可会看风头。约觉于己不利，干净

利落，嗖地一下子溜进檐廊去了。 Ｃ Ｃ

235
人間は愚なものである＊から＊、猫
なで声で――猫なで声は人間の吾輩
に対して出す声だ。

275
人嘛，全是些蠢货。娇声娇气地叫几声

就行。按理，娇声媚气应是人们为咱家

而发

Ｃ Ｃ

235
諺にも烏合の衆と云う＊から＊三羽
だって存外弱いかも知れない。

274 俗语也说“乌合之众”嘛，它们虽然三

只，说不定意外地无能。
Ｃ Ｃ

235

しかるに近来吾輩の毛中にのみと号
する一種の寄生虫が繁殖した＊ので
＊滅多に寄り添うと、必ず頸筋を
持って向うへ抛り出される。

275

然而近来，咱家的皮毛里繁殖着一种号
称跳蚤的寄生虫，偶一靠近人，肯定要

被掐住脖子远远扔出去。
Ｃ Ｃ

235

とにかく人間は愚なものである＊か
ら＊撫でられ声で膝の傍へ寄って行
くと、大抵の場合において彼もしく
は彼女を愛するものと誤解して、

275

反正人嘛，都是些蠢货。咱家被诱发出

娇媚声，往人们的腿上一靠。人们大抵

误以为是爱上了他或她。
Ｃ Ｃ

236
――人間の取り扱が俄然豹変がした
＊ので＊、いくら痒ゆくても人力を
利用する事は出来ん。

276
◆既然◆人们对咱家风云突变，身上再

怎么痒，也不能指望靠人力解决。 Ａ Ａ-21

237
どうせ人間の作ったものだ＊から＊
碌なものでないには極っているが

277 ◆既◆是人类所造，肯定不含糊。 Ａ Ａ-29

237
吾輩はただでさえこのくらいな器量
だ＊から＊、これより色男になる必
要はないようなものの、

277
咱家自来就这么漂亮，又不想当个花花
公子，本可以不去； Ｃ Ｃ

237

主人がすまして這入るくらいのとこ
ろだ＊から＊、よもや吾輩を断わる
事もなかろうけれども万一お気の毒
様を食うような事があっては外聞が
わるい。

277

连主人都大模大样地跨入，料想也没有

理由将咱家拒之于门外。但是，万一吃

点什么苦头，传闻可就不大好听。 Ｃ Ｃ

238

その向側で何かしきりに人間の声が
する。いわゆる洗湯はこの声の発す
る辺に相違ないと断定した＊から
＊、松薪と石炭の間に出来てる谷あ
いを通り抜けて左へ廻って、

278

对面却有人语频频。可以断定所谓的澡

塘子，一定就在发出语声的那一带，◆

便◆穿过木炭和煤堆中间形成的深谷，
再往左拐。

Ｂ Ｂ-2

238
吾輩は二十世紀の猫だ＊から＊この
くらいの教育はある。

278 咱家是二十世纪的猫，这么点教育还是

受过的，
Ｃ Ｃ

238
板の高さは地面を去る約一メートル
だ＊から＊飛び上がるには御誂えの
上等である。

278
地板约高于地面三尺，若想跳上去，它
可是个上等跳台， Ｃ Ｃ

238
――長い事だ＊から＊これはトイ
フェルスドレック君に譲って、繙く
だけはやめてやるが、――

279
这要扯得太远，还是不谈这些，让给退

菲尔斯特莱克①翻去吧―― Ｃ Ｃ

239
図案学校の事である＊から＊、裸体
画、裸体像の模写、模型を買い込ん
で、

279
◆既◆是绘图学校，◆那么◆，买些裸
体画、裸体像的素描与模型， Ａ Ａ-31

239
日本でさえ裸で道中がなるものかと
云うくらいだ＊から＊独逸や英吉利
で裸になっておれば死んでしまう。

280
就连在日本都常说：“不穿衣服怎能出

远门”。如果是在德国或英国光着身

子 只有冻死

Ｃ Ｃ

239

希臘人や、羅馬人は平常から裸体を
見做れていたのだ＊から＊、これを
もって風教上の利害の関係があるな
どとは毫も思い及ばなかったのだろ
う

280

在希腊与罗马，对于裸体，人们已经司

空见惯，大约丝毫也没想到裸体与风纪

有什么利害关系。 Ｃ Ｃ
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240
西洋人がやらない＊から＊、自分も
やらないのだろう。

281 大概是◆因为◆西洋人不这么干，你◆
才◆不肯的吧

Ａ Ａ-2

240
死んでしまってはつまらない＊から
＊着物をきる。

280 死了白搭一条命，◆还是◆穿衣服为
好。

Ｂ Ｂ-10

240
ただ西洋人がきる＊から＊、着ると
云うまでの事だろう。

281 无非西洋人穿，他们◆也◆便穿穿罢
了。

Ｂ Ｂ-3

240
美しい？　美しくても構わん＊から
＊、美しい獣と見做せばいいのであ
る

280
视为不如猫的兽，也是无可厚非的。

美？美就美吧！不妨视为“美丽的野

兽”好了

Ｃ Ｃ

240
猫の事だ＊から＊西洋婦人の礼服を
拝見した事はない。

280 不过是一只猫呗，哪里见识过西方妇女
的礼服？

Ｃ Ｃ

240
それがなぜこんな下等な軽術師流に
転化してきたかは面倒だ＊から＊述
べない。

281
为什么变得像个下流的杂技演员似的

呢？说来烦琐，略而不述。 Ｃ Ｃ

241
学問といえどもその通りだがこれは
服装に関係がない事だ＊から＊以下
略とする。

282
学问也是如此，◆只因◆与服装无关，
下文略去。 Ａ Ａ-32

241
気が利かんでも仕方がないと云うな
ら勘弁する＊から＊、あまり日本人
をえらい者と思ってはいけない。

281
如果认为当傻瓜也没法子，那就忍着点

吧！那◆就◆别再以为日本人怎么了
不起。

Ｂ Ｂ-1

241
西洋人は強い＊から＊無理でも馬鹿
気ていても真似なければやり切れな
いのだろう。

281
大概认为西洋人优秀，哪怕生硬、愚

蠢，也觉得不模仿就不舒服。 Ｃ Ｃ

242
化物でも全体が申し合せて化物にな
れば、いわゆる化物は消えてなくな
る訳だ＊から＊構わんが、

282
假如全体人类约定，一齐变成妖怪，所

谓妖怪也就不存在了。◆因此◆，是妖
怪也无妨。

Ａ Ａ-37

242

すべて考え出す時には骨の折れるも
のである＊から＊猿股の発明に十年
を費やしたって車夫の智慧には出来
過ぎると云わねばなるまい。

283

一切真理在探索过程中都是很费力气

的。发明裤衩虽然用了十年，但按车夫

的智力来看，不能不说已经是难能可贵
了

Ｃ Ｃ

243
みんなが化物だ＊から＊恥ずかしい
事はないと安心してもやっぱり駄目
である。

284
◆因为◆大家都是妖怪，不必引以为

耻，于是也就心安理得了。然而，还是
不行

Ａ Ａ-1

243
化物のやる事には規律がない＊から
＊秩序立った証明をするのに骨が折
れる。

284
妖怪们的行径没有规律，◆因而◆，为

了井然有序地写出证实材料，不免要费
些力气

Ａ Ａ-35

245

「そうよ、民さんなんざあ腰が低い
じゃねえ、頭が高けえんだ。それだ
＊から＊どうも信用されねえんだ
ね」

287

“是呀！阿民很不谦虚，趾高气扬的，
◆所以◆，都不相信他。” Ａ Ａ-36

247
外国は卑怯だ＊から＊ね、それであ
んなものが出来たんだ。

289 外国人胆子小，所以才造出那种玩艺
儿。

Ｃ Ｃ

248

それでその義経のむすこが大明を攻
めたんだが大明じゃ困る＊から、三
代将軍へ使をよこして三千人の兵隊
を借してくれろと云うと、三代様が
そいつを留めておいて帰さねえ。

289

源义经的儿子攻打明朝时担心打不过

明朝，派出使臣去见三代将军要求借兵

三千。三代将军却扣留了那个家伙，不
放他回去。

Ｃ Ｃ

248
今日は少々御寒うございます＊から
＊、どうぞ御緩くり――

290 今天天气有点冷，请各位慢慢洗… Ｃ Ｃ

248

吾輩は突然この異な爺さんに逢って
ちょっと驚ろいた＊から＊こっちの
記述はそのままにして、しばらく爺
さんを専門に観察する事にした。

290

咱家◆由于◆突然碰上这个奇怪的老

头儿，感到有些惊奇，◆因此◆，这类

叙述暂停，一时专门观察那个秃头翁。
老

Ａ Ａ-20

248
仕方がないものだ＊から＊たちまち
機鋒を転じて、小供の親に向った。

290 　没办法叫孩子不哭，老头儿◆便◆话

锋一转，对孩子的老子说：
Ｂ Ｂ-2

249
「はいはい御寒う。あなた方は、御
若い＊から＊、あまりお感じになら
んかの」

291
“喂，喂，好冷！你还年轻，不觉得冷
吧？” Ｃ Ｃ

249
物は見ようでどうでもなるものだ*か
ら*、この怒号をただ逆上の結果とば
かり判断する必要はない。

291
事情嘛，眼光不同，怎说怎有理。◆所

以◆倒也不必把这声怒吼判断为全怪

上火的结果

Ａ Ａ-36

249

しかし主人の怒号は書生の席そのも
のが不平なのではない、先刻からこ
の両人は少年に似合わず、いやに高
慢ちきな、利いた風の事ばかり併べ
ていた＊ので＊、始終それを聞かさ
れた主人は、全くこの点に立腹した
ものと見える。

292

其实，主人之所以发火，并非由于对学

生所占的位置感到不平，似乎◆因为◆

刚才两个小伙子不像个年轻人，净说些

大话，不懂装懂；主人一直听在耳里，

对此十分恼火。

Ａ Ａ-1

249

これは尋常の答で、ただその地を去
らぬ事を示しただけが主人の思い通
りにならん*ので＊、その態度と云い
言語と云い、山賊として罵り返すべ
きほどの事でもないのは、いかに逆
上の気味の主人でも分っているはず
だ。

291

　这句回答很平常，无非表达了不肯移

动的决心，这有拂主人的心意。然而，

不论他的态度或语气，都表明大可不必

像对山贼那样破口大骂，这一点，主人

不管怎么上火，也应该是一清二楚的。

Ｃ Ｃ

250
吾輩もこの小僧を少々心憎く思って
いた＊から＊、この時心中には
ちょっと快哉を呼んだが、

292
　咱家也觉得这名学生有点烦人。不禁
心里暗暗地喊：“痛快！” Ｃ Ｃ

250

この湯槽に浮いているもの、この流
しにごろごろしているものは文明の
人間に必要な服装を脱ぎ棄てる化物
の団体である＊から＊、無論常規常
道をもって律する訳にはいかん。

292

不论漂在这个浴池里的人，也不论躺在

冲洗间里的人，都脱光了文明人必备的

服装，是一群妖怪，当然不能以常规俗

礼约之。

Ｃ Ｃ

253
吾輩は少々物凄くなった＊から＊
早々窓から飛び下りて家に帰る。

294 咱家有点恐怖感，急忙从窗户跳下，回
家去了。

Ｃ Ｃ

253
やはり何ともない＊から＊、じっと
していた。

296 还是不痛，咱家端然而坐。 Ｃ Ｃ

253

これが了解出来れば、どうかこうか
方法もあろうがただ撲って見ろだ＊
から＊、撲つ細君も困るし、撲たれ
る吾輩も困る。

296

假如知道，总会想出点办法的。可是主

人不问青红皂白，光是命令妻子打，这

样一来，不仅动手打的女主人为难，挨

打的咱家也十分尴尬

Ｃ Ｃ

253

主人は二度まで思い通りにならん＊
ので＊、少々焦気味で「おい、
ちょっと鳴くようにぶって見ろ」と
云った。

296

主人一看，再也不能打得叫他称心，◆

便◆有些急不可耐地说： “狠点，打哭
它！”

Ｂ Ｂ-2

254
殺せば死ぬに極まっている。それだ
＊から＊打てば鳴くに極っていると
速断をやったんだろう。

297
杀一刀，肯定一命呜呼；◆因此◆，他
才匆忙断定：打一巴掌，肯定会哭的！ Ａ Ａ-37

254
主人はかくのごとく愚物だ＊から＊
厭になる。

296 主人就是这么愚蠢，实在讨厌。 Ｃ Ｃ

255

こう云う男だ＊から＊こんな奇問を
細君に対って呈出するのも、主人に
取っては朝食前の小事件かも知れな
いが、

298

◆既然◆是这么一种人，对妻子提出这

么个问题，在他来说，也许相当于早饭

前的一段小小插曲罢了。
Ａ Ａ-21

255
「そう」と細君は利口だ＊から＊、
こんな馬鹿な問題には関係しない。

298 “是呀！”妻子是个聪明人，不和这种麻

烦的问题打交道。
Ｃ Ｃ

255
細君はあまり突然な問な＊ので＊、
何にも云わない。

297 　问题提得太唐突，妻子一言不发。 Ｃ Ｃ

19



ページ 会話文 地の文 ページ 会話文 地の文 対訳 接続語No

訳文原文

256
「重要な問題だ＊から＊そう急には
分らんさ」

298 “重大问题嘛．不会那么快就弄清的。” Ｃ Ｃ

257
「桂月は現今一流の批評家だ。それ
が飲めと云うのだ＊から＊いいに
極っているさ」

300
“桂月是当代一流的批评家。他说‘喝

吧’那◆就◆准没错”！ Ｂ Ｂ-1

257
二杯でも随分赤くなるところを倍飲
んだのだ＊から＊顔が焼火箸のよう
にほてって、さも苦しそうだ。

299
只喝两杯他都脸红，现在多喝了一倍，

脸热得像烧红了的火筷子似的，够遭罪
的了。

Ｃ Ｃ

258

但し檜の枝は吹聴するごとく密生し
ておらんので、その間から群鶴館と
いう、名前だけ立派な安下宿の安屋
根が遠慮なく見える＊から＊、しか
く先生を想像するのにはよほど骨の
折れるのは無論である。

301

那扁柏并不像咱家吹嘘的那么茂密。那

所“群鹤馆”，徒具雅号的廉价旅馆的廉

价屋顶，从扁柏空隙中就可以一览无

遗。◆因此◆，想象苦沙弥先生的风

姿，自然是很费力气的。

Ａ Ａ-37

258
名前に税はかからん＊から＊御互に
えらそうな奴を勝手次第に付ける事
として、

301
好在名堂并不纳税，大家随便起些非同
凡响的名字好了。 Ｃ Ｃ

258

但し檜の枝は吹聴するごとく密生し
ておらん＊ので＊、その間から群鶴
館という、名前だけ立派な安下宿の
安屋根が遠慮なく見えるから、しか
く先生を想像するのにはよほど骨の
折れるのは無論である。

301

那扁柏并不像咱家吹嘘的那么茂密。那

所“群鹤馆”，徒具雅号的廉价旅馆的廉

价屋顶，从扁柏空隙中就可以一览无

遗。因此，想象苦沙弥先生的风姿，自

然是很费力气的。

Ｃ Ｃ

259
もう周囲一尺くらいにのびている＊
から＊下駄屋さえ連れてくればいい
価になるんだが、

302
梧桐已经长得一尺粗，只要把木履商领

来，就可以卖个好价钱。 Ｃ Ｃ

260
名前が落雲館だ＊から＊風流な君子
ばかりかと思うと、

303 如果以为◆既然◆名曰“落云馆”，一定
是些文雅的君子，

Ａ Ａ-21

260
吾輩は別に伝兵衛に恨もない＊から
＊彼の悪口をこのくらいにして、

302 我与传兵卫无冤无仇，◆就◆不多说他

的坏话，
Ｂ Ｂ-1

261
ところが教育のある君子の事だ＊か
ら＊、こんな事でおとなしく聞く訳
がない。

304
然而，那是些受过教育的人，这么几句

吩咐，他们是不会乖乖听话的。 Ｃ Ｃ

261

前申すごとく、ここへ引き越しの当
時は、例の空地に垣がない＊ので
＊、落雲館の君子は車屋の黒のごと
く、のそのそと桐畠に這入り込んで
きて、話をする、弁当を食う、笹の
上に寝転ぶ――いろいろの事をやっ
たものだ。

303

　如上所述，刚搬来时那片旷场上没有

围墙。落云馆的诸君子像车夫家的大黑

猫似的，悠然闯进桐树林，谈话呀，吃

饭呀，在嫩竹上打滚儿呀……干什么的
都有。

Ｃ Ｃ

262

吾輩のような猫ですら、時々は当家
の令嬢にからかって遊ぶくらいだ＊
から＊、落雲館の君子が、気の利か
ない苦沙弥先生にからかうのは至極
もっともなところで、

306

连咱家这猫都常常捉弄家中的小干金

玩呢。◆所以◆落云馆的君子捉弄昏庸

不堪的苦沙弥先生，这可是一万个应

该。

Ａ Ａ-36

262
しかも君子の談話だ＊から＊一風
違って、おめえだの知らねえのと云
う。

305
而且君子之言嘛，别具一格，诸如“你

小子”、“不摸门儿”等等。 Ｃ Ｃ

262
表門をがらりとあける＊から＊御客
かと思うと桐畠の方で笑う声がす
る。

305
大门哐啷一声开了，主人以为是有客

临门，却听到桐树园里发出笑声。 Ｃ Ｃ

262
いくら吠えても狂っても相手にせん
＊ので＊、しまいには犬も愛想をつ
かしてやめる、

306
小狗崽怎么嗥叫发疯，大骆驼也不理

睬，终于，狗崽厌倦，不再奔跑了。 Ｃ Ｃ

263

但し多少先方を怒らせるか、じらせ
るか、弱らせるかしなくては刺激に
ならん＊から＊、昔しからからかう
と云う娯楽に耽るものは人の気を知
らない馬鹿大名のような退屈の多い
者、もしくは自分のなぐさみ以外は
考うるに暇なきほど頭の発達が幼稚
で、しかも活気の使い道に窮する少
年かに限っている。

307

但是，如果不惹得对方有些恼火，焦急

或尴尬，就不成其为刺激。◆因此◆，

自古以来热衷于捉弄人的只有那些像

个昏官似的不懂人心、无聊透顶的家

伙，或是头脑简单，除了自己开心一切

都无暇顾及、而且有劲没处使的顽少。

Ａ Ａ-37

264
あまり長くなる＊から＊略する事に
致す。

308 但是说来话长，就此打住。 Ｃ Ｃ

265
しかしよく似ている＊から＊仕方が
ない、

308
然而，◆既然◆二者如此相似，◆又◆

有什么办法！
Ａ Ａ-24

265

四つ目垣の穴を潜り得る事は、いか
なる小僧といえどもとうてい出来る
気遣はない＊から＊乱入の虞は決し
てないと速定してしまったのであ
る。

309

不论多么小的毛孩子也没有可能从格

子眼里钻进来。◆于是◆，速速决断：

“绝无闯入之忧。” Ａ Ａ-38

266
もし追い懸けられたら逃げるのに、
少々ひまがいる＊から＊、予め逃げ
る時間を勘定に入れて、

310
假如遭到追击，需要一点时间逃跑，◆

因此◆，预先计算好了逃跑所需的时

间

Ａ Ａ-37

268
この戦争を記述する上において必要
である＊から＊やむを得ない。

311 是◆因为◆叙述这场战争有必要，◆才

◆尽管有碍视听，也不得已而为之。
Ａ Ａ-2

269

もっとも逆上は気違の異名で、気違
にならないと家業が立ち行かんと
あっては世間体が悪い＊から＊、彼
等の仲間では逆上を呼ぶに逆上の名
をもってしない。

313

的确，上火就是发疯的别名。不发疯，

就支撑不住家业，名声会不大好听。◆

因此◆，诗人们不以“上火”称之， Ａ Ａ-37

269
巣鴨へ入院せずに済むのは単に臨時
気違である＊から＊だ。 313

所谓上火，就是一时发疯，可以不进巢

鸭疯人院的人，就◆因为◆只是临时性

的发疯

Ａ Ａ-1

270

聞くところによればユーゴーは快走
船の上へ寝転んで文章の趣向を考え
たそうだ＊から＊、船へ乗って青空
を見つめていれば逆上受合である。

314

传说雨果曾躺在一艘快艇上构思作品；

◆因此◆，只要坐在船上凝视苍空，保

证会火往上攻。
Ａ Ａ-37

270
しかし金がない＊ので＊ついに実行
する事が出来なくて死んでしまった
のは気の毒である。

314
然而，此人◆因为◆没有钱，终于事未
竟而身先死，怪可怜的。” Ａ Ａ-1

271

いくらダムダムだって落雲館の運動
場から発射するのだ＊から＊、書斎
に立て籠ってる主人に中る気遣はな
い。

316

管什么达姆不达姆的，◆因为◆是从落

云馆的运动场发射，自然，不须担心会

射中躲在书房里的我家主人。
Ａ Ａ-1

271
なぜ頭が禿げるかと云えば頭の営養
不足で毛が生長するほど活気がない
＊から＊に相違ない。

316
为什么头秃了呢？一定是◆由于◆头

部营养不良，缺乏生长头发的足够活
力。

Ａ Ａ-15

271
逆上の説明はこのくらいで充分だろ
うと思う＊から＊、これよりいよい
よ事件に取りかかる。

315
　关于上火的阐述，说这些已经足够了

吧！下文即将叙述事件的经纬。 Ｃ Ｃ

271
さてイスキラスも作家である＊から
＊自然の 勢禿げなくてはならん。

316 伊索克拉底斯也是一名作家，自然的趋

势，也要秃头的。
Ｃ Ｃ

272

海老の鬼殻焼はあるが亀の子の甲羅
煮は今でさえないくらいだ＊から
＊、当時は無論なかったに極ってい
る。

317

带皮烤大虾倒是有的，而带壳炖小乌

龟，时至今日还不曾有过，这在当年，
肯定更是没有的事了。

Ｃ Ｃ
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273

生憎作家の頭の方が亀の甲より軟ら
かであったものだ＊から＊、禿はめ
ちゃめちゃに砕けて有名なるイスキ
ラスはここに無惨の 後を遂げた。

317

偏偏作家的脑壳比不上乌龟壳硬，◆便

◆被砸了个稀巴烂，著名的伊索克拉底

斯便悲惨地一命呜呼了。
Ｂ Ｂ-2

273
迷亭が来た＊から＊、迷亭に雁が食
いたい、雁鍋へ行って誂らえて来い
と云うと、

318
迷亭先生也来了。咱家说：“我想吃雁

肉，你去飞禽餐馆叫一道菜来！” Ｃ Ｃ

273

蕪の香の物と、塩煎餅といっしょに
召し上がりますと雁の味が致します
と例のごとく茶羅ッ鉾を云う＊から
＊、大きな口をあいて、うーと唸っ
て嚇してやったら、

318

迷亭像往常一样胡扯一通说：“把酱菜

和咸煎饼掺合起来吃，就有雁肉味。”

咱家张开大口，哼的一声，吓唬他一下
子。

Ｃ Ｃ

273

いきなり後架から飛び出して来て、
吾輩の横腹をいやと云うほど蹴た＊
から＊、おやと思ううち、 318

想不到他竟从厕所里窜了出来，照咱家

的小肚子很蹴一脚。咱家刚嗷的叫了一

声，他已经趿拉着轻便木屐从栅栏门绕

过去 向落云馆跑去

Ｃ Ｃ

273
吾輩は急にからだが大きくなった＊
ので＊、椽側一杯に寝そべって、

318 咱家◆因◆突然体魄变大，一躺下，占

满了整个檐廊。
Ａ Ａ-10

274
吾輩は虎から急に猫と収縮したのだ
＊から＊何となく極りが悪くもあ
り、おかしくもあったが、

318
咱家一下子由老虎缩小成为猫，◆总◆

有些沮丧，又有点好笑。 Ｂ Ｂ-15

275
私も人間である＊から＊時には大き
な声をして歌などうたって見たくな
る事がある。

320
我也是个人，有时非常想放开喉咙唱个

歌什么的， Ｃ Ｃ

276

こう云う訳だ＊から＊諸君もなるべ
く公徳を守って、いやしくも人の妨
害になると思う事は決してやっては
ならんのである。……」

321

这时候，我总是要克己的。依次类推，

诸君也应尽量遵守公德。假如自己觉得
那是有碍于人的事，就决不要做……”

Ｃ Ｃ

277

濡れ手拭を頂いて、炬燵にあたらな
くとも、樹下石上を宿としなくとも
大丈夫だろうと鑑定した＊から＊、
にやにやと笑ったのである。

321

料想不再头蒙湿毛巾顶在暖炉上、不再

睡在树下石上，也不会有事的。◆因此
◆才嗤嗤地笑了。

Ａ Ａ-37

278

米国は突飛な事ばかり考え出す国柄
である＊から＊、砲隊と間違えても
しかるべき、近所迷惑の遊戯を日本
人に教うべくだけそれだけ親切で
あったかも知れない。

323

美国是个专能想些花花点子的国度，说

不定正因为肯把被误认为炮弹也无妨、

而且扰得四邻不安的游戏教给日本，才

表现出足够的感情哩！

Ｃ Ｃ

279

ダムダム弾は近来諸所で製造するが
随分高価なものである＊から＊、い
かに戦争でもそう充分な供給を仰ぐ
訳に行かん。

324

近来各地都在制造达姆弹，价格十分昂

贵。虽然是战争，也很难指望大量供

应；
Ｃ Ｃ

282
目的が遊戯にあるのではない、戦争
に存するのだ＊から＊、わざとダム
ダム弾を主人の邸内に降らせる。

325
◆因为◆球手之意不在玩，而在于战。

他们故意将达姆弹射进主人的院落。 Ａ Ａ-1

282
奥歯で囓潰した癇癪玉が炎となって
鼻の穴から抜ける＊ので＊、小鼻
が、いちじるしく怒って見える

328
他气势汹汹，仿佛用大牙咬响了摔炮，

烈火从鼻孔窜了出来，◆因此◆，鼻翅

猛烈地煽动

Ａ Ａ-37

284
――広い学校の事です*から＊どうも
世話ばかりやけて仕方がないです。 330

学校太大，◆总◆是叫人太操心，没办
法。 Ｂ Ｂ-15

284
で運動は教育上必要なものでありま
す＊から＊、どうもこれを禁ずる訳
には参りかねるので。

331
不过，运动是教育上必需的课程，◆总
◆不好禁止的。 Ｂ Ｂ-15

284

下女は「へえ」と答えが、あまり庭
前の光景が妙なのと、使の趣が判然
しないのと、さっきからの事件の発
展が馬鹿馬鹿しい＊ので＊、立ちも
せず、坐りもせずにやにや笑ってい
る。

329

女仆虽然答应了一声“是”，但是，◆由
于◆前庭光景奇怪，出使的目的不清，

事件的经过自始至终都十分无聊，她◆
便◆站也不是，坐也不是，只是嘻嘻地
笑着。

Ａ Ａ-16

285
ではこの生徒はあなたに御引き渡し
申します＊から＊お連れ帰りを願い
ます。

331
那么，这名学生交给你，托你带他回去
吧！ Ｃ Ｃ

285

瑣談繊話と思ってうっかりと読んで
いたものが忽然豹変して容易ならざ
る法語となるんだ＊から＊、決して
寝ころんだり、足を出して五行ごと
に一度に読むのだなどと云う無礼を
演じてはいけない。

332

认为是琐谈闲话而漫然浏览的读者感

到陡然一变，成了不易读懂的经典之

作。这◆就◆决不容许躺着看或伸着腿

一目十行等丑态表演，
Ｂ Ｂ-1

285

吾輩はすでに小事件を叙し了り、今
また大事件を述べ了った＊から＊、
これより大事件の後に起る余瀾を描
き出だして、全篇の結びを付けるつ
もりである。

332

咱家既写完了小风波，现在又写完了

大事件，下面想描绘一下大事件发生后

的余波，作为全篇的结尾。 Ｃ Ｃ

286

柳宗元は韓退之の文を読むごとに薔
薇の水で手を清めたと云うくらいだ
＊から＊、吾輩の文に対してもせめ
て自腹で雑誌を買って来て、友人の
御余りを借りて間に合わすと云う不
始末だけはない事に致したい。

332

据说柳宗元每当读韩愈的文章，甚至先

用蔷薇花泡水净手。◆那么◆，但愿读

者对待咱家的文章，至少能自己掏腰包

买本杂志，切莫干出那种没规矩的事―

―凑凑付付，借朋友的书看。

Ａ Ａ-39

286
大事件のあった翌日、吾輩はちょっ
と散歩がしたくなった＊から＊表へ
出た。

332
发生大事件的第二天，咱家想散散步，

◆便◆来到门外。 Ｂ Ｂ-2

287

――とか何とか、いろいろ小生意気
な事を云う＊から＊、そんなら実業
家の腕前を見せてやろう、と思って
ね。

334

说了种种狂话，我想，那就让他尝尝实

业家的厉害！ Ｃ Ｃ

287
「どうも損得と云う観念の乏しい奴
です＊から＊無暗に痩我慢を張るん
でしょう。

334
“总之，他是个不识好歹的家伙，不过

是在逞能罢了！ Ｃ Ｃ

287
昔からああ云う癖のある男で、つま
り自分の損になる事に気が付かない
んです＊から＊度し難いです」

334
他从早就有这个毛病，分明自己吃了

亏，却一点儿都不觉察，真是不可理

喻 ”

Ｃ Ｃ

287
近来は金田の邸内も珍らしくなく
なった＊から＊、滅多にあちらの方
角へは足が向かなかったが、

333
近来金田府上平淡无奇，◆因此◆咱家

很少走过。 Ａ Ａ-39

287

金田君は探偵さえ付けて主人の動静
を窺がうくらいの程度の良心を有し
ている男だ＊から＊、吾輩が偶然君
の談話を拝聴したって怒らるる気遣
はあるまい。

333

金田老板可是个“有良心的人”，甚至派

密探去侦察主人的动向。◆那么◆，咱

家偶然窃听他的谈话，料想他还不至于

发火吧？

Ａ Ａ-39

287
鈴木にも久々だ＊から＊余所ながら
拝顔の栄を得ておこう。

333 铃木先生也阔别已久，不妨暗暗跟随，

一谒尊颜吧。
Ｃ Ｃ

291
「来ないようにするったって、来る
＊から＊仕方がないさ」

338 “不叫他们进来？可他们要来呀，有什

么办法！”
Ｃ Ｃ

291
「ちょっとボールが這入りました＊
から＊、取らして下さい」

337 “球落进院子啦，请允许我去取。” Ｃ Ｃ

291
「ちょっとボールが這入りました＊
から＊取らして下さい」

338 “球落进院子啦，请允许我去取。” Ｃ Ｃ
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292
今ちょっとボールが飛びました＊か
ら＊、裏口へ廻って、取ってもいい
ですか」

339
刚才球飞进来了，我转到便门去拾球，

可以吗？” Ｃ Ｃ

293
鈴木君はもう大概訪問の意を果した
と思った＊から＊、それじゃ失敬ち
と来たまえと帰って行く。

339
铃木约觉自己已经完成了出访的使命，

◆便◆说：“那么，告辞了。有空来串

门 ”然后走了

Ｂ Ｂ-2

293
こう覚った＊から＊平生かかりつけ
の甘木先生を迎えて診察を受けて見
ようと云う量見を起したのである。

340
有念及此，◆便◆想请平素常去就诊的

甘本医生来给瞧瞧。 Ｂ Ｂ-2

294

甘木先生も驚ろいたが、そこは温厚
の長者だ＊から＊、別段激した様子
もなく、「利かん事もないです」と
穏かに答えた。

340

甘木医生也有点吃惊。可他是一位温厚

的长者，并没有怎么激动，缓缓地说：
“不会没有效力的。”

Ｃ Ｃ

295
吾輩は今までこんな事を見た事がな
い＊から＊心ひそかに喜んでその結
果を座敷の隅から拝見する。

342
咱家还从来没有见识过这样场面，不免

心里偷偷地乐，蹲在墙角瞧着结果如
何。

Ｃ Ｃ

295

なぜ哲学者と云うと、何も迷亭のよ
うに自分で振り散らす＊から＊では
ない、ただ主人と対話する時の様子
を拝見しているといかにも哲学者ら
しく思われるからである。

343

若问为什么？咱家可不像迷亭那样胡

吹乱嗙，只是看他和主人谈话时的风

度，令人总觉得他像个哲学家。 Ｃ Ｃ

296
しかし奥行きがない＊から＊落ちつ
きがなくって駄目だ。

344 但是，太浅薄，不稳重，是块废料。 Ｃ Ｃ

296
ただありがたい事に人を羨む気も起
らん＊から＊、それだけいいね」

344 值得庆幸的是一我无心羡慕别人，惟有

这一点还好。”
Ｃ Ｃ

296 しかし食うている＊から＊大丈夫。 344 不过，没有饿肚子，死不了， Ｃ Ｃ

296

なぜ哲学者と云うと、何も迷亭のよ
うに自分で振り散らすからではな
い、ただ主人と対話する時の様子を
拝見しているといかにも哲学者らし
く思われる＊から＊である。

343

若问为什么？咱家可不像迷亭那样胡

吹乱嗙，只是看他和主人谈话时的风

度，令人总觉得他像个哲学家。 Ｃ Ｃ

297
人間はいろいろだ＊から＊、そう自
分のように人にもなれと勧めたっ
て、なれるものではない。

345
人嘛，各有千秋。即使哀求别人都变成

你那样的人，也是不成的。 Ｃ Ｃ

298
向に檜があるだろう。あれが目障り
になる＊から＊取り払う。

346 对面有一棵扁柏树吧？它太妨碍视线，
◆就◆砍掉它。

Ｂ Ｂ-1

298
寡人政治がいかん＊から＊、代議政
体にする。

347 寡头政治不好，◆就◆改为代议制 Ｂ Ｂ-1

299
代議政体がいかん＊から＊、また何
かにしたくなる。

347 代议制也不好，◆就◆想再换个什么制
度。

Ｂ Ｂ-1

302

その頃は小供の事で今のように色気
もなにもなかったものだ＊から＊、
痒い痒いと云いながら 無暗に顔中引
き掻いたのだそうだ。

351

当时年小，不像今天这样图什么漂亮不

漂亮。他一边叨咕着：“痒呀，痒呀”，一

边往脸上乱搔。
Ｃ Ｃ

302

いくら功徳になっても訓戒になって
も、きたない者はやっぱりきたない
ものだ＊から＊、物心がついて以来
と云うもの主人は大にあばたについ
て心配し出して、あらゆる手段を尽
してこの醜態を揉潰そうとした。

351

不管如何做了功德，又垂训于人，但肮

脏毕竟还是肮脏。长大成人之后，他对

这张麻脸非常发愁，想尽各种方法要消

除这种丑态。
Ｃ Ｃ

303

あんな偏屈な男はとうてい猫の忠告
などを聴く気遣はない＊から＊、ま
あ勝手にさせたらよかろうと五六日
は近寄りもせずに暮した。

352

然而，那么乖僻的人毕竟不肯听从敝猫

的劝告。那◆就◆悉听尊便吧！因此，

五六天来，咱家离他远远地打发着时
光

Ｂ Ｂ-1

304
本人に聞いて見ない事だ＊から＊頓
とわからない。

353 咱家不曾向主人请教，◆也◆就一无所
知。

Ｂ Ｂ-3

305
あえて他人に害を及ぼすほどの事で
ない＊から＊、誰も何とも云わな
い。

354
但却◆因为◆是于人无害的小事，别人

◆也◆就不说什么， Ａ Ａ-5

305
この鏡ととくに云うのは主人のうち
にはこれよりほかに鏡はない＊から
＊である。

354
◆所以◆强调指出“那一面”，◆是因为
◆主人家里除此之外再也没有第二面

镜子。

Ａ Ａ-43

305

なろう事なら顔まで毛を生やして、
こっちのあばたも内済にしたいくら
いなところだ＊から＊、ただで生え
る毛を銭を出して刈り込ませて、私
は頭蓋骨の上まで天然痘にやられま
したよと吹聴する必要はあるまい。

354

但愿毛发长到脸上，将那儿的麻坑也遮

掩起来。自然生长的毛发，何必花钱剪

短，向人们声张：“瞧呀，我已经水痘升
天啦！”

Ｃ Ｃ

307
御三が聞いたらさぞ怒るだろう＊か
ら＊、御三はこのくらいにしてまた
主人の方に帰るが、

356
这些话如果被她听去，定要发火的。◆

那么◆，就此打住，回到主人的话题。 Ａ Ａ-39

307
その骨格通りにふくれ上がるのだ＊
から＊、まるで水気になやんでいる
六角時計のようなものだ。

356
伴同那楞角一添膘，◆就◆像一座浮肿

的六角钟了。 Ｂ Ｂ-1

307

和尚からからと笑いながらそうか、
それじゃやめよ、いくら書物を読ん
でも道はわからぬのもそんなもの
じゃろと 罵 ったと云う＊から＊、
主人もそんな事を聞き 噛って風呂場
から鏡でも持って来て、したり顔に
振り廻しているのかも知れない。

355

和尚哈哈大笑，嚷道：“是吗？那就算了

吧！这就像任你读破书万卷也不会得

道，大概是一个道理吧！”说不定主人

根据这么点道听途说，便将镜子从浴池

中拿了出来，摆出洋洋自得的样子。

Ｃ Ｃ

310

いくら仕てやりたくても、貰いたく
ても、出来ない相談である。それだ
＊から＊古来の豪傑はみんな自力で
豪傑になった。

358

再怎么想研究别人或盼着别人研究自

己，都是无稽之谈。◆因此◆，自古英
雄无不靠自己。

Ａ Ａ-37

310

彼の眼玉がかように晦渋溷濁の悲境
に彷徨しているのは、とりも直さず
彼の頭脳が不透不明の実質から構成
されていて、その作用が暗憺溟濛の
極に達している＊から＊、

360

他的眼珠◆之所以◆彷徨在如此昏冥

混浊的苦海，完全◆是由于◆他那不透

明的头脑所决定；并且其影响已经达到

了暗淡溟濛之极致，自然要呈现于形体

之上，要给茫然不知的母亲带来不必要

的忧愁！

Ａ Ａ-45

310

して見ると彼の眼は彼の心の象徴
で、彼の心は天保銭のごとく穴があ
いている＊から＊、彼の眼もまた天
保銭と同じく、大きな割合に通用し
ないに違ない。

360

可见，主人的眼睛是他心灵的象征。他

的心像天宝年间的铜钱一样有个空洞，

◆那么◆，他的眼睛也一定像天宝铜钱

一样，虽然大，却不中用。

Ａ Ａ-45

314

熱心は成効の度に応じて鼓舞せられ
るものである＊から＊、吾が髯の前
途有望なりと見てとって主人は朝な
夕な、手がすいておれば必ず髯に
向って鞭撻を加える。

360

愈有成效，就愈受鼓舞。主人认清自己

的胡须前途光明，便朝朝暮暮，只要得

闲，定要对它们进行鞭打。 Ｃ Ｃ

315
主人がこの手紙に敬服したのも意義
が明瞭である＊から＊ではない。

366 主人敬佩这一封信，同样也不是◆由于
◆看懂了信中内容，

Ａ Ａ-15

315

だから主人がこの文章を尊敬する唯
一の理由は、道家で道徳経を尊敬
し、儒家で易経を尊敬し、禅家で臨
済録を尊敬すると一般で全く分らん
＊から＊である。

366

因此，主人尊敬这封书信的惟一理由，

如同道家之尊敬《道德经》、儒家之尊敬

《易经》、禅门之尊敬《临济录》，◆只因

◆大多一窍不通。

Ａ Ａ-32
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315

どこの雑誌へ出しても投書になる価
値は充分あるのだ＊から＊、頭脳の
不透明をもって鳴る主人は必ず寸断
寸断に引き裂いてしまうだろうと思
のほか、打ち返し打ち返し読み直し
ている。

365

不论向任何刊物投稿，都有充分的资格

遭到废弃，◆因此◆，以头脑不清而驰
名的主人，定要将它撕得粉碎的。不

料，他竟翻来复去地读个没完。
Ａ Ａ-37

316
但し全然分らんでは気がすまん＊か
ら＊勝手な註釈をつけてわかった顔
だけはする

366
然而，一窍不通又说不过去，◆于是

◆，便胡乱注释，装成懂了的样子。 Ａ Ａ-15

317
ことに見ず知らずの年長者が頑と構
えているのだ＊から＊上座どころで
はない。挨拶さえ碌には出来ない。

368
特别是见到一位素昧平生的长老气呼

呼地坐在那里，他不仅不敢坐在上座，

连请安都难得说出口了

Ｃ Ｃ

318

主人は交際の狭い、無口な人間であ
る上に、こんな古風な爺さんとはほ
とんど出会った事がないのだ＊から
＊、 初から多少場うての気味で辟
易していたところへ、滔々と浴びせ
かけられたのだから、朝鮮仁参も飴
ん棒の状袋もすっかり忘れてしまっ
てただ苦しまぎれに妙な返事をす
る。

369

　主人既然是个交际不广、言语迟钝的

人，而且不曾见过这样旧式的老人，一

开始◆就◆有点怯阵。正畏缩不前，又

听老人家滔滔不绝地讲了一大套，什么

朝鲜人参，什么棒糖幌子似的信封，全

都忘得干干净净，只得带着哭腔，说些

莫名其妙的答话。

Ｂ Ｂ-1

318

主人は交際の狭い、無口な人間であ
る上に、こんな古風な爺さんとはほ
とんど出会った事がないのだから、
初から多少場うての気味で辟易し

ていたところへ、滔々と浴びせかけ
られたのだ*から*、朝鮮仁参も飴ん
棒の状袋もすっかり忘れてしまって
ただ苦しまぎれに妙な返事をする。

369

　主人既然是个交际不广、言语迟钝的

人，而且不曾见过这样旧式的老人，一

开始就有点怯阵。正畏缩不前，又听老

人家滔滔不绝地讲了一大套，什么朝鲜

人参，什么棒糖幌子似的信封，全都忘

得干干净净，只得带着哭腔，说些莫名

其妙的答话。

Ｃ Ｃ

318

「私も……私も……ちょっと伺がう
はずでありましたところ……何分よ
ろしく」と云い終って頭を少々畳か
ら上げて見ると老人は 未だに平伏し
ている＊ので＊、はっと恐縮してま
た頭をぴたりと着けた。

370

我・・・・・・我・・・・・・本应登门拜
访・・・・・・请多海涵・・・・・・说罢，微微从
床席上抬起头来，只见长者还在扣头，
吓了一跳，慌忙又头拱床席了。 Ｃ Ｃ

320
苦沙弥君、伯父はね。今度赤十字の
総会がある＊ので＊わざわざ静岡か
ら出て来てね、

370
苦沙弥兄！伯父嘛，◆因为◆这次红十

字会召开全体大会，他特地从静冈赶来
的呀。

Ａ Ａ-1

321
この甲割が鉄だものだ＊から＊、磁
力の器械が狂って大騒ぎさ」 373

◆因为◆这把劈盔刀是铁的，害得试验
室里的磁力装置全部失灵，惹了个大乱
子哪。”

Ａ Ａ-1

321
苦沙弥君、今日帰りにちょうどいい
機会だ＊から＊大学を通り抜けるつ
いでに理科へ寄って、

373
苦沙弥兄！今天开会回来，路过大学，

真是个绝妙的好机会，◆就◆顺便去了
理学部

Ｂ Ｂ-1

321
性のいい鉄だ＊から＊決してそんな
虞れはない」

373 这是建武时代的优质铁，绝不会有如此

风险的！”
Ｃ Ｃ

321
現に寒月がそう云った＊から＊仕方
がないです」

373 寒月兄刚刚说过，有什么办法！” Ｃ Ｃ

321
「兜を割る＊ので＊、――敵の目が
くらむ所を撃ちとったものでがす。

372 “用来砍敌人的盔甲……当年趁敌人两

眼昏花的工夫得到了这件宝，
Ｃ Ｃ

322

昔はそれと違って侍は皆命懸けの商
買だ＊から＊、いざとう時に 狼狽せ
ぬように心の修業を致したもので、 373

从前就不同。武士们干的都是玩命营

生。他们平素就在养心，一旦有事，绝

不慌张。
Ｃ Ｃ

323
客があっても取次に出ないくらい心
を置き去りにしているんだ＊から＊
大丈夫ですよ」

375
连客人来，都不去迎接，把心搁在什么
地方了。◆所以◆，他没事儿。” Ａ Ａ-36

323
伯父さんは自分が楽なからだだもん
だ＊から＊、人も遊んでると思って
いらっしゃるんでしょう」

375
伯父自己一身轻闲，◆所以◆认为别人
也都在玩吧？” Ａ Ａ-36

323
「そう、粗忽だ＊から＊修業をせん
といかないと云うのよ、

375 看，你太粗心，◆就◆凭这点儿，我说

你非修养不可。
Ｂ Ｂ-1

324
今日はこれからすい原へ行く約束が
ある＊から＊、わしはこれで御免を
蒙ろう」

375
今天约定去见杉（读沙）原，我◆就◆不
能奉陪了。” Ｂ Ｂ-1

325
「君独仙の説を聞いた事があるのか
い」と主人は剣呑だ＊から＊念を推
して見る。

378
“你听过独仙的讲演吗？”主人心慌意

乱，叮问了一句。 Ｃ Ｃ

325

今主人が鹿爪らしく述べ立てている
議論は全くこの八木独仙君の受売な
のである＊から＊、知らんと思った
迷亭がこの先生の名を間不容髪の際
に持ち出したのは暗に主人の一夜作
りの仮鼻を挫いた訳になる。

378

主人刚才一本正经宣传的那一套，正是

从八木独仙那里现买现卖的。迷亭以为

主人不知道那位哲学家，在千钧一发之

际指出这位先生的名字，不消说，这暗

暗地使主人临时乔装的假相受挫了。

Ｃ Ｃ

326
いつまで立っても同じ事を繰り返し
てやめない＊から＊、僕が君もう寝
ようじゃないかと云うと、

378
◆因为◆他总是重重复复，说个没完没

了，我◆就◆说：‘你也该休息了吧？’ Ａ Ａ-4

326
「まあそんな贔負がある＊から＊独
仙もあれで立ち行くんだね。

378 噢，◆正因为◆有人捧场，独仙◆才◆
混得下去啊！

Ａ Ａ-48

326
「真理はそう変るものじゃない＊か
ら＊、変らないところがたのもしい
かも知れない」

378
“真理不是那么乱变的，也许◆正因为

◆不变，◆才◆值得信赖哩！” Ａ Ａ-48

326
それから仕方がない＊から＊台所へ
行って紙片へ飯粒を貼ってごまかし
てやったあね」

379
后来，我没什么办法，◆就◆到厨房

去，在纸片上粘些饭粒来唬弄他。” Ｂ Ｂ-1

326
仕方がない＊から＊君は眠くなかろ
うけれども、僕の方は大変眠いのだ
から、どうか寝てくれたまえ

378
还好，我几乎央求他睡下。我说：‘怎么

办！你大概不睏，可我睏极了。面子事
儿 睡吧！’

Ｃ Ｃ

326
仕方がないから君は眠くなかろうけ
れども、僕の方は大変眠いのだ*から
*、どうか寝てくれたまえ

378
还好，我几乎央求他睡下。我说：‘怎么

办！你大概不睏，可我睏极了。面子事
儿 睡吧！’

Ｃ Ｃ

326

「これは舶来の膏薬で、近来独逸の
名医が発明した＊ので＊、印度人な
どの毒蛇に噛まれた時に用いると即
効があるんだ＊から＊、これさえ
貼っておけば大丈夫だと云ってね」

379

“‘这是洋膏药， 近德国的一位名医发

明的。印度人一被毒蛇咬伤，用上这贴

膏药就立见功效。’我对他说：‘贴上这

帖膏药，保你平安。’”

Ｃ Ｃ

326

「これは舶来の膏薬で、近来独逸の
名医が発明した＊ので＊、印度人な
どの毒蛇に噛まれた時に用いると即
効があるんだから、これさえ貼って
おけば大丈夫だと云ってね」

379

“‘这是洋膏药， 近德国的一位名医发

明的。印度人一被毒蛇咬伤，用上这贴

膏药就立见功效。’我对他说：‘贴上这

帖膏药，保你平安。’”

Ｃ Ｃ

327
「……すると独仙君はああ云う好人
物だ＊から＊、全くだと思って安心
してぐうぐう寝てしまったのさ。

379
后来，◆因为◆独仙先生是个大好人，

认为我说得有理，便安心地酣然大睡
了。

Ａ Ａ-1

327
「実はその時大に感心してしまった
＊から＊、僕も大に奮発して修養を
やろうと思ってるところなんだ」

379
“说真的，当时我非常感动，◆也◆立

志发奋要修养一番呢。” Ｂ Ｂ-3

327
一体君は人の言う事を何でもかでも
正直に受ける＊から＊いけない。

380 你总是太相信别人的话，这不行。 Ｃ Ｃ
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328
ややともすると人を誘い出す＊から
＊悪い。

381 可他动不动就勾引别人，◆所以◆很
坏。

Ａ Ａ-36

328
それに先生時々せき込むと間違えて
電光影裏を逆さまに春風影裏に電光
をきると云う＊から＊面白い。

380
而且，这位先生一着急，就把全句错念

成‘春风影里斩电光’，真逗！ Ｃ Ｃ

328
ところが和尚泰然として平気だと云
う＊から＊、よく聞き合わせて見る
とから聾なんだね。

381
听说那位和尚却安然无恙，若无其事。

仔细一打听，原来他是个十足的聋子。 Ｃ Ｃ

328
あれが十年前からの御箱なんだ＊か
ら＊おかしいよ。

380 那是他十年前的拿手戏，真好笑。 Ｃ Ｃ

329

死んだのは腹膜炎だが、腹膜炎に
なった原因は僧堂で麦飯や万年漬を
食ったせいだ＊から＊、つまるとこ
ろは間接に独仙が殺したようなもの
さ」

381

致命原因是腹膜炎，但是造成腹膜炎的

原因，是◆由于◆在佛堂里吃大麦饭和

咸菜。归根结底，等于独仙间接杀害了
他。”

Ａ Ａ-15

329
もっとも汽車の方で留ってくれた＊
から＊一命だけはとりとめたが、

381 不错，火车刹住了闸保住了他的一条小
命。

Ｃ Ｃ

330
あの食意地と禅坊主のわる意地が併
発したのだ＊から＊助からない。

382 ◆因为◆是贪吃加上出家人坏心肠的

合并症，这◆就◆没救了。
Ａ Ａ-4

330
それで何でも世人が迷ってる＊から
＊ぜひ救ってやりたいと云うので

383 他说世人多半陷于迷津，一定要普渡众
生。

Ｃ Ｃ

331
毎回必ず食物の事がかいてある＊か
ら＊奇妙だ。

384 每信必写用餐之事，真是出奇！ Ｃ Ｃ

332

主人の尻の重いに反して迷亭はまた
すこぶる気軽な男である＊から＊、
御三の取次に出るのも待たず、通れ
と云いながら隔ての中の間を二た足
ばかりに飛び越えて玄関に躍り出し
た。

385

主人屁股很沉；相反迷亭先生却是个沉

不住气的人，不等女仆出去迎客，已经

边问“是谁”，边两步窜出堂屋，跑到门
口。

Ｃ Ｃ

332

後に狂人の作にこれほど感服する
以上は自分も多少神経に異状があり
はせぬかとの疑念もある＊ので＊、
立腹と、慚愧と、心配の合併した状
態で何だか落ち付かない顔付をして
控えている

384

后，既然对狂人作品那么赞许，自己

是否也有点神经异常？◆因而◆又有

些怀疑。愤怒、羞惭与疑虑，三者迸发，

总有些如坐针毡。
Ａ Ａ-35

333
もっとも手錠をはめているのだ＊か
ら＊、出そうと云っても出る気遣は
ない。

386
毋须说，◆因为◆他戴了手铐，叫他拿

出手来也办不到。 Ａ Ａ-1

333
人のうちへ這入った以上は書生同様
取次を務める＊から＊はなはだ便利
である。

385
但他来者安之，主动担负起书童的接待

任务，倒◆也◆带来了方便， Ｂ Ｂ-3

333
泥棒の方が虎蔵君より男振りがいい
＊ので＊、こっちが刑事だと早合点
をしたのだろう。

386
他大概是觉得偷儿比虎藏先生长得更

加仪表堂堂，◆便◆贸然断定他是刑
警。

Ｂ Ｂ-2

334
それでね、下げ渡したら請書が入る
＊から＊、印形を忘れずに持ってお
いでなさい。

387
还有，退还时要交一份收条，去的时候

别忘了带图章…… Ｃ Ｃ

334

主人のおやじはその昔場末の名主で
あった＊から＊、上の者にぴょこ
ぴょこ頭を下げて暮した習慣が、因
果となってかように子に酬ったのか
も知れない。

386

◆因为◆主人的老子昔日曾是荒郊村

长，过惯了对上峰弯腰施礼的生活，说

不定这种秉性又传给了儿子呢。 Ａ Ａ-1

334
手が出せないので、門をしめる事が
出来ない＊から＊開け放しのまま
行ってしまった。

387
偷儿手被铐着，不能关门，门儿◆只得
◆依然敞着。 Ｂ Ｂ-8

334
手が出せない＊ので＊、門をしめる
事が出来ないから開け放しのまま
行ってしまった。

387
偷儿手被铐着，不能关门，门儿只得依
然敞着。 Ｃ Ｃ

335
「刑事だ＊から＊あんななりをする
んじゃないか」

388 “◆正因为◆是刑警，◆才◆是那种派

头哪！”
Ａ Ａ-48

335
君は巡査だけに鄭寧なんだ＊から＊
困る」

387 你只对刑警恭恭敬敬，这◆就◆不怎么

样了。”
Ｂ Ｂ-1

335
「刑事だ＊から＊そのくらいの事は
あるかも知れんさ」

389 “刑警嘛，也许会有这种姿态的。” Ｃ Ｃ

336
「行くとも、九時までに来いと云う
＊から＊、八時から出て行く」

389
“去呀！叫我九点以前到，我八点◆就

◆出发。”
Ｂ Ｂ-1

338
非凡は気狂の異名である＊から＊、
まずこれも同類にしておいて構わな
い。

393
非凡乃是狂人的别名，◆因此◆，可以

和疯子划为一类。 Ａ Ａ-37

338
「いいとも僕の学校は月給だ＊から
＊、差し引かれる気遣はない、大丈
夫だ」

390
“行啊！我们那个学校是发月薪，不会

扣我工资的，没事儿。” Ｃ Ｃ

339
気狂を標準にして自分をそっちへ引
きつけて解釈する＊から＊こんな結
論が出るのである。

392
◆因为◆自己总是以疯人为标准，让自

己向疯子看齐，◆所以◆才得出那样的

结论

Ａ Ａ-7

341

その中で多少理窟がわかって、分別
のある奴はかえって邪魔になる＊か
ら＊、瘋癲院というものを作って、
ここへ押し込めて出られないように
するのではないかしらん。

393

说不定其中有些人略辨是非、通情达

理，反而成为障碍，◆才◆创建了疯人

院，把那些人关了进去，不叫他们再见
天日。

Ｂ Ｂ-6

341

現在連れ添う細君ですら、あまり珍
重しておらんようだ＊から＊、その
他は推して知るべしと云っても大し
た間違はなかろう。

396

现在，连陪伴在身边的妻子都似乎对他

不大敬重，至于其他人，若说“可想而
知”，也没有多大出入吧！

Ｃ Ｃ

342
何が無意義であるかと云うと、この
細君は単に掃除のために掃除をして
いる＊から＊である。

397
若问为什么说毫无意义，咱家就告诉

他：◆因为◆女主人不过是为了扫除而

扫除罢了

Ａ Ａ-1

342

本人において存外な考え違をして、
全く年廻りのせいで細君に好かれな
いのだなどと理窟をつけていると、
迷の種である＊から＊、自覚の一助
にもなろうかと親切心からちょっと
申し添えるまでである。

396

然而主人总是把事情想得乖谬，硬编理

由说，妻子之所以不喜欢他，完全因为

他年事已高。这是他糊涂的根源。咱家

为了促其觉醒，不过从关心的角度出发

略抒己见罢了。

Ｃ Ｃ

342

一体掃除の目的は運動のためか、遊
戯のためか、掃除の役目を帯びぬ吾
輩の関知するところでない＊から
＊、知らん顔をしていれば差し支え
ない様なものの、

397

究竟清扫的目的是为了运动，还是为了

游戏？咱家不负清扫之责，无须过问，
装作不知便是。 Ｃ Ｃ

342
告朔のき羊と云う故事もある事だ＊
から＊、これでもやらんよりはまし
かも知れない。

397
自古就有“告朔汽羊”①的故事嘛，说不

定比根本不扫要好些的。 Ｃ Ｃ

343
生れついてのお多角だ＊から＊人情
に疎いのはとうから承知の上だが、

398 她生来就摆臭架子，早◆就◆了解她不
尽人情，

Ｂ Ｂ-1

343

こんな時に遠慮するのはつまらない
話だ、よしんば自分の望通りになら
なくったって元々で損は行かないの
だ＊から＊、思い切って朝飯の催促
をしてやろう、

398

这种节骨眼上还客气什么，即使不能如

愿以偿，也根本吃不了什么亏，◆便◆

下定决心，催她快吃早饭。 Ｂ Ｂ-2
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343
吾輩は主人と違って、元来が早起の
方だ＊から＊、この時すでに空腹に
なって参った。

397
咱家和主人不同，从来都习惯于早起。

此时，肚子已经饿得受不住。 Ｃ Ｃ

343
もう飯も汁も出来ているのだ*から＊
食わせてもよさそうなものだと思っ
た。

398
饭菜都已做好，大概可以进餐了吧！

Ｃ Ｃ

344
仕方がない＊から＊悄然と茶の間の
方へ引きかえそうとして

400 没办法，咱家◆便◆蹑手蹑脚地想回到
客室。

Ｂ Ｂ-2

344
夜中なぞでも、いくらこっちが用が
ある＊から＊開けてくれろと云って
も決して開けてくれた事がない。

399
夜里不管咱家怎么要去解手，她也不给

开门。 Ｃ Ｃ

344

そこが、ひもじい時の神頼み、貧の
ぬすみに恋のふみと云うくらいだ＊
から＊、たいていの事ならやる気に
なる。

399

然而，“饿极拜佛脚，贫极起盗心，爱极

写情书”，这种时候，什么事都干得出
的。

Ｃ Ｃ

345
「坊やちゃん、元禄が濡れる＊から
＊御よしなさい、ね」

401 “丫蛋！花布衫湿了，算了吧！嗯？” Ｃ Ｃ

345

顔を洗うと云ったところで、上の二
人が幼稚園の生徒で、三番目は姉の
尻についてさえ行かれないくらい小
さいのだ＊から＊、正式に顔が洗え
て、器用に御化粧が出来るはずがな
い。

400

说是洗脸，可是两个大的才上幼儿园，

三号的更小，只能跟在姐姐身后转，◆

因此◆，不可能正规地洗脸和灵巧地化

妆。
Ａ Ａ-37

345
地震がゆるたびにおもちろいわと云
う子だ＊から＊このくらいの事は
あっても驚ろくに足らん。

400
地震时每当大地颤动，她便呼喊：“太有

意西（思）啦！”像这样的孩子，纵使用

抹布揩脸 这点小事 又何足为奇

Ｃ Ｃ

345

さすがに長女は長女だけに、姉を
もって自ら任じている＊から＊、う
がい茶碗をからからかんと抛出して
「坊やちゃん、それは雑巾よ」と雑
巾をとりにかかる。

400

大小姐不愧是长女，担负起姐姐的职

责，哐啷一声摔了自己的漱口盂，说：

“丫蛋！那是抹布呀！”她急忙来夺抹
布。

Ｃ Ｃ

345
坊やちゃんもなかなか自信家だ＊か
ら＊容易に姉の云う事なんか聞きそ
うにしない。

400
丫蛋也是死犟死犟，不会那么轻易听从

姐姐的话。 Ｃ Ｃ

345

雑巾はこの時姉の手と、坊やちゃん
の手で左右に引っ張られる＊から
＊、水を含んだ真中からぽたぽた雫
が垂れて、容赦なく坊やの足にかか
る、足だけなら我慢するが膝のあた
りがしたたか濡れる。

400

抹布被姊妹二人，你拉我扯，从水分

多的中部嘀嗒嘀嗒地流出水来，毫不留
情地淋在小妹的脚上。如果只淋在脚

上，倒也罢了，把双膝也淋得湿漉漉
的。

Ｃ Ｃ

345
元禄で思い出した＊から＊ついでに
喋舌ってしまうが、

401 　从花布衫联想起一件事来，顺便啰嗦
几句。

Ｃ Ｃ

346

或る時などは「わたしゃ藁店 の子
じゃないわ」と云う＊から＊、よく
よく聞き糺して見ると 裏店と藁店を
混同していたりする。

401

有一次还说：“我可不是草绳铺里生

的。”仔细一打听，原来是把“草绳铺”

和“小胡同”读串了。
Ｃ Ｃ

346
元禄が冷たくては大変だ＊から＊、
御三が台所から飛び出して来て、雑
巾を取上げて着物を拭いてやる。

401
花布衫凉，那还了得！女仆从厨房里跑

了出来，拿起抹布给她擦。 Ｃ Ｃ

346

第一に突っ込んだ指をもって鼻の頭
をキューと撫でた＊から＊竪に一本
白い筋が通って、鼻のありかがいさ
さか分明になってきた。

401

她先用伸进瓶里的一根手指在鼻尖上

抹了一下，立刻出现一条竖道道，于

是，鼻子的轮廓有些清晰了。
Ｃ Ｃ

346

次に塗りつけた指を転じて頬の上を
摩擦した＊から＊、そこへもってき
て、これまた白いかたまりが出来
上った。

402

接着又用抹过鼻子的手指往脸上抹了
一下。无独有偶，那里又白花花的一

块。
Ｃ Ｃ

347
覚めている＊から＊、細君の襲撃に
そなうるため、あらかじめ夜具の中
に首もろとも立て籠ったのである。

402
◆正因为◆醒了，为了防御妻子的袭

击，◆才◆把脑袋整个钻进被窝里的。 Ａ Ａ-48

347

のみならず第二の「まだなんです
か、あなた」が距離においても音量
においても前よりも倍以上の勢を以
て夜具のなかまで聞えた＊から＊、
こいつは駄目だと覚悟をして、小さ
な声で うんと返事をした。

402

尤其是第二次问他“还不起来吗？

喂！”这时，不论从距离还是音量来

说，都以比前次近半之势传进被窝，他

这◆才◆明白，已经山穷水尽，小声应

道：“嗯！”

Ｂ Ｂ-6

347

しかし第一回の声は敷居の上で、少
くとも一間の間隔があった＊から
＊、まず安心と腹のうちで思ってい
ると、

402

第一次，妻子是在门口呼喊。他心想：

至少相距六尺远，没什么了不起。 Ｃ Ｃ

348

妻君はいつでもこの手を食って、起
きるかと思って安心していると、ま
た寝込まれつけている＊から＊、油
断は出来ないと「さあお起きなさ
い」とせめ立てる。

403

妻子常常上他的这份当：以为他会起

床，便放下心来，谁知他又酣然大睡。

◆因此◆，妻子觉着不可轻信，便又催
他：“喂，起床吧！”

Ａ Ａ-37

349
昨日は鏡の手前もある事だ＊から
＊、おとなしく独乙皇帝陛下の真似
をして整列したのであるが、

405
昨天◆由于◆照过镜子，胡须都服服贴

贴排列得整整齐齐。 Ａ Ａ-15

349
ただいまは関係がない＊から＊、だ
んだん成し崩しに紹介致す事にす
る。

404
暂且与本文无关，那◆就◆随时穿插，

断续介绍吧！ Ｂ Ｂ-1

351
探偵と云うものには高等な教育を受
けたものがない＊から＊事実を挙げ
るためには何でもする。

407
侦探这一行，◆因为◆没有人受过高等

教育，为了拿到真凭实据，什么事都干
得出

Ａ Ａ-1

351

下の方の戸棚は、布団の裾とすれす
れの距離にある＊から＊、起き直っ
た主人が眼をあきさえすれば、天然
自然ここに視線がむくように出来て
いる。

405

下边那个橱窗几乎和棉被的下角只有

咫尺之隔，起来端坐的主人只要睁开眼

睛，便自然地会将视线投向那里。 Ｃ Ｃ

352
伊藤博文でさえ逆か立ちをするくら
いだ＊から＊、大分県が宙返りをす
るのは当然である。

407
连伊藤博文都拿大顶，大分县翻筋斗◆
也◆是理所当然。 Ｂ Ｂ-3

353

この代物は欅か桜か桐か元来不明瞭
な上に、ほとんど布巾をかけた事が
ないのだ＊から＊陰気で引き立たざ
る事夥しい。

408

而主人的这个货色，究竟是山毛榉、樱

木？还是桐木的？压根就不清楚，而且

几乎从来没有擦过，◆因此◆，阴沉沉

的 极不显眼

Ａ Ａ-37

353

坊ばは当年とって三歳である＊から
＊、細君が気を利かして、食事のと
きには、三歳然たる小形の箸と茶碗
をあてがうのだが、坊ばは決して承
知しない。

410

丫丫当年三岁。妈妈动了脑筋，分给她
一套适用的小筷子、小碗。然而，丫丫

决不答应，她一定要抢来姐姐的碗，硬

要用那个拿不动的碗吃饭。

Ｃ Ｃ

354
使いこなせない者をむやみに使おう
とするのだ＊から＊勢暴威を逞しく
せざるを得ない。

410
◆因为◆硬要使用自己没法使用的食

具，用起来势必大逞威风。 Ａ Ａ-1

354

その因って来るところはかくのごと
く深いのだ＊から＊、決して教育や
薫陶で癒せる者ではないと、早くあ
きらめてしまうのがいい。

410

◆既然◆因袭已久，绝非靠教育和熏陶

便可以矫正，还是趁早断念的好。 Ａ Ａ-21
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354
急に襲撃を受けた＊ので＊三十度ば
かり傾いた。

410 ◆由于◆遭到突然袭击出现了三十度

倾斜，
Ａ Ａ-15

355
もともと小さ過ぎるのだ＊から＊、
一杯にもった積りでも、あんとあけ
ると三口ほどで食ってしまう。

411
那只碗本来就太小，即使盛得满满，一

动筷，也三两口就吃光。 Ｃ Ｃ

356

坊ばは固より薩摩芋が大好きであ
る。大好きな薩摩芋が眼の前へ飛ん
で来たのだ＊から＊、早速箸を抛り
出して、手攫みにしてむしゃむしゃ
食ってしまった。

412

丫丫本来就特别爱吃地瓜。◆既然◆特

别爱吃的地瓜飞到眼前，自然要放下筷

子，用手捡地瓜块，吧嗒吧嗒地吞下。 Ａ Ａ-21

358
「いいえ、ただあんまり御無沙汰を
した＊から＊、ちょっと上がった
の」

415
“没有。只是好久没见，◆才◆走一
趟。” Ｂ Ｂ-6

358

「今日は大祭日です＊から＊、朝の
うちにちょっと上がろうと思って、
八時半頃から家を出て急いで来た
の」

415

“今天过节，我◆就◆想早晨来一趟，

所以八点半就急忙走出家门了。” Ｂ Ｂ-1

358

「なあに品物が戻るのよ。取られた
ものが出た＊から＊取りに来いっ
て、昨日巡査がわざわざ来たもんで
すから」

415

“哪里！是返还失物呀。昨天警察特意

来告诉说，失盗的东西找到了，叫去认

领。”
Ｃ Ｃ

358
吾輩も日本の猫だ＊から＊多少の愛
国心はある。

413 咱家总算是个日本猫，多少有点爱国
心。

Ｃ Ｃ

360
こっちは心配だ＊から＊二度目にま
たおこすと、

416
我担心，◆才◆又叫了一遍。

Ｂ Ｂ-6

361
必要なものだ＊から＊会社も存在し
ているのだろう。

417 ◆只因◆有必要，保险公司◆才◆存
在。’

Ａ Ａ-33

362
昨日迷亭さんが来て悪口をいったも
のだ＊から＊、思ったほど利かない
かも知れない」

418
昨天迷亭先生来，说了些他的坏话，◆

因此◆，也许不会像想象那样奏效
了。”

Ａ Ａ-37

363

あの先生が、あんな長い顔なんで
しょう。そうして天神様のような髯
を生やしているもんだ＊から＊、み
んな感心して聞いていてよ」

419

那位先生是一张大长脸吧？还长着一

副天父一般的胡须，◆所以◆大家都敬
佩地洗耳恭听。”

Ａ Ａ-36

363
しかし中途で口を出されたものだ＊
から＊、続きを忘れてしまって、あ
とが出て来ない。

420
但是，◆因为◆敦子是半路插嘴，◆使

◆丫丫忘了下文，讲不下去了。 Ａ Ａ-6

364

「ええ、それでその男が疲れてし
まって、うちへ帰って寝てしまった
＊から＊、町内のものはまた相談を
したんですね。

421

“是呀。那个男子筋疲力尽，回家睡大

觉去了。◆所以◆，街上的人们又商量
起来。

Ａ Ａ-36

364
そこがあいにく馬や車が通る大変賑
やかな場所だもんだ＊から＊邪魔に
なって仕様がないんでね、

421
偏偏那地方是车水马龙的热闹场所，石
像很是个障碍。 Ｃ Ｃ

364
地蔵だって食意地が張ってる＊から
＊牡丹餅で釣れるだろうと思った
ら、

421
他以为地藏菩萨也一定嘴馋，用豆馅粘

糕就会使他上钩。 Ｃ Ｃ

365
「利口な人は二度共しくじった＊か
ら＊、その次には贋札を沢山こしら
えて、

422
“聪明人两次失败，又造了一些伪钞，

Ｃ Ｃ

366
私ならきっと片づけて見せます＊か
ら＊ご安心なさい

422 ‘看我来挪走它。请放心。’ Ｃ Ｃ

367
車夫やゴロツキは幾日でも日当にな
る事だ＊から＊喜んで騒いでいまし
たとさ」

424
可是脚夫和无赖不管干多少天，反正挣

日薪，◆就◆高高兴兴地吵了下去。” Ｂ Ｂ-1

367

法螺吹きもしようがない＊から＊、
とても私の手際では、あの地蔵はど
うする事も出来ませんと降参をした
そうです」

424

吹牛大王毫无办法。据说他认输，说：

‘凭我这点本事，对地藏菩萨是莫可奈

何的哟！’”
Ｃ Ｃ

367
「それからね、いくら毎日毎日騒い
でも験が見えない＊ので＊、大分み
んなが厭になって来たんですが

424
“后来呀，不论怎么天天吵闹，也并不

灵验，人们都有些厌倦了。 Ｃ Ｃ

368

明治の代は男子といえども、文明の
弊を受けて多少女性的になっている
＊から＊、よくいらざる手数と労力
を費やして、

426

在这明治年代，即使男子，受到文明的

不良影响，多少也变得像个女人，◆因

此◆，常常浪费些不必要的过程和精
力

Ａ Ａ-37

368

人間は魂胆があればあるほど、その
魂胆が祟って不幸の源をなす＊ので
＊、多くの婦人が平均男子より不幸
なのは、全くこの魂胆があり過ぎる
からである。

427

人啊，心眼越多，心眼就越是怂恿着

你。胆大妄为，形成不幸的源泉。多数

妇女平均来说都比男人不幸，就怪心眼
太多了。

Ｃ Ｃ

368

「雪江さん飄然て、馬鹿竹のお友
達？」ととん子が肝心なところで奇
問を放った＊ので＊、細君と雪江さ
んはどっと笑い出した。

425

“雪江姐！‘飘然’，是傻阿竹的朋友？”

敦子正在紧要关头发问，惹得妈妈和雪

江爆发了一阵笑声。
Ｃ Ｃ

368
私が斯様な御話をわざわざ致したの
は少々考がある＊ので＊、こう申す
と失礼かも知れませんが、

426
我特意说了上述故事，是不无原因的。

不过，说出口来，也许很失礼。 Ｃ Ｃ

369
多くの婦人が平均男子より不幸なの
は、全くこの魂胆があり過ぎる＊か
ら＊である。

427
多数妇女平均来说都比男人不幸，◆就
◆怪心眼太多了。 Ｂ Ｂ-1

370
ただ婦人会だ＊から＊傍聴に来た
の。

427 ◆只因◆是妇女开会，◆才◆去旁听
的。

Ａ Ａ-33

371
「そんな人がある＊から＊、いけな
いんですよ。

428 “◆正因为◆有这样的人，事情◆才◆
糟……

Ａ Ａ-48

371

あの方は寒月さんのとこへ御嫁に行
くつもりなんだ＊から＊、そんな事
が世間へ知れちゃ困るでしょうに
ね」

429

她想要嫁给寒月先生的，那封信若被人

们传开，岂不糟糕？” Ｃ Ｃ

372
「どうですか、あの方は学校へ行っ
て球ばかり磨いていらっしゃる＊か
ら＊、大方知らないでしょう」

429
“谁知道呢。那位先生整天到学校去

磨玻璃球，大约不清楚吧！” Ｃ Ｃ

373
水道橋を渡るのがいやだ＊から＊、
どうしようかと思ってるの」

430 我讨厌过水道桥，正发愁哪！” Ｃ Ｃ

373
「油壺なものか。そんな趣味のない
事を云う＊から＊困る」

431 “哪里是什么油壶？说那种没趣的话，
真糟！”

Ｃ Ｃ

374
待ってるのが退屈だ＊から＊、あす
こいらを散歩しているうちに堀り出
して来たんだ。

432
是◆因为◆等得太无聊，◆就◆在那一

带闲逛，这中间在地里挖出来的呀。 Ａ Ａ-4

376
「御前が繰り返す＊から＊仕方がな
いさ。

435 是◆因为◆你一句话翻来覆去的，我有

什么办法。
Ａ Ａ-1

376
「お前などは百も二百も生きる気だ
＊から＊、そんな呑のん気な事を云
うのだが

434
“你是想活一百年、二百年，◆因此◆

才那么四平八稳的？ Ａ Ａ-37

376
「いらないと云う＊から＊、還せと
云うのさ。ちっとも苛くはない」

434 “你说不要，我◆才◆叫你还的呀！一
点也不刻薄。”

Ｂ Ｂ-6

376
「いらないと云う＊から＊還せと云
うのに苛い事があるものか」

434 “…你说不要我◆才◆叫你还给我，这

有什么刻薄的？”
Ｂ Ｂ-6
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376

「そんなら還すがいい。ちょうどと
ん子が欲しがってる＊から＊、あれ
をこっちへ廻してやろう。今日持っ
て来たか」

434

那就还给我好啦。刚好敦子要。◆就◆

给她吧！今天带来了吧？”
Ｂ Ｂ-1

377
「驚ろいたな。没分暁で強情なんだ
＊から＊仕方がない。

435 “怪啦！又混又犟，真没办法！ Ｃ Ｃ

377
「よくってよ、どうせ無教育なんで
す＊から＊、何とでもおっしゃい。

435 “算啦！反正我少教育！随便你说吧！ Ｃ Ｃ

378
平生は大方の人が大方の人である＊
から＊、見ても聞いても張合のない
くらい平凡である。

436
素日平常的人都很一般。◆因此◆，听

其言、观其行，无不庸庸碌碌。平平凡
凡。

Ａ Ａ-37

378

幸にして主人のように吾輩の毛をや
やともすると逆さに撫でたがる旋毛
曲りの特家がおった＊から＊、かか
る狂言も拝見が出来たのであろう。

436

幸而咱家有一个动不动就逆抚猫发的

别扭的怪主人，◆才◆得以欣赏这出好

戏！
Ｂ Ｂ-6

379

青坊主に刈ってさえ、ああ大きく見
えるのだ＊から＊、主人のように長
く延ばしたら定めし人目を惹く事だ
ろう。

437

即使剃个秃子，脑袋还不见小，若是像

主人那样蓄起长发，◆就◆会更引人注
目的。

Ｂ Ｂ-1

379

ところを生れ得て恭謙の君子、盛徳
の長者であるかのごとく構えるのだ
＊から＊、当人の苦しいにかかわら
ず傍から見ると大分おかしいのであ
る。

437

他坐在那里，仿佛是个适得其所的谦恭

君子或盛德长老；谁管他自己是否吃苦

头，反正从旁看来，样子非常滑稽。 Ｃ Ｃ

380

塵積って山をなすと云う＊から＊、
微々たる一生徒も多勢が聚合すると
侮るべからざる団体となって、排斥
運動やストライキをしでかすかも知
れない。

438

常言说：“积上成山。”区区学生，如果

大量纠集起来，也会成为不可欺侮的团

体，说不定会搞起抗议运动或罢工的。 Ｃ Ｃ

380

実を云うと、正式に坐った事は祖父
さんの法事の時のほかは生れてから
滅多にない＊ので＊、先っきからす
でにしびれが切れかかって少々足の
先は困難を訴えているのである。

438

说实话，除了为他爷爷举办祭祀活动

外，他有生以来还很少在座垫上端端落

坐过。◆因此◆，他早已坐得两腿发
麻，脚尖有点受不住了。

Ａ Ａ-37

381

主人一人に対してすら痛み入 ってい
る上へ、妙齢の女性が学校で覚え立
ての小笠原流で、乙に気取った手つ
きをして茶碗を突きつけたのだ＊か
ら＊、坊主は 大に苦悶 の体 に見え
る。

439

但是现在，连面对主人都惴惴不安，何

况这位妙龄少女又采取了在学校学会
的小笠原派敬茶方法，以硬装文雅的手

式递上茶来，这◆使◆秃小子显得十分
局促不安。

Ｂ Ｂ-5

381

ことに先刻の無念にはらはらと流し
た一滴の紅涙のあとだ＊から＊、こ
のにやにやがさらに目立って見え
た。

439

尤其她刚刚气愤得洒下一滴热泪，这嗤

嗤一笑使她显得更加妩媚。 Ｃ Ｃ

381
実はこの大頭は入学の当時から、主
人の眼についているんだ＊から＊、
決して忘れるどころではない。

440
说真的，这个大脑袋学生，从入学那天

起，主人就见过的，决不会忘记。 Ｃ Ｃ

382

。元来不人望な主人の事だ＊から
＊、学校の生徒などは正月だろうが
暮だろうがほとんど寄りついた事が
ない。

440

主人原是个不受欢迎的人，◆所以◆，

学生们不论年初岁末，几乎从不登门。 Ａ Ａ-36

382
仕方がない＊から＊主人からとうと
う表向に聞き出した。

441 没办法，主人◆只好◆公开问： Ｂ Ｂ-9

383
「何がって、はなはだ困るもんです
＊から＊、来たんです」

442 “什么事？非常挠头，◆所以◆才来。” Ａ Ａ-36

383
先方は依然として俯向になってる＊
から＊、何事とも鑑定が出来ない。

442 但他依然低着头，什么也看不出。 Ｃ Ｃ

385
「あすこの娘がハイカラで生意気だ
＊から＊艶書を送ったんです。

444 “他家女儿又时髦，又骄傲，◆就◆给

她送了情书。
Ｂ Ｂ-1

386
「ただみんながあいつは生意気で威
張ってるて云う＊から＊、からかっ
てやったんです」

444
“◆只因◆大家都说她骄傲，摆架子，

◆才◆要调戏她的。” Ａ Ａ-33

386

「先生、僕のおやじさんは大変やか
ましい人で、それにお母さんが継母
です＊から＊、もし退校にでもなろ
うもんなら、僕あ困っちまうです。

445

“老师！我老爹是个非常唠叨的人。何

况老娘是个继母，我如果被开除，那可
糟糕。

Ｃ Ｃ

387

吾輩がこの際武右衛門君と、主人
と、細君及雪江嬢を面白がるのは、
単に外部の事件が鉢合せをして、そ
の鉢合せが波動を乙なところに伝え
る＊から＊ではない。

446

咱家此时此刻◆之所以◆对武右卫门、

主人、女主人和雪江感兴趣，并不单纯

◆是由于◆外部事件互相冲突，以及其

冲突的波环又向着微妙之处延伸，

Ａ Ａ-45

387
その時は吾輩もこんないたずらを書
くのは気の毒だ＊から＊すぐさまや
めてしまうつもりである。

446
那时，咱家也就不忍心再写这些混话
了，一定立刻停笔。 Ｃ Ｃ

388 拙だ＊から＊珍重されない。 447 ◆既◆拙，◆便◆不被看重； Ａ Ａ-30

388

吾輩がこの際武右衛門君と、主人
と、細君及雪江嬢を面白がるのは、
単に外部の事件が鉢合せをして、そ
の鉢合せが波動を乙なところに伝え
るからではない。実はその鉢合の反
響が人間の心に個々別々の音色を起
す＊から＊である。

446

咱家此时此刻之所以对武右卫门、主

人、女主人和雪江感兴趣，并不单纯是
由于外部事件互相冲突，以及其冲突的

波环又向着微妙之处延伸，老实说，是

◆由于◆其冲突的反响在人们的心里

撩拨了各种不同的音色。

Ａ Ａ-15

389
珍重されない＊から＊、内部の冷淡
を存外隠すところもなく発表してい
る。

447
不被看重，◆便◆将内心中的冷漠出乎

意料、毫不掩饰地倾泻出来。 Ｂ Ｂ-2

389

人が失礼をした時に怒るのを気が小
さいと先方では名づけるそうだ＊か
ら＊、そう云われるのがいやならお
となしくするがよろしい。

449

以为正在别人失礼时恼火，人家会说他

小器。若是不愿落个这等名声，还是稳
重些好。

Ｃ Ｃ

391

別に分別の出所もない＊から＊監督
と名のつく先生のところへ出向いた
ら、どうか助けてくれるだろうと
思って、いやな人の家へ大きな頭を
下げにまかり越したのである。

449

苦痛之余，又想不出什么好主意，这时

想到：如果去班主任老师家，也许能有

点办法。于是，将自己的大脑袋硬是运

到他所讨厌的这个家里来。

Ｃ Ｃ

392

例のごとく鼠色の、尻につぎの中っ
たずぼんを穿いているが、これは時
代のため、もしくは尻の重いために
破れたのではない、本人の弁解によ
ると近頃自転車の稽古を始めて局部
に比較的多くの摩擦を与える＊から
＊である。

451

他依然穿着那条后腚上落了补钉的耗

子皮色的裤子。那条裤子并不是由于年
深月久或寒月先生的屁股太沉才磨破

了的。据本人辩解，是◆因为◆近来他

开始学骑自行车，对裤子的局部摩擦过
多所致。

Ａ Ａ-1

395

あの鳴き声は昼でも理科大学へ聞え
るくらいなんです＊から＊、深夜闃
寂として、四望人なく、鬼気肌に
逼って、魑魅鼻を衝く際に……」

452

那叫声，即使白天也能传到理科大学。

到了夜阑人静、四顾无人、鬼气袭身、

魑魅扑鼻的时候……”
Ｃ Ｃ

396
「貰うかも知れない＊から＊構わな
いんです。

457 “◆正因为◆我说不定会娶她，◆所以

◆才没关系嘛。”
Ａ Ａ-46
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396

「それがさ。冗談にしたんだよ。あ
の娘がハイカラで生意気だ＊から
＊、からかってやろうって、三人が
共同して……」

456

“这嘛，是开了个玩笑。他们三个人，认

为金田小姐又摩登，又骄傲，◆就◆想
耍笑她一番。

Ｂ Ｂ-1

396
「全く頭が大き過ぎます＊から＊そ
んな余計な質問をするんでしょう。

455 “全怪脑袋太大，◆才◆提出那类多余

的问题。
Ｂ Ｂ-6

397

「それならそれでいいとして、当人
があとになって、急に良心に責めら
れて、恐ろしくなったものだ＊から
＊、大に恐縮して僕のうちへ相談に
来たんだ」

457

“如果真的是这样，也就没什么了。可

是，写情书的人事后良心发现，害怕

啦，诚惶诚恐，跑到我家来讨个主意。” Ｃ Ｃ

398
「何、これが時代思潮です、先生は
あまり昔風だ＊から＊、何でもむず
かしく解釈なさるんです」

458
“不，这是时代思潮。先生太守旧，◆所

以◆，把任何事情都说得严重。” Ａ Ａ-36

398

実は二三日中にちょっと帰国しなけ
ればならない事が出来ました＊から
＊、当分どこへも御伴は出来ません
から、今日は是非いっしょに散歩を
しようと思って来たんです」

459

两三天内我要回一趟老家，◆因此◆不

论去哪儿都不能奉陪。今天是抱着一定

要一同去散步的目的才来的。” Ａ Ａ-37

398

実は二三日中にちょっと帰国しなけ
ればならない事が出来ましたから、
当分どこへも御伴は出来ません＊か
ら＊、今日は是非いっしょに散歩を
しようと思って来たんです」

459

两三天内我要回一趟老家，◆因此◆不

论去哪儿都不能奉陪。今天是抱着一定

要一同去散步的目的才来的。” Ｃ Ｃ

399

「さあ行きましょう。今日は私が晩
餐を奢りますから、――それから運
動をして上野へ行くとちょうど好い
刻限です」としきりに促がすものだ
＊から＊、主人もその気になって、
いっしょに出掛けて行った。

459

“好嘞，走哇！今天我请你吃晚饭。然

后活动活动，到达上野的时辰刚好是

佳时刻。” ◆由于◆寒月频频催促，

主人也动了心，便一同出发了。
Ａ Ａ-15

400
吾輩は世間が狭い＊から＊碁盤と云
うものは近来になって始めて拝見し
たのだが、

461
　咱家阅历太浅，棋盘这玩艺儿是 近

才见到的。 Ｃ Ｃ

401
「禅坊主の碁にはこんな法はないか
も知れないが、本因坊の流儀じゃ、
あるんだ＊から＊仕方がないさ」

462
“也许出家人下棋没有这份规矩。但

是，按‘本因坊’流派的下法，可就有这

份规矩 有什么法子呢 ”

Ｃ Ｃ

401

盤の広さには限りがあって、横竪の
目盛りは一手ごとに埋って行くのだ
＊から＊、いかに呑気でも、いかに
禅機があっても、苦しくなるのは当
り前である。

462

但是，棋盘的大小是有限的。每填一个

棋子儿，横竖格就要减少一个，◆因此

◆，再怎么自在逍遥，再怎么神机妙
算，也要陷于困窘，那是自然的。

Ａ Ａ-37

403

「実は四日ばかり前に国から帰って
来たのですが、いろいろ用事があっ
て、方々馳けあるいていたものです
＊から＊、つい上がられなかったの
です」

464

“老实说：四天前我从故乡回来。◆因为

◆有很多事要办，四处奔波，◆以至◆

没能来府上拜访。” Ａ Ａ-9

404

「入れる所がなかった＊から＊、
ヴァイオリンといっしょに袋のなか
へ入れて、船へ乗ったら、その晩に
やられました。

466

◆因为◆没地方放，◆就◆和小提琴一

块儿装进行李袋里，上船那天晚上就被
耗子咬了。

Ａ Ａ-4

404
「なに鼠だ＊から＊、どこに住んで
てもそそっかしいのでしょう。

466
“唉，耗子嘛，不管住在哪儿，也是冒失
的。

Ｃ Ｃ

405
剣呑だ＊から＊夜るは寝床の中へ入
れて寝ました」

466 我看危险，夜里◆就◆搂着它睡了。” Ｂ Ｂ-1

405
「ヴァイオリンは大き過ぎる＊から
＊抱いて寝る訳には行かないんです
が……」

466
小提琴太大，搂着睡是办不到的……”

Ｃ Ｃ

406
――寒月君、君のヴァイオリンはあ
んまり安い＊から＊鼠が馬鹿にして
噛るんだよ、

468
寒月君，你的小提琴太廉价，◆所以◆

耗子都欺负，把它咬啦。 Ａ Ａ-36

406

人間の古物でも金田某のごときもの
は今だに流行しているくらいだ＊か
ら＊、ヴァイオリンに至っては古い
ほどがいいのさ。

468

即使人里的古董，不是还有金田者流，

至今也还走运吗？至于小提琴，那是越
旧越好……

Ｃ Ｃ

406

「勝ちたくても、負けたくても、相
手が釜中の章魚同然手も足も出せな
いのだ＊から＊、僕も無聊でやむを
得ずヴァイオリンの御仲間を仕るの
さ」

467

“别管我要输还是要赢，反正对方已经

成了釜中之鱼，手脚全都动不得了。我

感到无聊，不得已才加入小提琴这一伙
的。”

Ｃ Ｃ

407
仕方がない＊から＊、ここへ一目入
れて目にしておこう」

468 没办法，在这儿放个子儿，填上个空
吧！”

Ｃ Ｃ

408

「同じ芸術だ＊から＊詩歌の趣味の
あるものはやはり音楽の方でも上達
が早いだろうと、ひそかに恃むとこ
ろがあるんだが、どうだろう」

469

“同样是艺术嘛。爱好诗歌的人，学起

音乐来，一定会进步得快吧？所以，我

自觉心中有数。怎么样？”
Ｃ Ｃ

409

不思議に思って、聞いて見たら、灰
吹きなどは裏の藪へ行って切って来
れば誰にでも出来る＊から＊、売る
必要はないと澄まして答えたそう
だ。

471

他很奇怪，一打听，人家心平气和地

说：烟盘啊，只要到后边的竹林里去砍

竹子一节，谁都能够做。◆因此◆，没

有必要买它。

Ａ Ａ-37

409

ことに私のおった学校は田舎の田舎
で麻裏草履さえないと云うくらいな
質朴な所でした＊から＊、学校の生
徒でヴァイオリンなどを弾くものは
勿論一人もありません･･････

470

尤其我们那个学校，简直是乡下的乡

下，简朴得连穿麻里草鞋的人都没有，
至于学校，当然没有一个人拉小提琴…
…”

Ｃ Ｃ

410
男だ＊から＊あれで済むが女があれ
じゃさぞかし困るだろう」

472 若是男子倒◆也◆无所谓，可是女人弄

成那副样子，可够一瞧的吧？”
Ｂ Ｂ-3

410

一代の才人ウェルテル君がヴァイオ
リンを習い出した逸話を聞かなくっ
ちゃ、先祖へ済まない＊から＊失敬
する」

472

如果不听一代才子维特先生自学小提

琴的轶事，那就对不起列祖列宗！失陪
了。”

Ｃ Ｃ

410

「土地柄がすでに土地柄だのに、私
の国のものがまた非常に頑固なの
で、少しでも柔弱なものがおって
は、他県の生徒に外聞がわるいと
云って、むやみに制裁を厳重にしま
した＊から＊、ずいぶん厄介でし
た」

472

“地方风俗本就如此，故乡的人们又非

常顽固。只要有一个人软弱一点儿，他

们就说：这在其他县份的学生面前名声

不好，便胡乱地从严惩处，可麻烦啦。”
Ｃ Ｃ

410

「土地柄がすでに土地柄だのに、私
の国のものがまた非常に頑固な＊の
で＊、少しでも柔弱なものがおって
は、他県の生徒に外聞がわるいと
云って、むやみに制裁を厳重にしま
したから、ずいぶん厄介でした」

472

“地方风俗本就如此，故乡的人们又非

常顽固。只要有一个人软弱一点儿，他

们就说：这在其他县份的学生面前名声

不好，便胡乱地从严惩处，可麻烦啦。”
Ｃ Ｃ

411

夫婦の愛はその一つを代表するもの
だ＊から＊、人間は是非結婚をし
て、この幸福を 完 うしなければ天
意に背く訳だと思うんだ。

474

◆因为◆夫妻之爱代表某一个方面，◆

所以◆我想，人必须结婚，实现那种幸

福，否则便是违背了天意……
Ａ Ａ-7
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411
「だって一国中ことごとく黒いのだ
＊から＊仕方がありません」

472 “可，家乡人全都那么黑，有什么办
法！”

Ｃ Ｃ

412

「ともかくも我々未婚の青年は芸術
の霊気にふれて向上の一路を開拓し
なければ人生の意義が分からないで
す＊から＊、まず手始めにヴァイオ
リンでも習おうと思って寒月君に
さっきから経験譚をきいているので
す」

474

“总之，我们未婚青年必须接近艺术的

灵性，开拓向上的道路，否则，就不可

能了解人生的意义。◆为此◆，我以

为，首先必须从小提琴学起，所以刚才

才清寒月君讲讲经验谈的。”

Ａ Ａ-42

412
東風君は禅宗のぜの字も知らない男
だ＊から＊頓と感心したようすもな
く

475
可惜东风连个禅字怎么写都不知道，◆

所以◆看来，他丝毫都无动于衷。 Ａ Ａ-36

413

「へえ、そうかも知れませんが、や
はり芸術は人間の渇仰の極致を表わ
したものだと思います＊から＊、ど
うしてもこれを捨てる訳には参りま
せん」

475

咦？也许你说得对。但是我想，还是艺

术才标志着人们渴慕的 高境界，◆因

此◆，我无论如何也不肯放弃它。” Ａ Ａ-37

413
で今話す通りの次第だ＊から＊僕も
ヴァイオリンの稽古をはじめるまで
には大分苦心をしたよ

475
像刚才说过的那样，我到开始学小提琴

的时候，已经费了千辛万苦。 Ｃ Ｃ

413
金も前から用意して溜めた＊から＊
差支えないのですが、

475 钱也早就留心攒够了，不成问题。 Ｃ Ｃ

413
「狭い土地だ＊から＊、買っておれ
ばすぐ見つかります。

475 “地面太小，如果买来，立刻就会被发

现。
Ｃ Ｃ

414
女学校の生徒は課業として毎日ヴァ
イオリンを稽古しなければならない
のです＊から＊、あるはずです。

476
作为课程，女学生必须天天练琴，◆因
此◆，自然有小提琴。 Ａ Ａ-37

415
国のものは揃って泊りがけに温泉に
行きました＊から＊、一人もいませ
ん。

478
乡亲们全都到温泉去了，准备外宿，村
里一个人也没有。 Ｃ Ｃ

415
だから店でもあまり重きをおいてい
ない＊ので＊、二三梃いっしょに店
頭へ吊るしておくのです。

476
因此，商店也并不重视，将二三把琴绑

在一起，吊在门市里。 Ｃ Ｃ

416
仕方がない＊から＊頭からもぐり込
んで、眼を眠って待って見ました
が、

478
没办法，◆只好◆把头缩进被窝，闭上
眼睛等待。 Ｂ Ｂ-9

417
「先生はどうも性急だ＊から＊、話
がしにくくって困ります」

480 “先生太性急，故事◆就◆讲不下去，

真发愁！”
Ｂ Ｂ-1

417
「仕方がない＊から＊、床を出て障
子をあけて 椽 側へ出て、渋柿の甘
干しを一つ取って食いました」

478
“没办法，我跳下床，拉开纸屏，到了檐

廊，拿了柿饼吃了。” Ｃ Ｃ

418
「そう日が暮れなくちゃ聞く方も困
る＊から＊やめよう」

481 太阳总不落，听众也难受，那◆就◆结
束吧！”

Ｂ Ｂ-1

418
「そうだろう、芸術家は本来多情多
恨だ＊から＊、泣いた事には同情す
るが、

481
“可能是的，艺术家本来就多愁善感。
你落泪，我同情。 Ｃ Ｃ

418
どうしても日が暮れてくれないもの
だ＊から＊困るのさ」

481 太阳怎么也不肯落，愁死个人。” Ｃ Ｃ

418
東風君は人がいい＊から＊、どこま
でも真面目で滑稽な挨拶をしてい
る。

481
东风是个好人，应酬中总是严肃而又滑
稽。 Ｃ Ｃ

418

「ところがそう行かない＊ので＊、
私が 後の甘干しを食って、もうよ
かろうと首を出して見ると、相変ら
ず烈しい秋の日が六尺の障子へ一面
にあたって……」

480

“并非如此。◆所以◆我吃了 后一个

柿饼子，以为差不多了，探出头来一

看，依然是秋日烈焰洒满了六尺高的纸
屏……”

Ａ Ａ-36

418
「いよいよ夜に入った＊ので＊、ま
ず安心とほっと一息ついて鞍懸村の
下宿を出ました。

481
“渐渐夜深了。我总算放下心来，舒了

口气，走出鞍悬村宿舍。 Ｃ Ｃ

418
「それは好都合だ」と独仙君が澄ま
して述べられた＊ので＊一同は思わ
ずどっと噴き出した。

481
独仙板着面孔说：“这就对了。”逗得大
家不由地哈哈大笑。 Ｃ Ｃ

420

私は性来 騒々しい所が嫌です＊から
＊、わざと便利な市内を避けて、人
迹稀な寒村の百姓家にしばらく蝸牛
の庵を結んでいたのです……」

481

◆因为◆咱家生来不喜欢喧嚣之地，◆

才◆特意远离交通便利的市内，在人迹

罕见的荒村结成蜗牛式的草庐……”
Ａ Ａ-2

420
「楽器のある店は金善即ち金子善兵
衛方です＊から＊、まだなかなかで
す」

483
“卖乐器的商店，主人是金善，也就是

金子善兵卫先生，◆所以◆，距买到手

还远着哪 ”

Ａ Ａ-36

420
「またかんかんか、君のかんかんは
一度や二度で済まないんだ＊から＊
難渋するよ」

483
“又是火辣辣的。看来你的火辣辣，一

两次是说不完的。这可麻烦啦！” Ｃ Ｃ

421
「いえ、今度のかんかんは、ほんの
通り一返のかんかんです＊から＊、
別段御心配には及びません。……

483
“哪里，这回的火辣辣，仅仅火辣辣那

么一回，请别太担心。 Ｃ Ｃ

421
まだ買えないんです＊から＊仕方が
ありません」

484 一直还没买嘛，有什么办法！” Ｃ Ｃ

422

「ただの人なら千が二千でも構いま
せんがね、学校の生徒が腕まくりを
して、大きなステッキを持って徘徊
しているんだ＊から＊容易に手を出
せませんよ。

484

“如果是一般人，二千人、三千人也无

所谓。可是有学生挽着袖子、拄着好大

的文明杖在徘徊哪，这◆就◆轻易下不
得手。

Ｂ Ｂ-1

422

「東風君、僕はその時こう思った
ね。とうていこりゃ宵の口は駄目
だ、と云って真夜中に来れば金善は
寝てしまう＊から＊なお駄目だ。

485

东风君，当时我是这么想的：夜幕乍垂

时分，毕竟是不行的，话又说回来，如

果是深夜，金善老板就入了梦乡，那更
不行

Ｃ Ｃ

423
仕方がない＊から＊相当の時間がく
るまで市中を散歩する事にした。

486 没办法我◆便◆在街里闲遛了很长时

间。
Ｂ Ｂ-2

424
犬に比較したのは先生の冗談だ＊か
ら＊気に掛けずに話を進行したま
え」

486
至于将你比作狗，那是迷亭先生的一句

玩笑，希你切莫介意，快快讲下去
吧！”

Ｃ Ｃ

425

夜寒の頃です＊から＊、さすが目貫
の両替町もほとんど人通りが絶え
て、向からくる下駄の音さえ淋しい
心持ちです。

488

◆由于◆正是寒夜时分，就连繁华的两

替街都几乎不见人影，连迎面响来的木

屐声都显得凄凉。
Ａ Ａ-15

425

みんな丈夫に念を入れて拵らえてご
ざいますと云います＊から＊、蝦蟇
口のなかから五円札と銀貨を二十銭
出して用意の大風呂敷を出してヴァ
イオリンを包みました。

489

‘嗳，全是一个价。’他还说都做得没问

题。我◆便◆从钱包里掏出五圆的一张

票子，用准备好了的一个大包袱皮将小
提琴包了起来。

Ｂ Ｂ-2

426

顔は頭巾でかくしてある＊から＊分
る気遣はないのですけれども何だか
気がせいて一刻も早く往来へ出たく
て堪りません。

489

我的脸◆因为◆用大衣帽子裹着，他是

不可能看清的，但是，总觉得心慌意

乱，恨不得立刻窜到大街，
Ａ Ａ-1

426
「根気はとにかく、ここでやめちゃ
仏作って魂入れずと一般です＊から
＊、もう少し話します」

490
坚持不坚持的，暂且不提。假如就此收

场，那等于修了佛像却忘了给它注入灵

魂 我◆就◆再说几句吧！”

Ｂ Ｂ-1
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428

僕の所へは大分人が遊びにくる＊か
ら＊滅多な所へぶらさげたり、立て
懸けたりするとすぐ露見してしま
う。

490

我的宿舍常有人来玩，如果在一般地方

挂起来或是撮着，立刻就露馅儿。
Ｃ Ｃ

429
論より証拠音が出るんだ＊から＊、
小督の局も全くこれでしくじったん
だからね。

493
当年◆只因◆发出了声音，小督局◆才

◆败露了。 Ａ Ａ-33

429
ちょうど木槿垣を一重隔てて南隣り
は沈澱組の頭領が下宿しているんだ
＊から＊剣呑だあね」

493
刚好只隔一道木槿篱笆，南邻便住着渣

滓党的头目，多险哪！” Ｃ Ｃ

430
ところを人の味淋だと思って一生懸
命に飲んだものだ＊から＊、さあ大
変、顔中真赤にはれ上ってね。

494
但是，他觉得是别人的酒，就痛饮一

气，◆所以◆呀，荷，满脸通红。 Ａ Ａ-36

430
「おや本を読んでる＊から＊大丈夫
かと思ったら、やはり聞いてるね。

494 噢，我以为你在看书。胡诌两句也没

事。不曾想，你还是听见了。
Ｃ Ｃ

430
まあ相宿だ＊から＊呉服屋だろう
が、古着屋だろうが構う事はないが

494 反正是同宿，管他是布疋商还是估衣商
的。

Ｃ Ｃ

431
「衣装道具なら見せびらかすのだ
が、煙草だ＊から＊呑みびらかすの
さ」

495
形容炫耀服装家具叫做‘晃眼’，那么，
炫耀吸烟，◆只好◆叫做‘晃嘴’了。” Ｂ Ｂ-9

431

「奴さん手拭をぶらさげて湯に出掛
けた＊から＊、呑むならここだと
思って一心不乱立てつづけに呑ん
で、ああ愉快だと思う間もなく、障
子がからりとあいたから、おやと振
り返ると煙草の持ち主さ」

496

“我看那老头儿拎着条毛巾洗澡去了，

心想：要吸，就趁现在！我便不顾一切

地大口猛吸起来。啊，真过瘾。不大一

会儿，纸屏哗的一声开了。我一惊，回

头一看，来者正是烟草的主人。”

Ｃ Ｃ

431
そこで煙草を切らしたのだ＊から＊
御難だね。

495 在这里断了烟，那可是一场大难。 Ｃ Ｃ

432
ちょうどいい時です＊から＊聞いて
下さい。

497
正是故事高潮，你◆就◆听下去吧！

Ｂ Ｂ-1

432

「奴さん手拭をぶらさげて湯に出掛
けたから、呑むならここだと思って
一心不乱立てつづけに呑んで、ああ
愉快だと思う間もなく、障子がから
りとあいた＊から＊、おやと振り返
ると煙草の持ち主さ」

496

“我看那老头儿拎着条毛巾洗澡去了，

心想：要吸，就趁现在！我便不顾一切

地大口猛吸起来。啊，真过瘾。不大一

会儿，纸屏哗的一声开了。我一惊，回

头一看，来者正是烟草的主人。”

Ｃ Ｃ

433
寒月君のは、きいきいぴいぴい近所
合壁へ聞えるのだ＊から＊大に困っ
てるところだ」

498
而寒月兄恐怕要拉得吱吱哇哇，声震三

邻五舍，那◆才◆大大受不住呢。” Ｂ Ｂ-6

433
「君は無絃の素琴を弾ずる連中だ＊
から＊困らない方なんだが、

498 你是拉‘无弦之素琴’的人，没什么受不
了的。

Ｃ Ｃ

434

あくる日は天長節だ＊から＊、朝か
らうちにいて、つづらの蓋をとって
見たり、かぶせて見たり一日そわそ
わして暮らしてしまいました

498

第二天是天长节，从早到晚我都在家，

把藤箱开了关，关了开，一整天都在心

慌意乱中度过。
Ｃ Ｃ

434
寒月君はねぼけてあんな珍語を弄す
るのだろうと鑑定した＊から＊、わ
ざと相手にならないで話頭を進めた

498
寒月断定这是独仙睡眼朦胧中信口胡

诌的奇谈，◆便◆故意不理他，接着话

碴儿说：

Ｂ Ｂ-2

436

山のなかだ＊から＊、人の住んでる
所は樟脳を採る小屋が一軒あるばか
り、池の近辺は昼でもあり心持ちの
いい場所じゃない。

501

◆因为◆是山上，有人烟的地方只有采

樟脑的一间小屋。池塘近处即使白天也

不是个赏心悦目的好地方。
Ａ Ａ-1

436
平生なら臆病な僕の事だ＊から＊、
恐しくってたまらないところだけれ
ども、

500
若在平时，我本来胆子很小，一定会被
吓昏的。 Ｃ Ｃ

436
幸い工兵が演習のため道を切り開い
てくれた＊から＊、登るのに骨は折
れない。

501
幸而工兵为了演习开辟了一条路，攀登
并不吃力。 Ｃ Ｃ

436
ただヴァイオリンが弾きたいばかり
で胸が一杯になってるんだ＊から＊
妙なものさ。

500
满心想着的只有一件事――要拉小提
琴，多有意思。 Ｃ Ｃ

436

こんな寒い晩に登ったのは始めてな
んだ＊から＊、岩の上へ坐って少し
落ち着くと、あたりの淋しさが次第
次第に腹の底へ沁み渡る。

501

这么晚登山，还是第一次。我坐在石板

上，稍微平静些，四周的静寂便渐次袭

上心头。
Ｃ Ｃ

438

こう云う場合に人の心を乱すものは
ただ怖いと云う感じばかりだ＊から
＊、この感じさえ引き抜くと、余る
ところは皎々冽々たる空霊の気だけ
になる。

501

此时此刻，乱了方寸的只有恐怖感。如

能除却这种恐怖感，余下的全是皎皎清
洌的空灵之气了。 Ｃ Ｃ

438

迷亭君は誰かサンドラ・ベロニの講
釈でも聞くかと思のほか、何にも質
問が出ない＊ので＊「サンドラ・ベ
ロニが月下に竪琴を弾いて、以太利
亜風の歌を森の中でうたってるとこ
ろは、君の庚申山へヴァイオリンを
かかえて上るところと同曲にして異
巧なるものだね。

503

迷亭料想会有人让他解释一下桑德拉•

贝罗尼是怎么回事，但是很意外，别人

什么也没有问，◆便◆不得不自做讲解

了。“桑德拉•贝罗尼在月下弹起竖琴，

在森林中唱起意大利情调的歌曲。这和

你抱着小提琴登上庚申山，真可谓‘同
曲异工’啊！

Ｂ Ｂ-2

438

惜しい事に向うは月中の嫦娥を驚ろ
かし、君は古沼の怪狸におどろかさ
れた＊ので＊、際どいところで滑稽
と崇高の大差を来たした。さぞ遺憾
だろう」

503

遗憾的是，人家震惊了月里嫦娥，老兄

却怕透了池中怪狸。正是：人生紧要

处，出现了崇高与滑稽的巨大逆差。一

定是很遗憾的喽。”

Ｃ Ｃ

439
「全体山の上でヴァイオリンを弾こ
うなんて、ハイカラをやる＊から
＊、おどかされるんだ」

504
本来你想到山上去拉小提琴，这太洋气

啦，◆因此◆才吓唬你哪！” Ａ Ａ-37

441
珠ももうあきました＊から＊、実は
よそうかと思ってるんです」

504 磨玻璃球的事我已经有点厌倦。老实

说，我正在想是否算了。”
Ｃ Ｃ

441
要するに鉢合せをしないでもすむと
ころをわざわざ鉢合せるんだ＊から
＊余計な事さ。

506
一句话，本来用不着撞头，却偏要瞎

撞，真是多此一举。 Ｃ Ｃ

442
私の方でくれとも、貰いたいとも、
先方へ申し込んだ事はありません＊
から＊、黙っていれば沢山です。

507
我从未向对方求婚，或是表示要娶她，
◆所以◆，默不作声就蛮好… Ａ Ａ-36

443

あんな烏金で身代をつくった向横丁
の長範なんかは業つく張りの、慾張
り屋だ＊から、＊いくつになっても
失せる気遣はないぜ。

508

像对面胡同的那个‘长范’，靠着放阎王

债起家，贪得无厌，物欲横流，活一千

年也不会毙命的。
Ｃ Ｃ

444
「探偵でない＊から＊、正直でいい
と云うのだよ。

509 “◆正因为◆你不是密探，我◆才◆说

你坦率得招人喜欢。
Ａ Ａ-48

444

そうしてこの自覚心なるものは文明
が進むにしたがって一日一日と鋭敏
になって行く＊から＊、しまいには
一挙手一投足も自然天然とは出来な
いようになる。

509

这种自觉意识伴随着文明进步，一天天

变得更加敏锐， 终连一举手、一投足
都要失去天真与自然了。 Ｃ Ｃ
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444

寝てもおれ、覚めてもおれ、このお
れが至るところにつけまつわってい
る＊から＊、人間の行為言動が人工
的にコセつくばかり、自分で窮屈に
なるばかり、世の中が苦しくなるば
かり、ちょうど見合をする若い男女
の心持ちで朝から晩までくらさなけ
ればならない。

510

睡时不忘我，醒时不忘我，我字无处不

缠身，弄得举止言行，无不矫揉造作，

作茧自缚，使人间充满了辛酸，不得不

以男女对相对看时的那种忐忑心情捱

过晨昏。

Ｃ Ｃ

444

探偵は人の目を掠めて自分だけうま
い事をしようと云う商売だ＊から
＊、勢自覚心が強くならなくては出
来ん。

510

密探干的是掩人耳目、只顾个人行乐的

营生，势必加强个人意识。 Ｃ Ｃ

444

泥棒も捕まるか、見つかるかと云う
心配が念頭を離れる事がない＊から
＊、勢自覚心が強くならざるを得な
い。

510

而盗贼，他们念念不忘是否会被捕或被

发现，势必个人意识强。 Ｃ Ｃ

445

今の人はどうしたら己れの利になる
か、損になるかと寝ても醒めても考
えつづけだ＊から＊、勢探偵泥棒と
同じく自覚心が強くならざるを得な
い。

510

◆因为◆现代人不论是醒来还是梦中，

都在不断地盘算着怎样对自己有利或

不利，自然不得不像密探和盗贼一样加

强个人意识。

Ａ Ａ-1

445
今の人は己れを忘れるなと教える＊
から＊まるで違う。

510 尔今，是教育人们不要忘我，完全翻了

过来。
Ｃ Ｃ

446
近頃じゃなかなか巧妙になってる＊
から＊なおなお自覚心が増してくる
んだね」

512
迩来变得非常巧妙，这更是由于个人意

识增强了的缘故。 Ｃ Ｃ

446
「喧嘩も昔しの喧嘩は暴力で圧迫す
るのだ＊から＊かえって罪はなかっ
たが、

512
就说打架吧！从前打架是以暴力进行

压迫，反而不犯罪； Ｃ Ｃ

447
今の喧嘩は正にベーコンの格言通り
に出来上ってる＊から＊不思議だ。

512 今日争斗，正是遵循培根格言的产物，

这可有点奇怪，
Ｃ Ｃ

447
「娘は――娘は見た事がない＊から
＊何とも云えないが

513 “小姐嘛，我没有见过，无从说起…… Ｃ Ｃ

449
死ぬのが厭だ＊から＊苦にするので
はない、どうして死ぬのが一番よか
ろうと心配するのである。

515
并非怕死◆才◆以死为苦，而是忧虑怎

样死才 好。 Ｂ Ｂ-6

449
「まあさ。議論だ＊から＊、だまっ
て聞くがいい。

515 “喂，讨论嘛，别吭声，听着。 Ｃ Ｃ

449
「まあさ、議論だ＊から＊、だまっ
て聞いていろ。

515 喂喂，讨论嘛，别吭声，你听着。懂吗？ Ｃ Ｃ

450

ただたいていのものは智慧が足りな
い＊から＊自然のままに放擲してお
くうちに、世間がいじめ殺してくれ
る。

515

只是一般人◆因◆智力不足，◆便◆在

听天由命的过程中惨遭社会的杀戮。
Ａ Ａ-12

450

しかして己れの好むところはこれを
人に施こして可なる訳だ＊から＊、
自殺を一歩展開して他殺にしてもよ
ろしい。

516

这等于说：己为所欲，施之于人。◆因

此◆，为了扩大自杀效益，还可以进行

他杀。
Ａ Ａ-37

451
その時分の国民は生きてるのが苦痛
だ＊から＊、巡査が慈悲のために打
ち殺してくれるのさ。

517
到了那时，◆因为◆国民活得痛苦，警

察以慈悲为怀，才予以格杀的。 Ａ Ａ-1

451
「なぜって今の人間は生命が大事だ
＊から＊警察で保護するんだが、

517 “为什么？如令的人珍惜生命，◆所以

◆靠警察来保护；
Ａ Ａ-36

451

もっとも昔と違って今日は開明の時
節である＊から＊槍、薙刀もしくは
飛道具の類を用いるような卑怯な振
舞をしてはなりません。

516

诚然，与往昔不同，尔今乃是开明时

期，◆因此◆，不能再干那种舞刀弄枪

或飞箭投矢等卑鄙手段，
Ａ Ａ-37

451

ことに表の窮措大珍野苦沙弥氏のご
ときものは生きてござるのが大分苦
痛のように見受けらるる＊から＊、
一刻も早く殺して進ぜるのが諸君の
義務である。

516

尤其眼前那个穷酸臭的珍野苦沙弥先

生，只见他活得十分痛苦，要争取早一

天杀了他，这便是诸君的义务。 Ｃ Ｃ

451

もっとも少し気の利いたものは大概
自殺してしまう＊から＊、巡査に打
殺されるような奴はよくよく意気地
なしか、自殺の能力のない白痴もし
くは不具者に限るのさ。

517

当然，心眼快当些的人大多都已经自

杀；要警察动手杀死的家伙们只有优柔

寡断的人、缺乏自杀能力的白痴，或是

残废。

Ｃ Ｃ

452

真理に徹底しないものは、とかく眼
前の現象世界に束縛せられて泡沫の
夢幻を永久の事実と認定したがるも
のだ＊から＊、少し飛び離れた事を
云うと、すぐ冗談にしてしまう」

517

不彻底掌握真理的人，总是被眼前的表

面现象所束缚，爱把泡沫般的梦幻认定

是永恒的真实；而稍微说得超脱些，便

立刻被认为是笑谈。”

Ｃ Ｃ

452

すると女などは浅墓なものだ＊から
＊、そら鐘が鳴ったと云うので、め
いめい河岸へあつまって半襦袢、半
股引の服装でざぶりざぶりと水の中
へ飛び込んだ。

519

女人们都很浅薄：‘哟，钟响了’。纷纷

聚集在岸边，只穿着小背心、短裤衩，

劈哩噗嗵跳进水里。 Ｃ Ｃ

453
上等品だ＊から＊みんな高価にき
まってる。

519 ◆既然◆是上品，自然要卖高价。 Ａ Ａ-21

453

「それでさ、人間はただ眼前の習慣
に迷わされて、根本の原理を忘れる
ものだ＊から＊気をつけないと駄目
だと云う事さ」

519

这嘛，说明人只被眼前习俗所迷惑，忘

却了根本原理。不当心些可不行哟！” Ｃ Ｃ

453
六百円では手元に持ち合せがない＊
から＊、残念だがまあ見合せよう」

519 只是手头没带那么多钱，很遗憾，只好

作罢。’”
Ｃ Ｃ

455
「そら、そう云う人が現にここにい
る＊から＊たしかなものだ。

521 瞧，这种人就在场，◆可见◆是千真万
确的呀！

Ａ Ａ-41

455

「たとえばですね。今苦沙弥君か迷
亭君が、君が無断で結婚したのが穏
当でない＊から＊、金田とか云う人
に謝罪しろと忠告したら君どうで
す。

521

比如现在苦沙弥兄或是迷亭兄忠告你

说：‘你擅自和别人结婚，这有欠稳妥，

快到金田家去请罪！’不知尊意如何？ Ｃ Ｃ

456

弱くなるのは誰もありがたくない＊
から＊、人から一毫も犯されまい
と、強い点をあくまで固守すると同
時に、せめて半毛でも人を侵してや
ろうと、弱いところは無理にも拡げ
たくなる。

523

强大起来都高兴；软弱下来人人扫兴。

◆于是◆，一边固守强处：‘不许他人动

我一根毫毛！’一边却又硬要扩大弱

点：‘哪怕动他人半根毫毛也好。’
Ａ Ａ-15

456
だから今の世は昔しと違って、御上
の御威光だ＊から＊出来ないのだと
云う新現象のあらわれる時代です、

522
因此今非昔比，竟然出现了这样的新气

象：◆正因为◆是权势显赫的官府，◆
才◆落得莫可奈何。

Ａ Ａ-48

456
個人が平等に強くなった＊から＊、
個人が平等に弱くなった訳になる。

523 “◆因为◆个性普遍地增强，◆所以◆

实质上等于个性普遍地减弱。
Ａ Ａ-7

456

まあわからずやの張本、烏金からす
がねの長範先生くらいのものだ＊か
ら＊、黙って御手際を拝見していれ
ばいいが

522

不，是 大的糊涂虫！是放阎王债的长

范先生！对这帮家伙，只要静观其变也
就是了……”

Ｃ Ｃ
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457
欧洲は文明が進んでいる＊から＊日
本より早くこの制度が行われてい
る。

524
欧洲◆由于◆文明发达，比起日本更早

地实行了这一制度。 Ａ Ａ-15

457

しかし親子兄弟の離れたる今日、も
う離れるものはない訳だ＊から＊、
後の方案として夫婦が分れる事に

なる。

524

然而，在父子、兄弟都已分居的今天，

再也没有什么人需要分手，◆于是◆，
后的方案是夫妻分居。

Ａ Ａ-15

457

文明の民はたとい親子の間でもお互
に我儘を張れるだけ張らなければ損
になる＊から＊勢い両者の安全を保
持するためには別居しなければなら
ない

524

但是，对于文明人来说，即使亲子之

间，如不任其自我扩张，都觉得吃亏。

◆因此◆，为了保证双方的安生，势必
分居。

Ａ Ａ-37

457

親類はとくに離れ、親子今日に離れ
て、やっと我慢しているようなもの
の個性の発展と、発展につれてこれ
に対する尊敬の念は無制限にのびて
行く＊から＊、まだ離れなくては楽
が出来ない。

524

“亲戚早已分手，老少今日别居，一直

被压抑的个性得到发展，以至随着个性

发展而受到的尊敬将无限地扩展下去。
◆因此◆，再不分居，就不会舒心了。

Ａ Ａ-37

457
今の人の考ではいっしょにいる＊か
ら＊夫婦だと思ってる。それが大き
な了見違いさ。

524
按现代人的观点，男女同居◆便◆是夫

妻，但这是极大的判断失误， Ｂ Ｂ-2

457
主張すべき個性もなく、あっても主
張しない＊から＊、あれで済むのだ
が

524
即使有个性，也并不强调，如此◆也◆

就一顺百顺了。 Ｂ Ｂ-3

457
苦しい＊から＊色々の方法で個人と
個人との間に余裕を求める。

523 活得窘迫了，人们都尽可能地自我膨

胀；
Ｃ Ｃ

458

「明治の御代に生れて幸さ。僕など
は未来記を作るだけあって、頭脳が
時勢より一二歩ずつ前へ出ている＊
から＊ちゃんと今から独身でいるん
だよ。

525

生在明治时代是幸运的哟！像我呀，就

因为写《未来记》，头脑比当前形势先迈

了一两步，◆所以◆，现在就干脆过起
独身生活了。

ａ

Ａ Ａ-36

458
水と油が双方から働らきかけるのだ*
から*家のなかは大地震のように上
がったり下がったりする。

525
◆因为◆这水和油是双相发动的，家庭

里◆就◆会像大地震一般颠得七上八
下。

Ａ Ａ-4

458

その妻が女学校で行灯袴を穿いて牢
乎たる個性を鍛え上げて、束髪姿で
乗り込んでくるんだ＊から＊、とて
も夫の思う通りになる訳がない。

524

为人妻者，都是在学校里穿着没有裆的

和服裙裤，练就了坚强的个性，梳着西

式发型嫁进门来的，◆毕竟◆不能对丈

夫百依百顺

Ｂ Ｂ-11

459
芸術が繁昌するのは芸術家と享受者
の間に個性の一致がある＊から＊だ
ろう。

527
所谓繁荣艺术，是◆因为◆艺术家和欣

赏者之间个性上有些共同点吧？ Ａ Ａ-1

459

いやしくも人間の意義を完からしめ
んためには、いかなる価を払うとも
構わない＊から＊この個性を保持す
ると同時に発達せしめなければなら
ん。

526

为了实现人生真正的意义，必须不惜任

何代价保持并发展自己的个性。
Ｃ Ｃ

459
今哲学者が云った通りちゃんと滅し
てしまう＊から＊仕方がないと、あ
きらめるさ。

527
然而，现在按哲学家所说，都要彻底消

亡的，又有什么办法？只好绝望啦。 Ｃ Ｃ

460
人々個々おのおの特別の個性をもっ
てる＊から＊、人の作った詩文など
は一向面白くないのさ。

527
不，并非因为是你写的才没人看，而是

◆因为◆人人都有自己独特的个性，对

别人的诗文压根儿不感兴趣

Ａ Ａ-1

460
幸いに明治の今日に生れた＊から
＊、天下が挙って愛読するのだろう
が…

527
幸而你生在明治时期，◆才◆普天之下

都爱读你的诗吧？不过……” Ｂ Ｂ-6

460
あんな作品はあんな個性のある人で
なければ読んで面白くないんだ＊か
ら＊仕方がない。

527
那种作品，如果不是那种富有个性的人

读，是不会感兴趣的，有什么办法。 Ｃ Ｃ

461

個性の発展した十九世紀にすくん
で、隣りの人には心置なく滅多に寝
返りも打てない＊から＊、大将少し
やけになってあんな乱暴をかき散ら
したのだね。

528

喘息在个性得到发展的十九世纪，连对

邻居都轻易不敢放心大胆地睡个好觉，

◆因此◆，那位老兄才豁了出去，胡说
八道起来。

Ａ Ａ-37

461
昔は孔子がたった一人だった＊から
＊、孔子も幅を利かしたのだが、

529
从前只有一个孔子，◆因此◆孔子也很

有权威；
Ａ Ａ-37

461
不平だ＊から＊超人などを書物の上
だけで振り廻すのさ。

529 有牢骚◆才◆一味地在书本上卖弄超
人哲学。”

Ｂ Ｂ-6

461
愉快な事実があって、この愉快な事
実を紙に写しかえたのだ＊から＊、
苦味はないはずだ。

528
这是因为有快活的事。把这些快活的事

写在纸上、也◆就◆没有苦涩味。 Ｂ Ｂ-1

461

それもそのはずさ昔は一人えらい人
があれば天下翕然としてその旗下に
あつまるのだ＊から＊、愉快なもの
さ。

528

这也难怪。从前是‘圣人出，天下翕然

汇于旗下。’真痛快！ Ｃ Ｃ

462
参考のためだ＊から＊、おれが面白
い物を読んで聞かせる。

529 为了供你们参考，我念几句有趣的文字

给你们听。
Ｃ Ｃ

464
「いろいろ女の悪口があるが、その
内には是非君の妻さいも這入る訳だ
＊から＊聞くがいい」

530
“咒骂了各种女人，其中也一定包括你
的妻子。◆所以◆，你就听下去吧！” Ａ Ａ-36

464
「まだ四五ページある＊から＊、つ
いでに聞いたらどうだ」

532 “还有四五页，接着听下去，如何？” Ｃ Ｃ

464
「先生胃病は近来いいですか。こう
やって、うちにばかりいなさる＊か
ら＊、いかんたい」

533
“先生近来胃病好些吗？这样总是闷在

家里，行吗？” Ｃ Ｃ

464
十六世紀のナッシ君の説です＊から
＊御安心なさい」

532 是十六世纪纳西的学说，你放心好
了。”

Ｃ Ｃ

465
どうしてもあんな所にいると、傍が
傍だ＊から＊、おのずから、そう
なってしまうです」

534
还得说在那个地方，‘近朱者赤’，自然

而然地就被熏陶成这样。” Ｃ Ｃ

466
あなたが博士にならんものだ＊から
＊、私が貰う事にしました」

534 到底没有当上博士吗？◆因为◆您没
有当上博士，◆所以◆，我就要了。”

Ａ Ａ-7

468
しかし先方で是非貰うてくれ貰うて
くれと云う＊から＊、とうとう貰う
事に極めました、先生。

535
不是，对方一再求我娶了她吧，娶了她

吧，终于这◆才◆下决心要她。 Ｂ Ｂ-6

472
先達てカーテル・ムルと云う見ず知
らずの同族が突然大気　　　を揚げ
た＊ので＊、ちょっと吃驚した。

540
然而前此，有个叫卡提•莫尔①的素不
相识的同胞，突然高谈阔论起来，咱家
有点吃惊。

Ｃ Ｃ

473
眼をあいていると飲みにくい＊から
＊、しっかり眠って、またぴちゃぴ
ちゃ始めた。

542
睁着眼睛喝不舒服，◆便◆死死地闭上
眼睛，又吧嗒吧嗒地舔起来。 Ｂ Ｂ-2

473
苦しい＊から＊爪でもって矢鱈掻い
たが、

543 太难受，用爪乱挠一气； Ｃ Ｃ

474
仕方がない＊から＊後足で飛び上っ
ておいて、前足で掻いたら、がりり
と音がしてわずかに手応があった。

543
没办法，又用后爪往上窜，用前爪挠。

这时，微微听到咕嘟一声，好歹露出头
来。

Ｃ Ｃ

「いえ、こないだうちから国へ帰省
していたもんです＊から＊、暫時中
止の姿です。

504
“不，前此我◆因◆归乡省亲，暂时中
止。 Ａ Ａ-10
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無理を通そうとする＊から＊苦しい
のだ。

544 勉强硬干，◆因此◆才痛苦。 Ａ Ａ-37

もぐれば苦しい＊から＊、すぐがり
がりをやる。

543 扎猛子太难受，◆便◆又咯吱吱地挠。 Ｂ Ｂ-2

であるとすれば、これから私の品性
を侮辱するような事を自分でしてお
目にかけます＊から＊、何とか云っ
ちゃいやよと断わるのと一般であ
る。

448

照此说来，岂不等于事先声明：“我现在

要做侮辱我自己品格的事给大家看，◆

却◆又不许别人说三道四。” Ｃ Ｃ

落ちるのを遅くすると降りる＊ので
＊、降りるのを早くすると落ちる事
になる。

271
将落的速度减缓些就是降，将降的速度
加快些就是落。 Ｃ Ｃ
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